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技術をつなぎ、人と人をつなぐ

一般財団法人全国建設研修センターは、昭和37年地方公共団体職員の技術力向上を主目的として全国知事会
の出捐により設立されました。その後、民間建設技術者を対象とした研修も発足させ、研修の強化・拡充を図り、
設立以来、全国から24万人の方々が受講され、研修機関として厚い信頼をいただいています。
当センターの研修は、国土交通省、全国知事会、全国市長会、全国町村会の後援、また多くの民間団体との共
催・後援を得て実施しています。

－設立以来、全国から24万人の方々が受講－半世紀を超える実績

目的、教科目に応じて「事業監理」「施工管理」「土質・地質」「防災」「トンネル」「土地・用地」「河川・ダム」
「砂防・海岸」「道路」「橋梁」「都市」「建築」「住宅」の13部門を設定し、102コースをご用意しています。

＜新規コース＞※本誌p84～87に「令和8年度　研修計画一覧」を掲載
1． 会計検査指摘事例から学ぶ（応用）　　2． マンション再生と維持管理の基礎

－多様なニーズに即した実践研修－令和8年度の研修

■お問合せ先
一般財団法人 全国建設研修センター　研修局
〒187-8540 東京都小平市喜平町2-1-2
TEL：042-324-5315　FAX：042-322-5296
URL：https://www.jctc.jp/training/

時代に即した教科目と充実した講師陣
スキルアップに加え相互啓発効果
国・地方公共団体・民間が積極的に研修を利活用
WEB研修の積極的導入

　当センターの研修は、研修内容に応じて「建設コン
サルタンツ協会」「全国土木施工管理技士会連合会」「日
本都市計画学会」「土木学会」「日本補償コンサルタン
ト協会」「全国地質調査業協会連合会」等におけるCPD
単位取得対象プログラムとして認定され、多くの方々
にご利用いただいています。

継続教育（CPD）
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政策研究大学院大学 名誉教授
東京大学 名誉教授 　家田　仁

《インタビュー》

「より大きなインフラマネジメント構築を」

国
土
交
通
省
は
二
〇
一
二
年
の
笹
子
ト
ン

ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故
を
契
機
に
、
翌
二
〇

一
三
年
を
「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」

と
位
置
づ
け
、
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
を

抜
本
的
に
見
直
し
、諸
施
策
を
講
じ
て
き
た
。

現
時
点
で
も
我
が
国
は
、道
路
、橋
梁
、港
湾
、

上
下
水
道
、
住
宅
な
ど
、
戦
後
、
高
度
経
済

成
長
期
に
急
速
に
整
備
さ
れ
た
社
会
資
本

（
イ
ン
フ
ラ
）
の
老
朽
化
対
策
に
追
わ
れ
続

け
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
二
〇
二
五
年
一

月
二
十
八
日
、
埼
玉
県
八
潮
市
で
下
水
道
管

路
破
損
に
よ
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
が

発
生
。
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
抜
本

的
な
方
策
構
築
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
対
策
を
検
討
し

て
き
た
「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な

道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員

会
」の
委
員
長
や
、「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
」

と
「
交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科
会
技
術
部

会
」
の
下
に
設
置
さ
れ
た
「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
戦
略
小
委
員
会
」
の
委
員
長
を
務

め
る
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教

授
に
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

あ
り
方
な
ど
を
聞
い
た
。

│
成
熟
期
を
迎
え
た
社
会
で
は
、
社
会
資

本
（
イ
ン
フ
ラ
）
の
老
朽
化
に
対
す
る
維
持
・

更
新
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
必
要
不
可
欠
な
共

通
課
題
で
す
。
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
て
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て
き
た
「
下

水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事

故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
は
二
〇

二
五
年
十
二
月
に
下
水
道
管
路
だ
け
で
な
く

イ
ン
フ
ラ
全
般
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
戦
略
的

転
換
を
求
め
る
「
第
三
次
提
言
」
を
取
り
ま

と
め
、
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

家
田　
第
三
次
提
言
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

「
イ
ン
フ
ラ
へ
の
対
策
は
す
べ
て
予
防
保
全
で

行
う
」
と
い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
一
律
主
義
か

ら
の
脱
却
を
提
示
し
た
こ
と
で
す
。
国
土
交

通
省
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
老
朽
化
す
る
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
保
全
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な

議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
私
も
そ
の
議
論
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
議
論
を
踏

ま
え
て
、
多
様
な
イ
ン
フ
ラ
と
個
々
の
イ
ン

フ
ラ
の
管
理
者
を
包
括
し
た
、
よ
り
大
き
な

統
合
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
構
築
を
促

し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
の
状
況
に
関
し
て
、

下
水
道
に
つ
い
て
見
る
と
、
全
国
の
下
水
道

管
路
の
総
延
長
は
、
都
市
下
水
路
を
除
い
て

も
、
約
五
十
万
㎞
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
約

四
万
㎞
、
全
体
の
約
七
％
が
標
準
耐
用
年
数

の
五
十
年
を
経
過
し
て
い
ま
す
。
二
〇
四
〇

年
代
に
は
約
半
数
が
標
準
耐
用
年
数
に
達
す

る
な
ど
、
急
速
に
老
朽
化
が
進
み
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
一
挙
に
改
善
す
る

こ
と
は
、
人
材
面
で
も
、
資
金
面
で
も
不
可

能
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
災

害
時
に
一
度
に
多
く
の
傷
病
者
が
出
た
場
合

に
、
傷
病
の
緊
急
度
や
重
症
度
に
応
じ
て
、

処
置
な
ど
を
行
う
「
ト
リ
ア
ー
ジ
手
法
」
を

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
導
入
し
、
優
先

度
を
つ
け
、
重
要
性
・
緊
急
性
の
高
い
と
こ

ろ
や
施
設
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
も
は
や
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
時
代
で
は
な
く
、
個
々
の
イ
ン
フ
ラ

の
状
況
に
応
じ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
時
代
に

突
入
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
下
、
下
水
道

や
道
路
な
ど
単
体
の
施
設
で
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
維
持
・
修
繕
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

関
連
す
る
施
設
、
社
会
資
本
（
イ
ン
フ
ラ
）

を
個
々
に
管
理
す
る
関
係
者
が
連
携
し
て
取

り
組
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

第
三
次
提
言
は
こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
修
繕
に
関
わ
る
根
本
的
な
も
の
の
考
え

方
、
哲
学
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
を
標
榜
し
た
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

道
路
管
理
者
と
そ
の
下
を
通
る
下
水
道
管
理

者
が
連
携
し
相
対
的
に
管
理
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
そ
の

方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。



事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

5

今
後
、
こ
う
し
た
新
し
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
へ
の
転
換
を
全
国
に
ど
の
よ
う
に
周
知

徹
底
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

近
年
の
我
が
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
関
す
る
論
議
の
経
緯
を
み
て
み
る
と
、
ま

ず
、
二
〇
一
二
年
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板

崩
落
事
故
を
契
機
に
、
施
設
に
不
具
合
が
生

じ
て
か
ら
で
は
な
く
、
事
前
に
定
期
的
に
点

検
・
診
断
を
行
っ
た
上
で
、
修
繕
な
ど
を
行

う
「
予
防
保
全
型
」
へ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
手

法
の
転
換
を
図
る
べ
く
諸
施
策
が
展
開
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

と
は
言
う
も
の
の
、
財
政
面
、
組
織
体
制

面
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
基
礎

的
な
点
検
す
ら
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
管
理
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
る
自
治
体
、
市
区
町
村
の
土
木

費
の
推
移
を
見
る
と
、
一
九
九
三
年
度
の
約

十
一
・
五
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
、
最
近
は
そ
の

六
割
程
度
の
六
・
五
兆
円
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
人
員
面
で
は
、
土
木
系
を
含

む
技
術
系
職
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
市
区
町
村
の
四
分
の
一
で
は
、
技
術

系
職
員
が
い
ま
せ
ん
し
、
五
割
の
市
区
町
村

で
は
五
人
以
下
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
を
持
続
的
に

維
持
管
理
す
る
こ
と
が
、極
め
て
困
難
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
昨
年
（
二
〇
二
五
年
）
一

月
に
埼
玉
県
八
潮
市
で
下
水
道
管
路
破
損
に

よ
る
道
路
陥
没
事
故
が
起
き
ま
し
た
。
今
年

に
入
っ
て
か
ら
も
、
一
月
九
日
、
新
潟
市
で

下
水
道
管
路
損
傷
に
起
因
す
る
道
路
陥
没
事

故
が
発
生
す
る
な
ど
、
事
故
が
相
次
い
で
お

り
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
に
関
わ
る
管
理
者
が
、

安
全
性
確
保
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
直
ち

に
必
要
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路

いえだ・ひとし

略歴
1978年 東京大学・工・土木工学科卒業、日本国有鉄道入社
1986年 東京大学助教授
1995年 東京大学教授（工・社会基盤学専攻、交通・都市・国土学研究室 主宰）
2014年 政策研究大学院大学と兼任
2016年 政策研究大学院大学 専任となる
2020年 第108代土木学会会長
2025年 下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会委員長
2026年 政策研究大学院大学名誉教授
主要な著作・論文等
『社会インフラ・メンテナンス学』、『東京のインフラストラクチャー』など

2025年1月28日（火）　現場状況
 （埼玉県）復旧工法検討委員会資料より

2025年1月28日（火）　現場状況
 （埼玉県）復旧工法検討委員会資料より

2025年1月30日（木）　陥没拡大後の状況
 （埼玉県）復旧工法検討委員会資料より
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陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委

員
会
」
で
は
、
昨
年
五
月
に
第
二
次

提
言
「
国
民
と
と
も
に
守
る
基
礎
イ

ン
フ
ラ
上
下
水
道
の
あ
り
方
～
安
全

性
確
保
を
最
優
先
す
る
管
路
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
現
に
向
け
て
～
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
昨

年
十
二
月
に
下
水
道
管
路
に
関
す
る

「
二
つ
の『
メ
リ
ハ
リ
』と
二
つ
の『
見

え
る
化
』
に
よ
る
下
水
道
管
路
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
転
換
（
第
Ⅰ
部
）」
と
、

イ
ン
フ
ラ
全
般
に
関
す
る
方
策
を
示

し
た
「
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
向
け
た
五
つ
の
道
す
じ
（
第
Ⅱ
部
）」

を
第
三
次
提
言
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
第

Ⅰ
部
は
、
新
た
な
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
徹

底
さ
れ
る
よ
う
国
に
よ
る
具
体
的
な
制
度
改

正
や
支
援
を
行
う
こ
と
を
求
め
た
も
の
で

す
。
第
Ⅱ
部
で
は
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
五
つ
の
道
す
じ
を
示
し

ま
し
た
。
計
画
、
設
計
、
整
備
、
修
繕
、
改

築
な
ど
す
べ
て
を
統
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と
が
、
本
来
の
イ
ン
フ
ラ
政
策
・
施

策
の
基
本
で
あ
る
と
再
認
識
し
、
信
頼
さ
れ

る
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

戦
略
的
な
転
換
を
図
る
よ
う
訴
え
、
適
切
な

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換
を
強
く

求
め
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
点
検
・
調
査
・
診
断
に
お

け
る
新
技
術
導
入
、
デ
ジ
タ
ル
管
理
体
制
の

早
期
確
立
と
メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
な

ど
、
管
理
者
や
担
い
手
に
と
っ
て
の
「
テ
ク

ニ
カ
ル
な
見
え
る
化
」
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
老

朽
化
を
「
自
分
ご
と
化
」
す
る
た
め
の
「
市

民
に
と
っ
て
の
見
え
る
化
」
と
い
う
、
二
つ

の
「
見
え
る
化
」
を
徹
底
的
に
進
め
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
点
検

デ
ー
タ
の
蓄
積
か
ら
、
技
術
的
な
知
見
に
基

づ
い
て
、
点
検
の
方
法
な
ど
の
効
率
化
や
地

域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
た
対
策
の
優
先
度
設

定
や
計
画
的
な
集
約
・
再
編
な
ど
、
限
ら
れ

た
人
員
・
予
算
で
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
す
る
「
メ
リ
ハ
リ
」
化
を
展
開
す
る
よ
う

促
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
場
に

「
も
っ
と
光
を
」
あ
て
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
業
界
や
現
場
の
担
い
手
が
安
全
に

働
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、

表
彰
制
度
や
処
遇
改
善
な
ど
と
い
っ
た
総
合

的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
点
検
・
調
査
だ
け
で
な
く
、
計
画
・
設

計
・
整
備
・
修
繕
・
改
築
な
ど
す
べ
て
を
一

体
的
に
と
ら
え
る
統
合
的
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」

体
制
構
築
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
市
民

が
、
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
に

協
働
的
に
参
加
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
社

会
全
体
を
動
か
し
て
い
く
機
運
を
醸
成
す
る

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
と
指

摘
し
ま
し
た
。

│
二
〇
二
五
年
十
二
月
十
六
日
、
国
土
交

通
大
臣
か
ら
社
会
資
本
整
備
審
議
会
・
交
通

政
策
審
議
会
へ
、「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
支
え
る
主
体
間
の
連
携
や
新
技
術
の
導
入

等
を
通
じ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
維
持
管
理
を

行
い
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ
ク
を
適
正
な
水
準

に
再
構
築
し
て
い
く
た
め
、
今
後
の
イ
ン
フ

ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

諮
問
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
同
審
議
会
技
術

分
科
会
技
術
部
会
に
「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
戦
略
小
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
家
田

先
生
が
委
員
長
に
就
か
れ
ま
し
た
。
同
委
員

会
の
役
割
な
ど
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

家
田　
「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
小

委
員
会
」
は
、
今
年
（
二
〇
二
六
年
）
一
月

三
十
日
に
初
会
合
を
開
き
、
本
格
的
な
議
論

を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
委
員
会
で
は
、

二
〇
一
二
年
七
月
に
設
置
さ
れ
社
会
資
本
整

2025年2月12日（水）　現場状況（スロープ設置）
 （埼玉県）復旧工法検討委員会資料より

2025年2月28日（金）　現場状況（鋼矢板打設）
 （埼玉県）復旧工法検討委員会資料より

破損した下水道管の補修状況
撮影：2025年10月29日（水）

※11月10日　埼玉県「かわら版」より
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備
の
維
持
管
理
・
更
新
の
あ
り
方
に
つ
い
て

様
々
な
提
言
を
行
っ
て
き
た
「
社
会
資
本
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
戦
略
小
委
員
会
」
の
役
割
を
担

う
と
と
も
に
、
成
熟
期
を
迎
え
、
急
速
に
老

朽
化
す
る
各
種
イ
ン
フ
ラ
、
さ
ら
に
は
新
た

に
整
備
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に
効
率
よ

く
、
迅
速
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
が

課
題
で
す
。
初
会
合
で
は
こ
れ
ま
で
の
国
土

交
通
省
の
取
組
み
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
方
向
性
と
論
点
整
理
、
進
め
方
な
ど

を
議
論
し
ま
し
た
。「
下
水
道
等
に
起
因
す

る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対

策
検
討
委
員
会
」
が
第
三
次
提
言
で
提
示
し

た
二
つ
の
「
見
え
る
化
」
の
徹
底
、
新
た
な

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た
五
つ
の

道
す
じ
の
実
現
方
策
を
議
論
し
、
論
点
を
整

理
し
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
が
管
理
す
る
も
の
を
含
め

た
多
様
な
分
野
に
関
す
る
実
態
把
握
、
維
持

管
理
の
容
易
な
構
造
の
採
用
な
ど
を
通
じ
た

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
維
持
管
理
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
の
新
技
術
導
入
の
方
向
性
、
イ
ン

フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
主
体
間
の
連

携
・
協
働
体
制
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
あ
り
方
な
ど
を
審
議
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

二
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
二
回
目
の
会

合
で
は
、
統
合
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
関
す
る
議
論
を
深
め
る
た
め
、
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
管
路
劣
化
診
断
を
も
と
に

事
故
リ
ス
ク
を
見
え
る
化
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
民
間
企
業
と
、
橋

梁
の
健
全
性
や
地
域
に
お
け
る
重
要
性

な
ど
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い
る
富

山
市
か
ら
、
橋
梁
ト
リ
ア
ー
ジ
に
基
づ

い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
状
況
を

聞
き
ま
し
た
。

富
山
市
で
は
、
限
ら
れ
た
予
算
や
人

員
と
い
う
制
約
の
中
、
地
域
の
実
態
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、
橋
梁
を
い
か

に
効
果
的
に
維
持
・
修
繕
し
引
き
継
い

で
い
く
か
だ
け
で
な
く
、
橋
梁
に
よ
っ

て
は
使
用
制
限
や
集
約
化
、
さ
ら
に
は

撤
去
も
視
野
に
施
策
を
講
じ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

│
我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
し
て
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
を
し
て
い
く
時
代
か
ら
、

い
か
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く
か
を
考

え
、
い
か
に
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
か
と
い

う
時
代
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
戦
略
小
委
員
会
」
で
は
、
夏
ま
で

に
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
う
と
の
こ
と
で
す

ね
。
今
後
の
議
論
の
深
化
を
期
待
し
ま
す
。

家
田　
内
外
の
政
局
も
刻
々
と
変
化
し
て
い

ま
す
が
、
委
員
会
で
は
、
着
実
に
議
論
を
深

め
、
よ
り
大
き
な
戦
略
的
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
構
築
に
向
け
て
、
成
果
を
取
り
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
が
勤
務
す
る
政
策
研
究
大
学
院

大
学
で
は
二
〇
二
六
年
四
月
に
、
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
を
設
け
、
多
角
的
な

議
論
に
乗
り
出
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
よ
り

具
体
的
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す

る
議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
二
〇
二
六
年
三
月
・
編
集
）

破損した下水道管の補修状況
※11月25日　埼玉県「かわら版」より

2025年12月16日（火）　復旧状況全景
※12月25日　埼玉県「かわら版」より
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北海道大学 教授　長谷山　美紀

次世代インフラメンテナンスの実現に向けた
AIの高度化とデジタル人材の育成

1
．は
じ
め
に

我
が
国
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
高
度
経
済

成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
て
か
ら
五
十

年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽
化
の
進
行
が
顕
在

化
し
て
い
る
。
道
路
橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路

附
属
物
、
標
識
な
ど
の
多
く
が
補
修
・
更
新

を
必
要
と
す
る
段
階
に
入
り
、
今
後
そ
の
割

合
は
急
速
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
国
土
交
通
省
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
社
会

資
本
の
維
持
管
理
・
更
新
費
は
中
長
期
的
に

大
幅
な
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
限
ら
れ

た
財
源
の
も
と
で
、
従
来
と
同
様
の
維
持
管

理
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。
こ
の
問
題
を
一
層
深
刻
化
さ
せ
て
い
る

の
が
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
を
担
う
技
術
者

の
高
齢
化
と
若
年
層
の
減
少
で
あ
る
。
建
設

業
に
お
い
て
は
、
五
十
五
歳
以
上
の
就
業
者

が
全
体
の
四
割
近
く
を
占
め
る
一
方
、
二
十

九
歳
以
下
は
約
一
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

技
能
継
承
が
十
分
に
進
ま
な
い
ま
ま
大
量
退

職
期
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
、
経
験
に
強
く
依
存
し
た
従
来
型
の
点

検
・
診
断
業
務
を
今
後
も
維
持
し
続
け
る
こ

と
は
現
実
的
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
等

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
点
検
・
診
断

を
は
じ
め
と
す
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
化

し
、
高
度
化
す
る
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分

野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い

る
。
Ｄ
Ｘ
と
は
、
単
な
る
業
務
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
業
務
プ
ロ
セ
ス
そ
の

も
の
を
変
革
す
る
取
組
み
で
あ
り
、
そ
の
本

質
的
な
導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に

お
け
る
Ｄ
Ｘ
を
、
Ａ
Ｉ
技
術
に
よ
る
業
務
の

効
率
化
・
高
度
化
と
人
材
育
成
と
い
う
二
つ

の
視
点
か
ら
述
べ
る
。
前
半
で
は
、
Ａ
Ｉ
活

用
に
お
け
る
課
題
と
解
決
方
策
を
述
べ
、
生

成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
最
新
の
取
組
み
を
紹
介

す
る
。
後
半
で
は
、
Ａ
Ｉ
を
現
場
で
活
用
し

続
け
る
た
め
の
人
材
育
成
基
盤
に
着
目
し
、

北
海
道
大
学
デ
ー
タ
駆
動
型
融
合
研
究
創

発
拠
点
（
Ｄ‒

Ｒ
Ｅ
Ｄ
）
が
推
進
す
る
社
会

人
向
け
デ
ジ
タ
ル
リ
ス
キ
リ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
取
組
み
に
つ
い
て
述
べ
る
。

2
．イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野

の
Ａ
Ｉ
活
用
に
お
け
る
課
題

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に
お
い
て
Ａ
Ｉ

活
用
へ
の
期
待
が
高
ま
る
一
方
で
、
実
際
の

現
場
適
用
を
考
え
る
と
、
汎
用
的
な
Ａ
Ｉ
技

術
を
そ
の
ま
ま
導
入
す
る
だ
け
で
は
十
分
な

効
果
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
業
務
で
は
、
一
般
的
な
画
像
認
識
タ

ス
ク
と
は
異
な
り
、
取
得
可
能
な
デ
ー
タ
量

や
デ
ー
タ
の
性
質
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
結
果
に
対

す
る
信
頼
性
を
考
慮
し
た
、
現
場
の
状
況
や

運
用
条
件
に
即
し
た
Ａ
Ｉ
導
入
の
検
討
が
不

可
欠
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
こ
う
し
た
イ
ン

フ
ラ
維
持
管
理
分
野
特
有
の
条
件
を
踏
ま
え

た
上
で
、
Ａ
Ｉ
活
用
を
阻
む
本
質
的
な
課
題

に
つ
い
て
、
私
た
ち
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
取

り
組
ん
で
き
た
具
体
的
な
研
究
事
例
と
と
も

に
説
明
す
る
。

2
．1

少
量
デ
ー
タ
か
ら
学
習
可
能
な

Ａ
Ｉ
の
必
要
性

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に
Ａ
Ｉ
を
適
用

す
る
際
に
最
初
に
直
面
す
る
課
題
は
、
Ａ
Ｉ

研
究
で
前
提
と
さ
れ
て
き
た
大
量
の
学
習
デ

ー
タ
を
、
現
場
で
は
必
ず
し
も
確
保
で
き
な

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
画
像
認
識
分
野
に
お

け
る
近
年
の
飛
躍
的
進
展
は
、Im

ageN
et

や
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
と
い
っ
た
大
規
模
デ
ー
タ
セ
ッ

ト
の
存
在
に
強
く
依
存
し
て
き
た
。し
か
し
、

こ
れ
ら
は
犬
や
猫
な
ど
の
一
般
物
体
を
対
象

と
し
た
も
の
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理

分
野
特
有
の
損
傷
や
劣
化
状
態
を
網
羅
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
の
点
検
現
場
で

取
得
さ
れ
る
画
像
は
、
構
造
物
ご
と
の
形
状

差
、
経
年
劣
化
の
進
行
度
合
い
、
撮
影
条
件

の
ば
ら
つ
き
な
ど
、
多
く
の
不
確
実
性
を
含

1）

2）

3）

4）
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ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
安
全
確
保
や
交
通
規

制
の
制
約
か
ら
、
同
一
部
位
を
同
一
条
件
で

繰
り
返
し
撮
影
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
結
果

と
し
て
デ
ー
タ
数
は
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

デ
ー
タ
を
増
や
す
こ
と
が
難
し
い
現
状
で

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
少
量
デ

ー
タ
で
も
学
習
可
能
な
Ａ
Ｉ
を
設
計
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
モ
デ

ル
の
構
造
や
学
習
理
論
そ
の
も
の
を
見
直

し
、
必
要
最
小
限
の
パ
ラ
メ
ー
タ
で
高
い
表

現
能
力
を
実
現
す
る
超
軽
量
Ａ
Ｉ
の
研
究
を

進
め
て
き
た
。
結
果
と
し
て
パ
ラ
メ
ー
タ
数

を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
で
、
少
量
デ
ー
タ

で
も
安
定
し
た
学
習
を
可
能
と
す
る
Ａ
Ｉ
を

構
築
し
た
。
高
速
道
路
点
検
で
得
ら
れ
る
画

像
を
対
象
と
し
た
検
証
実
験
で
は
、
各
損
傷

あ
た
り
約
四
百
枚
と
い
う
極
め
て
限
定
的
な

学
習
デ
ー
タ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
び
わ

れ
・
遊
離
石
灰
・
腐
食
・
本
体
の
損
傷
・
剥

落
の
五
種
類
の
損
傷
を
分
類
す
る
タ
ス
ク
に

お
い
て
、
従
来
の
画
像
認
識
モ
デ
ル
の
分
類

精
度
（
七
四
・
七
％
）
を
上
回
る
精
度
（
九

〇
・
八
％
）
を
達
成
し
て
い
る
。
こ
の
結
果

は
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に
お
い
て
も
、

適
切
な
モ
デ
ル
設
計
と
学
習
戦
略
を
採
用
す

れ
ば
、
少
量
デ
ー
タ
で
実
用
的
な
Ａ
Ｉ
が
構

築
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

2
．2

現
場
利
用
を
前
提
と
し
た

Ａ
Ｉ
の
信
頼
性
確
保
の
必
要
性

第
二
の
課
題
は
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
結
果
を
現

場
の
技
術
者
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
、
実

際
の
判
断
に
結
び
付
け
ら
れ
る
か
と
い
う
点

に
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
で
は
、

安
全
性
の
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｉ
が
出
力
し
た
結

果
を
そ
の
ま
ま
最
終
判
断
と
し
て
用
い
る
こ

と
は
難
し
く
、
技
術
者
が
結
果
の
妥
当
性
を

確
認
し
た
上
で
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
が
前

提
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
理
由

が
分
か
ら
な
い
場
合
、
現
場
で
は
活
用
さ
れ

に
く
く
な
る
。
例
え
ば
、Ａ
Ｉ
が「
損
傷
あ
り
」

と
判
断
し
た
場
合
、
そ
の
判
断
が
構
造
物
の

ど
の
部
材
に
注
目
し
て
行
わ
れ
た
の
か
が
分

か
ら
な
け
れ
ば
、
技
術
者
は
結
果
を
信
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
。

こ
の
課
題
に
対
し
て
有
効
な
方
策
が
、
説

明
可
能
な
Ａ
Ｉ
（Explainable A

I

：
Ｘ

Ａ
Ｉ
）
の
構
築
で
あ
る
。

我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た
Ｘ
Ａ

Ｉ
を
実
際
の
画
像
に
適
用
し
た
例
を
図
1
に

示
す
。
図
で
は
、
支
持
金
具
損
傷
腐
食
・
本

体
の
損
傷
・
ひ
び
わ
れ
の
三
種
類
の
損
傷
の

種
類
分
類
を
行
っ
た
事
例
を
示
し
て
い
る
。

Ｘ
Ａ
Ｉ
に
画
像
を
入
力
す
る
こ
と
で
、
分
類

結
果
に
対
す
る
Ａ
Ｉ
の
確
信
度
の
提
示
や
、

判
断
時
に
Ａ
Ｉ
が
注
目
し
た
領
域
の
可
視
化

を
行
う
こ
と
で
、
Ａ
Ｉ
の
判
断
プ
ロ
セ
ス
に

関
連
す
る
情
報
を
人
間
に
理
解
可
能
な
形
式

で
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
の

事
例
で
は
、
支
持
金
具
損
傷
腐
食
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
確
信
度
が
八
五
％
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
そ
の
判
断
に
至
る
過
程
で
Ａ
Ｉ
が

注
目
し
た
度
合
い
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図
で

は
、
Ａ
Ｉ
が
特
に
注
目
し
た
領
域
を
赤
色
で

5）

6）

はせやま・みき

博士（工学）

北海道大学 大学院情報科学研究院 総合イノベーション創発機構 データ駆動型融合研
究創発拠点長・数理・データサイエンス教育研究センター長・教授

略歴
1988年 北海道大学 大学院工学研究科 電子工学専攻修士課程修了
1989年 北海道大学 応用電気研究所（現 電子科学研究所）助手
1994年 工学部・大学院工学研究科助教授
2006年 大学院情報科学研究科（現 大学院情報科学研究院）教授
2020年 北海道大学大学院情報科学研究院長および副学長
2024年 令和6年度文部科学大臣表彰 科学技術賞（研究部門）
2025年 令和7年度『電波の日』総務大臣表彰を受賞

図１　Explainable AIによる損傷の種類分類の結果
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示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
は
、
単
な

る
自
動
診
断
ツ
ー
ル
で
は
な
く
、
技
術
者
の

判
断
を
支
援
し
、
知
識
の
共
有
や
若
手
技
術

者
の
育
成
に
も
寄
与
す
る
技
術
と
な
り
得

る
。
Ａ
Ｉ
の
説
明
可
能
性
の
能
力
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
は
、
社
会
実
装
の
た
め
に
必
要
な

要
件
で
あ
る
と
考
え
る
。

3
．診
断
業
務
効
率
化
に

向
け
た
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る

所
見
作
成
支
援

診
断
業
務
に
お
い
て
、
損
傷
の
有
無
や
劣

化
レ
ベ
ル
の
判
定
以
上
に
時
間
と
労
力
を
要

す
る
作
業
が
「
所
見
作
成
」
で
あ
る
。
所
見

に
は
、
損
傷
位
置
や
種
類
、
発
生
要
因
の
推

定
、
進
展
予
測
、
結
論
な
ど
が
含
ま
れ
、
専

門
的
判
断
を
伴
う
文
章
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

の
作
業
は
膨
大
な
画
像
に
対
し
て
行
わ
れ
る

こ
と
か
ら
、
知
識
が
乏
し
い
若
手
技
術
者
の

み
な
ら
ず
、
熟
練
技
術
者
に
と
っ
て
も
負
担

が
大
き
い
業
務
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題

に
対
し
て
、
近
年
の
生
成
Ａ
Ｉ
技
術
は
新
た

な
可
能
性
を
提
示
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省

が
公
開
し
て
い
る
全
国
道
路
施
設
点
検
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（xRO

A
D

）
に
は
、
長
年
に
わ

た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
点
検
画
像
と
所
見
の
ペ

ア
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
所
見
作
成
支
援
Ａ

Ｉ
の
構
築
に
お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
資
源

と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
生
成

Ａ
Ｉ
の
学
習
に
は
、
十
分
に
整
理
・
整
備
さ

れ
た
大
規
模
な
学
習
デ
ー
タ
が
必
要
と
さ
れ

る
た
め
、xRO

A
D

に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
デ

ー
タ
を
直
接
学
習
さ
せ
て
も
所
見
生
成
Ａ
Ｉ

を
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

そ
こ
で
、
我
々
の
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、

所
見
作
成
の
対
象
と
な
る
画
像
と
類
似
す
る

過
去
事
例
（
画
像
と
所
見
の
ペ
ア
）
を
探
し

出
す
Ａ
Ｉ
を
構
築
し
、
対
象
画
像
の
所
見
を

生
成
す
る
Ａ
Ｉ
の
高
度
化
を
実
現
し
た
。
本

手
法
は
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
ゼ
ロ
か
ら
文
章
を
生

成
す
る
の
で
は
な
く
、
類
似
す
る
過
去
事
例

を
参
照
し
な
が
ら
の
所
見
生
成
を
可
能
と
す

る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
膨
大

な
デ
ー
タ
を
用
い
た
学
習
を
行
わ
ず
と
も
、

既
存
の
所
見
デ
ー
タ
の
記
述
傾
向
を
反
映
し

つ
つ
、
新
た
に
取
得
さ
れ
た
点
検
画
像
に
対

し
て
の
高
精
度
な
所
見
生
成
が
可
能
と
な
る
。

図
2
に
示
す
実
験
結
果
か
ら
、
生
成
さ
れ
た

所
見
が
実
際
の
技
術
者
に
よ
る
所
見
と
類
似

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
所

見
作
成
業
務
の
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る
。

4
．Ｄ
Ｘ
推
進
を
左
右
す
る
デ
ジ

タ
ル
人
材
育
成
の
重
要
性

Ａ
Ｉ
技
術
の
高
度
化
が
急
速
に
進
む
一
方

で
、
そ
の
社
会
実
装
の
成
否
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
要
因
の
一
つ

は
、
技
術
そ
の
も
の
で
は

な
く
、
そ
れ
を
理
解
し
、

使
い
こ
な
し
、
業
務
に
組

み
込
む
「
人
材
」
で
あ
る
。

Ｄ
Ｘ
は
単
な
る
ツ
ー
ル
や

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
く
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
、組
織
構
造
、

さ
ら
に
は
意
思
決
定
の
在

り
方
そ
の
も
の
を
変
革
す

る
取
組
み
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
は
、

技
術
と
業
務
の
両
方
を
理

解
し
、
両
者
を
接
続
で
き

る
人
材
の
存
在
が
不
可
欠
と
な
る
。

そ
こ
で
、
私
が
拠
点
長
を
務
め
る
北
海
道

大
学
デ
ー
タ
駆
動
型
融
合
研
究
創
発
拠
点

で
は
、
社
会
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
リ
ス
キ
リ
ン

グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
（H

okkaido 
U

niversity digital reskilling 
program

）
の
開
発
・
運
用
を
実
施
し
て
い

る（
図
3
右
上
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。
こ
れ
は
、

内
閣
府
が
所
管
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ

ム
」（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
の
第
三
期
で
採
択
さ
れ
た
研

究
開
発
テ
ー
マ
「
北
海
道
に
お
け
る
産
業
活

性
化
お
よ
び
雇
用
創
出
に
繋
が
る
社
会
人
の

学
び
直
し
の
た
め
の
基
盤
の
構
築
と
実
証
」

で
推
進
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
地
域
に
お

け
る
人
材
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
レ
ベ
ル

の
底
上
げ
」
と
「
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
牽

引
す
る
中
核
人
材
の
発
掘
と
育
成
」
を
目
指

す
も
の
で
あ
る
。

Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
は
、
五
つ
の
ス
テ
ー
ジ
と
六
つ

の
コ
ー
ス
（
図
3
右
下
参
照
）
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
Ｂ
「
デ
ジ
タ
ル
ベ
ー
シ

ッ
ク
コ
ー
ス
」
で
は
デ
ジ
タ
ル
入
門
を
学
び
、

ス
テ
ー
ジ
1
「
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
コ
ー

ス
」
で
は
デ
ー
タ
活
用
や
Ａ
Ｉ
の
基
礎
を
学

ぶ
。
ス
テ
ー
ジ
2
「
デ
ー
タ
活
用
コ
ー
ス
」

7）

8）

図２　技術者の所見と所見生成AIによる所見生成結果の比較

図３　D-REDが展開するデジタルリスキリングプログラムDREP
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で
は
、
実
際
の
デ
ー
タ
と
し
て
自
治
体
の
オ

ー
プ
ン
デ
ー
タ
等
を
対
象
に
、M

icrosoft 
Pow

er BI
を
活
用
し
て
デ
ー
タ
の
分
析
方

法
を
身
に
付
け
、
ス
テ
ー
ジ
3
「
Ａ
Ｉ
コ
ー

ス
」
で
は
、
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
が
用
意
し
た
Ａ
Ｉ
サ

ー
バ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
画
像
認
識
や
物
体
検

出
、
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
様
々
な
種
類
の
Ａ
Ｉ
を

演
習
形
式
で
学
ぶ
。
こ
れ
ら
四
コ
ー
ス
は
オ

ン
ラ
イ
ン
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
で
あ
り
、

企
業
に
よ
っ
て
学
び
方
を
様
々
に
設
計
で
き

る
。
修
了
者
に
は
修
了
証
を
発
行
し
て
い
る

他
、
ス
テ
ー
ジ
3
ま
で
の
受
講
に
つ
い
て
は

土
木
学
会
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（
技
術
者
継
続
学
習
）

制
度
で
単
位
認
定
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
ス
テ
ー
ジ
4
に
つ
い
て
は
、
受
講
者
が

所
属
す
る
組
織
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
本

学
の
博
士
学
生
に
よ
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

ス
タ
デ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
新
技
術
開
発
に

向
け
た
教
員
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
用
意
し
、
基
礎
的
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ

ル
向
上
の
み
な
ら
ず
、
地
域
や
企
業
の
デ
ジ

タ
ル
中
核
人
材
の
発
掘
・
育
成
ま
で
を
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
実
施
す
る
体
制
を
整
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
的
な
学
び
の
構
成
に

よ
り
、
受
講
者
は
単
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
体

験
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
組
織
の
業
務
を

Ｄ
Ｘ
の
文
脈
で
捉
え
直
し
、
実
装
に
繋
が
る

思
考
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
〇
二
六
年
一
月
末
時
点
で
、
受
講
百
五

十
五
機
関
で
受
講
登
録
者
数
は
約
八
千
三
百

名
に
達
し
て
い
る
。
受
講
者
の
業
種
と
し
て

は
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海
道
、
札
幌
市
な

ど
国
・
自
治
体
な
ど
の
公
的
機
関
、
経
済
団

体
を
は
じ
め
、
民
間
企
業
で
は
建
設
土
木
・

イ
ン
フ
ラ
系
を
中
心
に
製
造
、
流
通
、
医
療
、

通
信
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
受
講
者
の
広
が
り
は
、
イ

ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に
限
ら
ず
、
実
務
の

現
場
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
で
き
る
人
材

に
対
す
る
需
要
が
極
め
て
高
い
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
高
度

化
に
加
え
、
そ
れ
を
活
用
す
る
人
材
が
能
力

を
発
揮
で
き
る
場
を
支
え
る
組
織
基
盤
の
確

立
が
不
可
欠
で
あ
る
。
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
の
取
組
み

は
、
そ
う
し
た
基
盤
の
構
築
に
向
け
た
一
つ

の
実
践
例
で
あ
り
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ

を
支
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
取
組

み
と
考
え
る
。

5
．お
わ
り
に

本
稿
で
示
し
て
き
た
よ
う
に
、
少
量
デ
ー

タ
環
境
へ
の
対
処
や
信
頼
性
確
保
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分
野
固
有
の
条
件
を
踏

ま
え
た
Ａ
Ｉ
設
計
に
加
え
、
そ
れ
を
活
用
す

る
人
材
を
支
え
る
組
織
基
盤
が
整
備
さ
れ
て

初
め
て
、
Ａ
Ｉ
は
実
務
に
お
い
て
有
効
に
機

能
す
る
。
今
後
は
、
新
技
術
の
研
究
開
発
や

導
入
と
、
そ
れ
ら
を
継
続
的
に
運
用
・
改
善

で
き
る
人
材
育
成
お
よ
び
組
織
的
な
取
組
み

を
一
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
技
術
の
高
度
化
と
組
織
基
盤
の
整
備
を

両
輪
と
し
て
捉
え
る
枠
組
み
は
、
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
維

持
管
理
を
実
現
す
る
上
で
有
効
な
方
向
性
を

示
す
も
の
と
考
え
る
。
本
稿
で
述
べ
た
課
題

認
識
や
取
組
み
が
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
分

野
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の
一
助
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
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埼
玉
県
八
潮
市
道
路
陥
没
事
故
の
概
要
と

今
後
へ
の
提
言

二
〇
二
五
年
一
月
二
十
八
日
、
埼
玉
県
八

潮
市
の
交
差
点
で
、
径
八
ｍ
程
度
、
深
さ
五

ｍ
の
道
路
陥
没
が
発
生
し
、
運
悪
く
通
行
中

の
ト
ラ
ッ
ク
が
陥
没
孔
に
転
落
し
た
。
ト
ラ

ッ
ク
キ
ャ
ビ
ン
は
運
転
手
を
乗
せ
た
ま
ま
陥

没
孔
の
底
部
に
も
ぐ
り
こ
み
、
周
囲
か
ら
水

や
土
や
が
れ
き
が
落
ち
て
く
る
こ
と
も
あ

り
、
消
防
に
よ
る
救
助
活
動
は
困
難
を
極
め

た
。
懸
命
の
救
助
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
転

落
者
の
救
出
が
叶
わ
な
い
ま
ま
時
間
が
経
過

し
、
三
日
後
に
は
陥
没
孔
は
径
約
四
十
ｍ
、

深
さ
十
五
ｍ
に
拡
大
し
た
。
陥
没
地
の
直
下

に
は
大
口
径
の
流
域
下
水
管
が
あ
り
、
そ
の

頃
に
は
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ビ
ン
は
下
水
管
内
に

落
込
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
下
水
を
迂
回

さ
せ
る
バ
イ
パ
ス
管
を
構
築
し
て
当
該
地
の

下
水
流
量
を
下
げ
る
と
共
に
別
途
立
坑
を
構

築
し
て
管
内
に
落
下
・
流
下
し
た
ト
ラ
ッ
ク

キ
ャ
ビ
ン
に
ア
ク
セ
ス
し
、
陥
没
事
故
か
ら

約
三
か
月
後
に
よ
う
や
く
運
転

手
の
救
出
に
至
っ
た
。

陥
没
箇
所
の
平
面
図
お
よ
び

断
面
図
を
図
1
に
示
す
。
一
九

八
三
年
に
シ
ー
ル
ド
工
法
で
構

築
さ
れ
た
、
土
被
り
十
・
六
ｍ
、

内
径
四
・
七
五
ｍ
の
流
域
下
水

道
が
マ
ン
ホ
ー
ル
（
チ
ュ
ウ
４

Ｍ
Ｈ
）
に
接
続
し
て
い
た
。
周

辺
に
は
水
道
、
ガ
ス
、
通
信
線

な
ど
、
様
々
な
イ
ン
フ
ラ
が
埋

設
さ
れ
輻ふ

く
輳そ

う
し
て
い
る
。
転
落

し
た
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ビ
ン
が
飲

み
込
ま
れ
て
陥
没
孔
が
当
初
よ

り
広
が
っ
た
時
点
で
は
、
流
域

下
水
道
の
ト
ン
ネ
ル
の
上
半
部

は
崩
落
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
起
こ
っ
た
の
か
は
今

桑
野　

玲
子

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所

教
授

図1　八潮陥没箇所における埋設インフラの輻輳
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

と
な
っ
て
は
わ
か
ら
な
い
。
土
は
条
件
に
よ

っ
て
は
わ
ず
か
な
隙
間
か
ら
で
も
流
出
し
て

地
盤
内
に
空
洞
が
で
き
う
る
の
で
、
下
水
管

の
大
規
模
な
損
傷
・
崩
落
が
起
こ
る
前
に
空

洞
が
で
き
、
そ
れ
が
成
長
し
て
空
洞
上
の
地

盤
が
支
持
力
を
失
っ
た
の
が
大
規
模
陥
没
の

直
接
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

図
2
の
よ
う
に
、
チ
ュ
ウ
４
Ｍ
Ｈ
に
は
流

域
下
水
道
管
の
上
流
部
、
下
流
部
、
八
潮
市

公
共
下
水
道
が
接
続
し
、
段
差
が
あ
る
た
め

下
水
が
攪
乱
さ
れ
硫
化
水
素
が
発
生
し
や
す

い
状
態
で
あ
っ
た
。
硫
化
水
素
濃
度
が
高
く

著
し
い
腐
食
促
進
環
境
で
、
陥
没
地
付
近
か

ら
事
故
後
に
回
収
さ
れ
た
下
水
管
ト
ン
ネ
ル

セ
グ
メ
ン
ト
は
二
十
五
㎝
の
二
次
覆
工
す
べ

て
と
二
十
二
・
五
㎝
の
一
時
覆
工
も
半
分
く

ら
い
腐
食
に
よ
り
欠
損
し
、
鉄
筋
が
露
出
し

て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
陥
没
地
よ
り
下
流

の
下
水
管
の
内
部
の
状
況
か
ら
も
腐
食
で
傷

ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
（
図
3
）。

管
の
内
外
が
連
絡
す
る
経
路
が
あ
る
と
、

周
囲
の
土
砂
を
引
き
込
む
可
能
性
を
生
じ

図2　チュウ４ＭＨに接続する流域下水道管

図3　陥没箇所周辺の流域下水道管の状況

図4　陥没地の地盤
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る
。
周
辺
地
盤
が
砂
質
地
盤
の
よ
う
に
流
出

し
や
す
い
土
質
で
あ
る
と
空
洞
生
成
・
拡
大

の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
。
八
潮
陥
没
地
の
周
辺

は
図
4
に
示
す
よ
う
に
、
シ
ル
ト
質
細
砂
ま

た
は
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
と
い
っ
た
未
固
結
土

で
、
地
下
水
位
も
高
く
、
Ｇ
Ｌ-

三
十
ｍ
程

度
ま
で
Ｎ
値
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
軟
弱
地
盤
で
あ
っ

た
。
事
故
後
に
現
地
よ
り
回
収
さ
れ
た
セ
グ

メ
ン
ト
に
は
、
管
内
外
の
連
絡
経
路
の
候
補

と
し
て
、
未
充
填
の
ま
ま
で
あ
っ
た
裏
込
め

材
の
注
入
孔
や
劣
化
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
間
の

シ
ー
ル
材
が
確
認
さ
れ
た
。
現
地
土
を
使
っ

て
、
軽
微
な
損
傷
部
か
ら
土
が
流
出
す
る
可

能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
試
験
し
た
と
こ
ろ
、

数
㎜
程
度
の
隙
間
を
土
が
通
り
抜
け
空
洞
が

生
成
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

空
洞
の
生
成
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
に

は
、
土
砂
の
収
支
を
確
認
す
る
こ
と
が
基
本

で
あ
る
。
八
潮
で
は
少
な
く
と
も
最
初
の
陥

没
時
に
体
積
約
百
十
㎥
の
陥
没
孔
が
で
き
た

と
推
定
さ
れ
、
す
な
わ
ち
、
陥
没
直
前
に
は

地
中
に
百
十
㎥
の
空
洞
が
あ
り
そ
の
分
の
土

砂
は
下
水
道
管
内
に
流
れ
こ
み
下
流
に
流
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
流
末
の
処
理
場
に
お
け

る
沈
砂
重
量
の
推
移
（
図
5
）
か
ら
、
事
故

の
数
年
前
か
ら
沈
砂
量
が
従
来
よ
り
も
増
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

地
中
の
空
洞
は
年
単
位
の
時
間
を
か
け
て
形

成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

空
洞
の
生
成
・
拡
大
の
パ
タ
ー
ン

を
観
察
す
る
た
め
に
、
幅
六
十
㎝
、

奥
行
十
㎝
の
土
槽
に
三
十
㎝
の
高
さ

に
土
を
入
れ
た
模
型
地
盤
を
作
成

し
、
底
部
に
設
け
た
五
㎜
の
開
口
部

か
ら
土
と
水
を
流
出
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
空
洞
生
成
・
陥
没
現
象
を
再
現

し
た
。
図
6
に
八
潮
の
地
盤
を
模
擬

し
た
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
（
細
粒
土
）

と
砂
地
盤
の
二
ケ
ー
ス
の
空
洞
生

成
・
拡
大
・
陥
没
の
様
子
を
示
す
。

細
粒
土
の
場
合
は
、
底
部
開
口
部
か

ら
土
粒
子
と
水
が
一
体
と
な
っ
て
流

出
し
、
流
出
分
の
体
積
が
模
型
地
盤

内
に
空
洞
と
し
て
残
る
。
空
洞
周
辺

部
は
水
の
流
出
に
よ
り
不
飽
和
化
し

て
サ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
り
自
立
性
が
発

揮
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
空
洞
へ
の
水

の
供
給
に
よ
り
サ
ク
シ
ョ
ン
が
解
放

さ
れ
る
が
、
細
粒
土
で
は
透
水
性
が

低
い
た
め
、
水
に
接
す
る
空
洞
内
面

か
ら
徐
々
に
サ
ク
シ
ョ
ン
解
放
が
起

き
て
、
壁
が
溶
け
る
よ
う
に
空
洞
が
拡
大
し

た
。
砂
地
盤
で
は
、
砂
も
水
と
一
緒
に
重
力

に
よ
っ
て
開
口
部
か
ら
流
出
し
、
残
置
部
は

サ
ク
シ
ョ
ン
が
働
き
煙
突
状
の
初
期
空
洞
が

で
き
た
。
空
洞
内
に
給
水
さ
れ
る
と
、
砂
の

透
水
性
は
高
い
た
め
広
範
囲
の
サ
ク
シ
ョ
ン

が
解
放
さ
れ
、
水
面
下
で
は
安
息
角
で
空
洞

幅
が
広
が
っ
た
（
図
6
）。

空
洞
の
陥
没
危
険
度
は
、
一
般
に
空
洞
の

天
井
深
さ
と
空
洞
幅
の
比
で
評
価
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
模
型
実
験
に
お
け
る
陥
没
直
前

の
空
洞
の
天
井
深
さ
と
空
洞
幅
の
比
は
砂
地

盤
で
は
一
：
三
～
五
程
度
で
あ
り
、
下
水
管

の
裏
込
土
が
砂
質
土
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実

務
で
も
一
：
五
の
閾し

き
い

値ち

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 図5　流末の処理場における沈砂重量とSS濃度の変化
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一
方
、
細
粒
土
（
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
）
内
の

空
洞
は
水
平
方
向
に
広
が
り
に
く
く
煙
突
状

に
成
長
し
、
陥
没
直
前
の
末
期
空
洞
の
高
さ

と
陥
没
孔
の
深
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た

（
図
7
）。
八
潮
の
陥
没
ケ
ー
ス
で
も
陥
没
直

前
の
空
洞
の
状
態
は
幅
五
～
六
ｍ
、
高
さ
五

ｍ
程
度
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

道
路
陥
没
は
、
小
規
模
な
も
の
を
中
心
に

年
間
一
万
件
程
度
発
生
し
て
い
る
。
主
な
原

因
は
排
水
施
設
な
ど
の
道
路
施
設
や
埋
設
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
占
用
物
件
の
老
朽
化
に
よ

る
。
こ
れ
ら
は
比
較
的
浅
い
埋
設
施
設
で
あ

れ
ば
損
傷
に
よ
り
周
辺
土
砂
を
引
き
込
ん
で

も
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
陥
没
に
は
な
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
八
潮
の
事
案
の
よ
う
に

地
下
深
い
位
置
で
土
砂
流
出
が
起
こ
り
空
洞

が
成
長
す
る
と
大
型
車
が
転
落
す
る
よ
う
な

大
規
模
陥
没
を
起
こ
し
う
る
。

浅
層
空
洞
由
来
の
陥
没
は
、
地
中
レ
ー
ダ

探
査
で
地
下
二
ｍ
以
浅
の
空
洞
を
見
つ
け
陥

没
に
至
る
前
に
対
処
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
そ
れ
よ
り
深
い
深
層
空
洞

由
来
の
陥
没
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の
や
り

方
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
図
8
に
こ
れ

ま
で
の
陥
没
対
策
と
こ
れ
か
ら
の
対
策
を
整

理
し
た
。

埋
設
イ
ン
フ
ラ
を
地
盤
中
で
三
次
元
的
に

配
置
し
地
下
空
間
を
効
率
的
に
利
用
で
き
る

の
は
、
地
中
構
造
の
周
り
に
土
が
あ
り
周
囲

か
ら
支
え
る
か
ら
で
あ
り
、
地
盤
の
健
全
性

の
保
持
が
前
提
と
な
る
こ
と
を
今
一
度
認
識

す
べ
き
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
施
設
は
基
本
的

に
人
工
物
で
、
人
工
物
は
そ
の
材
料
・
構

造
・
設
計
方
法
・
損
傷
条
件
が
既
知
で
あ

る
。
浅
埋
設
の
イ
ン
フ
ラ
は
た
い
て
い
開
削

工
法
で
設
置
し
て
い
る
の
で
周
り
の
裏
込
材

は
人
工
的
埋
戻
し
と
い
っ
て
よ
い
。
一
方
深

層
埋
設
イ
ン
フ
ラ
は
、
シ
ー
ル
ド
工
法
や
推

進
工
法
な
ど
で
設
置
さ
れ
、
周
辺
は
自
然
地

盤
で
あ
り
、
そ
の
性
状
把
握
や
制
御
が
根
本

的
に
難
し
い
も
の
の
、
自
然
地
盤
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
今
後
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
っ
て
起
こ
り
う
る
想

定
外
の
事
態
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術

者
・
管
理
者
が
従
来
の
守
備
範
囲
を
超
え
た

想
像
力
が
必
要
と
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献

八
潮
市
で
発
生
し
た
道
路
陥
没
事
故
に
関
す
る
原

因
究
明
委
員
会
報
告
書
、
八
潮
市
で
発
生
し
た
道

路
陥
没
事
故
に
関
す
る
原
因
究
明
委
員
会
、

二
〇
二
六
年
二
月
十
九
日

図7　空洞の陥没危険度

図8　道路陥没対策：これまでとこれから

図6　細粒土および砂質土における空洞生成・拡大・陥没プロセス

砂
混
じ
り
シ
ル
ト

砂
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埼
玉
県
八
潮
市
に
お
け
る
大
規
模
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
た
道
路
占
用
制
度
の
最
新
動
向
に
つ
い
て

は
じ
め
に

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
一
月
、
埼
玉
県

八
潮
市
で
発
生
し
た
下
水
道
管
の
損
傷
に
起

因
す
る
大
規
模
道
路
陥
没
事
故
は
社
会
に
大

き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ

の
陥
没
事
故
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で
行
っ

て
き
た
道
路
法
の
改
正
や
各
種
有
識
者
会
議

に
お
け
る
検
討
状
況
な
ど
、
道
路
占
用
制
度

を
取
り
巻
く
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
し

ま
す
。

1
．埼
玉
県
八
潮
市
に
お
け
る

大
規
模
道
路
陥
没
事
故

こ
の
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
け
る
老
朽
化
し

た
下
水
道
管
の
損
傷
に
起
因
す
る
大
規
模
な

道
路
陥
没
事
故
で
は
、
一
名
の
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
一
時
約
百
二
十
万
人
に

下
水
道
の
使
用
自
粛
が
要
請
さ
れ
る
事
態
と

な
る
な
ど
、
事
故
が
発
生
し
た
際
の
影
響
の

重
大
性
が
顕
在
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
周
辺

道
路
で
は
一
年
以
上
も
通
行
規
制
が
行
わ
れ

る
な
ど
、
道
路
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
も
重
大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
事
故
を
受
け
、
国
土
交
通
省
で
は
、

事
故
発
生
直
後
か
ら
事
故
の
陥
没
箇
所
と
同

様
の
大
規
模
な
下
水
道
管
路
の
緊
急
点
検
を

地
方
公
共
団
体
に
要
請
す
る
な
ど
、
同
種
・

類
似
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
国
民
の
安

全
・
安
心
が
得
ら
れ
る
よ
う
全
国
的
な
点

検
・
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
二
月
か

ら
は
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
有
識
者
等
か

ら
成
る
「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な

道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
、
今
後
、
下
水
道
等
の
劣
化

の
進
行
が
予
測
さ
れ
る
中
、
同
種
・
類
似
の

事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
下
水
道

の
点
検
手
法
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
大
規
模

な
道
路
陥
没
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ
の
あ
る

地
下
管
路
の
施
設
管
理
の
あ
り
方
な
ど
を
専

門
的
見
地
か
ら
検
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
同
年
十
二
月
一
日
に
取
り
ま

と
め
ら
れ
た
第
三
次
提
言
で
は
、「
信
頼
さ

れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

戦
略
的
転
換
」
と
題
し
、管
理
者
や
担
い
手
、

市
民
へ
の
「
見
え
る
化
」
の
徹
底
や
、「
メ

リ
ハ
リ
」
の
効
い
た
点
検
・
調
査
な
ど
、
今

後
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
五

つ
の
道
す
じ
が
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
道
路
地
下
空
間
に
つ
い
て
は
、「
道
路

管
理
者
と
占
用
者
が
連
帯
し
て
占
用
物
の
点

検
計
画
等
の
確
認
や
効
率
的
な
路
面
下
空
洞

調
査
の
実
施
等
に
よ
り
適
切
な
維
持
管
理
を

図
る
べ
き
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

2
．「
下
水
道
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」に
お
け
る

道
路
法
改
正
の
要
諦

こ
れ
ら
の
対
応
に
加
え
、
国
土
交
通
省
で

は
道
路
管
理
の
観
点
か
ら
も
、
埼
玉
県
八
潮

市
の
大
規
模
道
路
陥
没
事
故
と
同
様
の
事
故

を
二
度
と
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
決

意
の
も
と
、
様
々
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

八
潮
市
で
の
事
故
発
生
を
受
け
、
二
〇
二

五
（
令
和
七
）
年
三
月
に
は
、
道
路
管
理
者

と
道
路
占
用
者
が
、
相
互
の
点
検
計
画
や
点

検
結
果
を
共
有
す
る
ほ
か
、
道
路
陥
没
を
防

ぐ
た
め
の
取
組
み
の
状
況
共
有
な
ど
を
行
う

場
と
し
て
、
地
下
占
用
物
連
絡
会
議
が
四
十

七
都
道
府
県
毎
に
、
道
路
法
に
基
づ
く
法
定

協
議
会
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
年
七
月
に
は
道
路
法
施
行
規
則

野
口　

透
良

国
土
交
通
省

道
路
局
路
政
課
長
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に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
が
占
用
物
件
の
安

全
性
や
維
持
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
確
認
で

き
る
よ
う
、

・
占
用
物
件
の
安
全
性
を
確
認
し
た
旨
の
道

路
管
理
者
へ
の
報
告

・
占
用
物
件
の
点
検
の
実
施
状
況
及
び
結
果

等
の
地
下
占
用
物
連
絡
会
議
等
へ
の
報
告

を
占
用
物
件
の
維
持
管
理
の
基
準
と
し
て
位

置
付
け
る
旨
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
（
二
〇

二
六
（
令
和
八
）
年
四
月
一
日
施
行
）。

こ
れ
ら
の
対
応
に
加
え
、
今
般
、

・
安
全
性
確
保
を
最
優
先
す
る
下
水
道
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確
立

・
道
路
地
下
空
間
の
安
全
性
確
保

・
下
水
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
基
盤
の

強
化

を
柱
と
す
る
、「
下
水
道
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
、
二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年

三
月
二
十
七
日
の
閣
議
決
定
の
の
ち
、
衆
参

両
院
に
お
け
る
審
議
を
経
て
可
決
、成
立
し
、

同
年
七
月
二
十
三
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
法
で
は
、
強
靱
で
持
続
可
能
な

下
水
道
の
実
現
に
向
け
た
維
持
管
理
・
改
築

の
実
施
等
を
目
的
と
し
た
下
水
道
法
の
改
正

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
道
路
法
に
つ
い

て
も
、
以
下
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
道
路
管
理
者
と
道
路
占
用
者
の
連
携
強
化

「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路

陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」

に
お
け
る
議
論
で
は
、
占
用
者
と
道
路
管
理

者
の
協
力
体
制
は
現
状
で
は
十
分
と
は
い
え

な
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

道
路
や
占
用
物
件
の
維
持
・
修
繕
に
関
す
る

費
用
負
担
等
に
つ
い
て
、
従
来
の
制
度
で
は

柔
軟
な
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
道
路
占
用
者
と
道
路
管
理
者
が
効
率
的

か
つ
柔
軟
に
連
携
し
て
取
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
路
面
下
空
洞
調
査
の
実
施
や

地
盤
情
報
の
提
供
等
の
、
下
水
道
の
点
検
に

関
し
道
路
管
理
者
の
協
力
が
必
要
な
事
項

を
、
道
路
管
理
者
へ
の
協
議
か
地
下
占
用
物

連
絡
会
議
等
の
法
定
協
議
会
で
の
協
議
を
経

て
、
下
水
道
の
事
業
計
画
に
記
載
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。
当
該
事

図1　「下水道等に起因する大規模な道路陥没事故を踏まえた対策検討委員会」
第3次提言の概要
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業
計
画
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
下
水
道
管
理

者
が
行
う
点
検
に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
は

協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
占
用
者
と
道
路
管
理
者
が
道

路
や
占
用
物
件
の
点
検
・
修
繕
等
を
連
携
し

て
行
う
た
め
の
協
定
（
占
用
物
件
等
維
持
修

繕
協
定
）
の
締
結
を
可
能
と
す
る
制
度
を
創

設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
や
占
用

物
件
の
維
持
・
修
繕
に
関
す
る
費
用
負
担
に

つ
い
て
、
道
路
法
上
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

取
り
決
め
る
こ
と
等
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

②
占
用
許
可
制
度
の
見
直
し

従
来
の
道
路
占
用
許
可
制
度
で
は
、
手
続

き
の
中
で
占
用
物
件
の
維
持
管
理
の
内
容
を

正
確
に
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、
仮
に
長
期
に

わ
た
っ
て
地
下
に
埋
設
さ
れ
る
占
用
物
件
の

維
持
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

場
合
、
道
路
利
用
者
や
道
路
交
通
に
多
大
な

影
響
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
下
施
設
の
正
確

な
位
置
情
報
の
把
握
が
で
き
て
お
ら
ず
、
事

故
発
生
時
の
即
応
可
能
性
に
課
題
が
あ
る
こ

と
や
、
今
後
地
下
空
間
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
統
合
化
を
進
め
る
べ
き
と
こ
ろ
、
竣
工

図
面
が
道
路
管
理
者
に
共
有
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
た
め
、
水
道
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス

管
等
の
占
用
許
可
申
請
書
の
記
載
事
項
に
占

用
物
件
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
を
追
加

し
、
道
路
管
理
者
が
占
用
物
件
の
点
検
計
画

を
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
、
ま
た
、
道

路
の
地
下
に
埋
設
す
る
占
用
物
件
に
つ
い
て
工

事
完
了
後
の
竣
工
図
等
の
提
出
を
義
務
付
け

る
こ
と
と
し
、
道
路
管
理
者
が
正
確
な
位
置

情
報
を
把
握
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
内
容
に
つ
い
て
は
公
布
の

日
か
ら
六
月
以
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
法
施
行
に
向
け
た
政

省
令
等
の
制
定
作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

3
．「
占
用
制
度
の
あ
り
方
に

関
す
る
専
門
部
会
」に

つ
い
て

こ
れ
ら
の
法
改
正
事
項
は
、
基
本
的
に
前

図2　下水道法等の一部を改正する法律の概要
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

述
の
第
三
次
提
言
や
社
会
資
本
整
備
審
議
会

（
道
路
分
科
会
基
本
政
策
部
会
）
で
の
議
論
を

踏
ま
え
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
運
用
や
今
後

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、二
〇
二
六（
令
和
八
）

年
三
月
に
新
た
に
立
ち
上
げ
た
、「
道
路
地
下

空
間
利
用
の
あ
り
方
等
検
討
委
員
会
」、「
占

用
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
部
会
」
に

お
い
て
も
相
互
に
連
携
し
つ
つ
、
さ
ら
に
検

討
を
深
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
占
用
制
度
に
つ
い
て
は
前
述
の
第

三
次
提
言
に
お
い
て
管
理
者
・
担
い
手
等
へ

の
「
見
え
る
化
」
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
、
道
路
管
理
者
と
下
水
道
管
理

者
等
の
道
路
占
用
者
の
間
に
存
在
し
て
し
ま

う
情
報
の
格
差
（
情
報
の
非
対
称
性
）
を
埋

め
、
そ
れ
に
起
因
す
る
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
等

の
問
題
に
対
処
し
て
い
け
る
よ
う
な
制
度
設

計
を
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
後
そ
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
仕
組
み
で
は
、
道
路
管

理
者
も
道
路
占
用
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を

維
持
管
理
し
、
安
全
性
を
確
保
す
る
と
い
う

目
的
が
あ
る
中
で
、
道
路
管
理
者
側
に
は
占

用
物
件
の
維
持
管
理
に
関
す
る
情
報
が
ど
う

し
て
も
不
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
他

方
で
、
道
路
管
理
者
が
占
用
物
件
に
関
す
る

点
検
計
画
や
点
検
結
果
等
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

で
き
る
仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
道
路
構
造
の

安
全
性
や
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
と
い
う

道
路
管
理
者
の
目
的
が
、
道
路
占
用
者
側
の

行
動
選
択
の
結
果
、
占
用
物
件
破
損
に
起
因

す
る
道
路
陥
没
事
故
の
発
生
な
ど
に
よ
っ
て

損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
（
企
業
に

お
け
る
株
主
と
経
営
者
の
方
向
性
の
ズ
レ

や
、
建
設
工
事
に
お
け
る
手
抜
き
工
事
な
ど

に
も
見
ら
れ
る
い
わ
ゆ
る
プ
リ
ン
シ
パ
ル-

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
問
題
）
が
内
在
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
問
題
の
解
決
の
方
向
性
と

し
て
は
、
情
報
の
格
差
を
埋
め
て
い
く
こ
と

や
適
切
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
計
を
施
し
た

ル
ー
ル
化
な
ど
が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
を
道
路
占
用
制
度
に
あ
て

は
め
る
と
、
例
え
ば
、
占
用
物
件
の
適
切
な

維
持
管
理
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
の
行
政
上
の
不
利
益
処
分
も
含
め
た

広
義
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
明
確
化
し
、
適
切
な

維
持
管
理
を
促
す
こ
と
で
占
用
物
件
破
損
の

リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
て
道
路
陥
没
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
学
、
経

済
学
／
マ
ー
ケ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
、
工
学
等
の

学
識
経
験
者
、
ま
た
道
路
管
理
者
や
自
動
車

ユ
ー
ザ
ー
の
観
点
か
ら
幅
広
く
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
今
後
の
占
用
制
度
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年

三
月
十
七
日
に
新
た
な
有
識
者
会
議
と
し
て

「
占
用
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
部
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

※
占
用
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
部
会

委
員

◎
大
串
葉
子　
同
志
社
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
科
教
授

　
小
幡
純
子　
日
本
大
学
大
学
院
法
務
研
究

科
教
授

　
小
島
武
仁　
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
教
授
・
マ
ー
ケ
ッ
ト

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長

　
三
浦
詩
乃　
中
央
大
学
理
工
学
部
都
市
環

境
学
科
准
教
授

　
吉
澤　
隆　
埼
玉
県
県
土
整
備
部
長

　
吉
田
由
美　
日
本
自
動
車
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
協
会
理
事

（
◎
部
会
長
、
五
十
音
順
、
敬
称
略
）

初
回
に
お
い
て
は
、
ま
ず
二
〇
二
六
（
令

和
八
）
年
度
よ
り
施
行
さ
れ
る
改
正
道
路
法

施
行
規
則
（
前
述
）
を
踏
ま
え
た
検
討
を
集

中
し
て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
は
、
例
え

ば
、
占
用
物
件
に
起
因
す
る
道
路
陥
没
事
故

等
に
よ
り
道
路
の
構
造
や
交
通
へ
の
支
障
が

生
じ
た
場
合
、
道
路
管
理
者
と
し
て
道
路
占

用
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を

取
る
べ
き
か
、
ま
た
、
道
路
占
用
者
か
ら
点

検
結
果
等
の
報
告
を
受
け
る
こ
と
で
道
路
管

理
者
側
に
情
報
が
集
ま
る
こ
と
に
な
る
も
の

の
、
占
用
物
件
が
適
切
に
維
持
管
理
さ
れ
て

い
な
い
場
合
や
、
適
切
な
維
持
管
理
が
な
さ

れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
等
に
お
い

て
、
道
路
管
理
者
が
実
施
す
べ
き
対
応
の
あ

り
方
と
は
何
か
、
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
部
会
に
お
け

る
議
論
を
踏
ま
え
、
改
正
道
路
法
施
行
規
則

の
施
行
前
に
、
全
国
の
各
道
路
管
理
者
に
対

し
、
是
正
措
置
命
令
（
道
路
法
第
三
十
九
条

の
九
）
や
監
督
処
分
（
道
路
法
第
七
十
一
条
）

等
の
行
政
上
の
不
利
益
処
分
に
至
る
手
順
も

含
め
た
、
道
路
管
理
者
が
道
路
占
用
者
に
対

し
て
実
施
す
べ
き
措
置
に
関
す
る
手
引
き

を
、
こ
れ
ま
で
の
運
用
を
よ
り
明
確
に
す
る

形
で
発
出
し
ま
し
た
。

本
部
会
に
お
い
て
は
、
今
後
、
占
用
許
可

申
請
時
に
占
用
物
件
設
置
後
の
点
検
計
画
等

を
確
認
す
る
仕
組
み
や
、
占
用
工
事
完
了
後

に
道
路
管
理
者
に
占
用
物
件
の
正
確
な
位
置

等
が
わ
か
る
竣
工
図
面
を
提
出
す
る
仕
組
み

に
関
す
る
運
用
等
に
つ
い
て
、
ま
た
、
新
た

に
創
設
さ
れ
た
占
用
物
件
等
維
持
修
繕
協
定

を
活
用
し
、
適
切
に
道
路
占
用
者
と
連
携
し
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た
道
路
空
間
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
方
策
な
ど
に
つ
い
て
、
改
正
後
の

道
路
法
施
行
に
向
け
た
政
省
令
等
の
制
定
作

業
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

4
．そ
の
他
の
道
路
占
用
制
度

を
取
り
巻
く
最
新
の

施
策
動
向
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
内
容
に
加
え
二
〇
二
六
（
令

和
八
）
年
か
ら
は
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

検
討
を
進
め
て
き
た
新
た
な
道
路
占
用
関
連

シ
ス
テ
ム
の
運
用
が
順
次
開
始
さ
れ
ま
す
。

こ
の
新
た
な
道
路
占
用
関
連
シ
ス
テ
ム
は
、

①
物
件
管
理
、
②
道
路
占
用
申
請
、
③
道
路

工
事
調
整
の
三
つ
の
シ
ス
テ
ム
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
は
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
全
国

統
一
型
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用

い
た
だ
く
際
の
利
用
料
に
つ
い
て
も
、
各
自

治
体
で
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
開
発
し
、
運
用
す

る
よ
り
も
廉
価
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
や
、

さ
ら
に
、
参
加
す
る
道
路
管
理
者
や
道
路
占

用
者
が
多
く
な
る
ほ
ど
、
利
用
料
を
減
額
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

各
シ
ス
テ
ム
の
概
要
に
つ
い
て
以
下
の
と

お
り
紹
介
し
ま
す
。

①
物
件
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、
各
事
業
者
の

占
用
物
件
の
正
確
な
位
置
情
報
を
一
元
的

に
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
事
故

発
生
時
等
に
も
即
応
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
般
の
法
改
正
に
お
い
て
提
出

が
義
務
付
け
ら
れ
た
竣
工
図
に
つ
い
て
も
、

物
件
管
理
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
管
理
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②
道
路
占
用
申
請
シ
ス
テ
ム
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
占
用
申
請
を
受
け
付
け
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
こ
と
で
、
事
業
者
側
で
は
、

道
路
管
理
者
へ
の
占
用
許
可
ま
で
の
複
数

回
の
往
復
が
不
要
に
な
り
ま
す
し
、
道
路

管
理
者
側
で
は
占
用
料
が
自
動
計
算
さ
れ

る
と
と
も
に
、
占
用
工
事
の
状
況
等
の
把

握
が
で
き
る
な
ど
、
業
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
ま
す
。

③
道
路
工
事
調
整
シ
ス
テ
ム
は
、
道
路
管
理

者
側
で
計
画
さ
れ
て
い
る
（
途
中
で
の
変

更
も
可
）
道
路
工
事
計
画
を
入
力
す
る
こ

と
で
、
事
業
者
側
が
掘
削
規
制
等
を
踏
ま

え
た
占
用
工
事
の
計
画
を
入
力
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
の
占
用
工
事

と
の
重
複
は
、
道
路
管
理
者
及
び
占
用
事

業
者
双
方
で
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

図3　物件管理システムのイメージ

図4　道路空間情報プラットフォームのイメージ
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

る
こ
と
か
ら
、
道
路
工
事
調
整
会
議
を
当

該
シ
ス
テ
ム
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
な
ど
、
円
滑
な
道
路
工
事
調
整
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
四
月
か
ら
は
、

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に
お
い
て
道
路
占
用
関

連
シ
ス
テ
ム
の
一
部
運
用
が
開
始
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
他
地
域
に
お
い
て
も
、
各
道
路
管

理
者
や
各
道
路
占
用
者
の
業
務
効
率
化
に
資

す
る
本
シ
ス
テ
ム
の
活
用
が
望
ま
れ
ま
す

（
詳
し
く
は
国
土
交
通
省
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
：https://w

w
w
.m
lit.go.jp/road/

senyo/index.htm
l

）。

な
お
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
た
占

用
物
件
の
情
報
に
つ
い
て
は
、二
〇
二
七
（
令

和
九
）
年
度
か
ら
の
運
用
開
始
が
予
定
さ
れ

て
い
る
道
路
空
間
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
の
連
携
も
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。
こ
の

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
保
安
上
の
観
点

も
踏
ま
え
て
閲
覧
可
能
な
地
下
に
埋
設
さ
れ

た
占
用
物
件
情
報
を
、
地
質
デ
ー
タ
や
路
面

下
空
洞
調
査
結
果
な
ど
と
重
畳
し
て
表
示
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
地
下
施
設
の
管

理
・
陥
没
対
策
の
効
率
化
や
、
災
害
時
の
施

設
復
旧
作
業
の
効
率
化
な
ど
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
道

路
管
理
者
で
あ
る
自
治
体
に
対
し
、
修
繕
事

業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
路
面
下
空
洞

調
査
に
つ
い
て
、
防
災
・
安
全
交
付
金
で
の

支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
加
え
、

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
六
月
に
定
め
ら
れ

た
「
第
一
次
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画
」

に
お
い
て
も
、
道
路
陥
没
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
の
調
査
や
対
策
等
を
集
中
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
「
道
路
の
重
要
イ
ン
フ
ラ
に
係
る

老
朽
化
対
策
」
に
国
費
約
千
三
百
八
十
七
億

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
二
〇
二

六
（
令
和
八
）
年
度
予
算
で
は
、
直
轄
事
業

費
の
う
ち
維
持
修
繕
費
や
、
補
助
事
業
費
の

う
ち
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
費
に
つ
い
て
、

前
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
確
保
し
て

お
り
、特
に
前
者
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
八
（
平

成
二
〇
）
年
度
比
で
約
一
.
八
六
倍
の
過
去

最
高
額
と
な
る
な
ど
、
道
路
予
算
全
体
か
ら

見
て
も
道
路
の
維
持
修
繕
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

に
一
層
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

と
も
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、
道
路
の
老
朽

化
対
策
も
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め

こ
の
よ
う
に
、
国
土
交
通
省
で
は
埼
玉
県

八
潮
市
の
大
規
模
道
路
陥
没
事
故
と
同
様
の

事
故
を
二
度
と
発
生
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と

の
強
い
決
意
の
も
と
、
道
路
占
用
に
ま
つ
わ

る
制
度
や
施
策
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
続
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ラ

老
朽
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、
適
切

な
道
路
管
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
国
、

自
治
体
、
道
路
占
用
者
等
が
相
互
の
連
携
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
フ

ル
に
活
用
し
た
業
務
効
率
化
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
国
土
交
通
省
と
し
て
は
引
き
続
き
、

未
来
に
つ
な
が
る
道
路
占
用
制
度
を
し
っ
か

り
と
構
築
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

図5　第1次国土強靱化実施中期計画における
道路施設の老朽化対策の概要

図6　令和8年度道路局関係予算決定概要

図7　道路関係直轄予算の推移
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新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換

■
は
じ
め
に

我
が
国
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降
に

集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

が
加
速
度
的
に
進
ん
で
お
り
、二
〇
一
二
（
平

成
二
十
四
）
年
十
二
月
に
発
生
し
た
中
央
自

動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板
崩
落
事
故

を
契
機
に
、
翌
二
〇
一
三
（
平
成
二
十
五
）

年
を
「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
元
年
」
と

定
め
、
点
検
・
診
断
、
対
策
実
施
と
い
う
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
の
も
と
抜
本
的
に
対

策
を
強
化
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。
特
に
、

施
設
に
不
具
合
が
発
生
し
て
か
ら
で
は
な

く
、
あ
ら
か
じ
め
定
期
的
に
点
検
・
診
断
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
不
具
合
が
生

じ
る
前
に
修
繕
等
を
実
施
す
る
「
予
防
保
全

型
」
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
に
向
け
て
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
い
ま
だ
道
半

ば
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
多
く
を
維

持
管
理
す
る
市
区
町
村
は
財
政
面
・
組
織
体

制
面
と
も
に
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

イ
ン
フ
ラ
を
持
続
的
に
維
持
管
理
す
る
た
め

の
体
制
が
脆
弱
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、二
〇
二
五
（
令
和
七
）

年
一
月
二
十
八
日
に
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
い

て
発
生
し
た
下
水
道
管
破
損
に
起
因
す
る
と

さ
れ
る
道
路
陥
没
事
故
に
よ
っ
て
、
適
切
に

イ
ン
フ
ラ
の
点
検
・
修
繕
・
更
新
を
図
る
と

と
も
に
、
計
画
・
設
計
・
整
備
・
修
繕
・
改

築
な
ど
を
統
合
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ

と
の
重
要
性
と
、
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
利

用
者
の
安
全
へ
の
脅
威
と
な
る
の
み
な
ら

ず
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
寸
断
等
を
通
じ
て
、

広
範
囲
に
わ
た
る
人
々
の
日
常
生
活
や
経
済

活
動
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
改
め

て
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
新
た
な
イ
ン
フ
ラ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た

五
つ
の
道
す
じ

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま

え
て
国
交
省
が
設
置
し
た
対
策
検
討
委
員
会

（
家
田
仁
委
員
長
（
現
・
政
策
研
究
大
学
院

大
学
名
誉
教
授
））
で
取
り
ま
と
め
た
第
三

次
提
言
が
国
土
交
通
大
臣
へ
手
交
さ
れ
た
。

こ
の
第
三
次
提
言
で
は
下
水
道
の
み
な
ら

ず
、
イ
ン
フ
ラ
全
般
に
つ
い
て
も
現
状
を
認

識
し
、
共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
整
理
し
、

「
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
向
け
た

五
つ
の
道
す
じ
」
に
つ
い
て
示
さ
れ
、
点
検

調
査
の
頻
度
化
・
高
度
化
、
メ
ン
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を
確
保
す
る
『
メ

リ
ハ
リ
』
等
の
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
転
換
を
提
言
さ
れ
た
。

こ
の
「
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
向
け
た
五
つ
の
道
す
じ
」
は
、
左
記
に
示

す
と
お
り
で
あ
る
。

①
「
二
つ
の
﹃
見
え
る
化
﹄
の
徹
底
」

︽
管
理
者
や
担
い
手
に
と
っ
て
の
﹃
見
え
る

化
﹄︾︽
市
民
へ
の
﹃
見
え
る
化
﹄︾

○
点
検
・
調
査
・
診
断
に
お
け
る
新
技
術
の

導
入
や
デ
ジ
タ
ル
管
理
体
制
の
早
期
確
立

な
ど
、管
理
者
や
担
い
手
に
と
っ
て
の「
テ

ク
ニ
カ
ル
な
見
え
る
化
」
を
推
進

○
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
を
「
自
分
ご
と
化
」

す
る
よ
う
促
す
た
め
、「
市
民
へ
の
見
え

る
化
」
を
推
進

②
二
つ
の
﹃
メ
リ
ハ
リ
﹄
の
不
可
欠

︽
重
点
化
す
る
﹃
メ
リ
ハ
リ
﹄︾︽
軽
量
化
す

る
﹃
メ
リ
ハ
リ
﹄︾

○
技
術
的
な
知
見
に
基
づ
い
て
、
点
検
・
調

査
の
頻
度
や
方
法
等
の
効
率
化
を
推
進

○
地
域
の
将
来
像
を
踏
ま
え
た
、
対
策
の
優

先
度
の
設
定
や
計
画
的
な
集
約
・
再
編

森
下　

博
之

国
土
交
通
省
総
合
政
策
局

公
共
事
業
企
画
調
整
課
長
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

③
現
場
︵
リ
ア
ル
ワ
ー
ル
ド
︶
に
﹃
も
っ

と
光
を
﹄

○
地
域
を
支
え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
地
域
の
活
力
と
雇
用
創
出
に
つ

な
げ
て
い
く
よ
う
、「
業
界
力
」
を
向
上

○「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ジ
ョ
ブ
」
の
世
界
に

も
っ
と
光
が
当
た
る
よ
う
、
表
彰
制
度
や

待
遇
改
善
等
の
総
合
的
な
対
策
を
推
進

○
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る
「
現
場
の
担
い

手
」
が
働
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
匠
と
し
て
リ
ス
ペ
ク

ト
し
、
待
遇
面
な
ど
の
対
策
を
推
進

④
統
合
的﹃
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
﹄体
制
の
構
築

○
点
検
・
調
査
の
み
な
ら
ず
、
計
画
・
設

計
・
整
備
・
修
繕
・
改
築
な
ど
全
て
を
一

体
的
に
考
え
る
統
合
的『
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
』

体
制
を
構
築

○
構
造
物
の
特
性
を
踏
ま
え
、
供
用
期
間
に

わ
た
り
、
適
切
な
維
持
管
理
が
容
易
に
実

施
で
き
る
よ
う
設
計
段
階
か
ら
メ
ン
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
（
維
持
管
理
の
容
易
性
）
や
リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー（
冗
長
性
）の
確
保
を
推
進

○
道
路
管
理
者
と
占
用
者
が
連
帯
し
た
占
用

物
の
点
検
計
画
等
の
確
認
や
効
率
的
な
路

面
下
空
洞
調
査
の
実
施
等
に
よ
る
適
切
な

維
持
管
理
、
地
下
空
間
情
報
の
デ
ジ
タ
ル

化
・
統
合
化
を
推
進

○
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
、
分
野
横
断
的

に
連
携

⑤
改
革
推
進
の
た
め
の﹃
モ
ー
メ
ン
タ
ム
﹄

○
管
理
者
と
利
用
者
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
、
市
民
が
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

取
組
み
に
参
加
し
た
く
な
る
よ
う
、
社
会

全
体
を
動
か
す
モ
ー
メ
ン
タ
ム
を
醸
成

○
政
産
学
官
民
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む

「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」

や
「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
市
区
町
村

長
会
議
」
の
活
動
等
を
強
化

（
参
考
）
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な

道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策

検
討
委
員
会

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/m

izukokudo/

sew
erage/m

izukokudo_sew
erage_

tk_000987.htm
l

（出典：第１回　インフラマネジメント戦略小委員会　会議資料）

家田委員長等から国交相への
手交の様子
（令和7年12月1日　第3次提言）
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■「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

戦
略
小
委
員
会
」の
設
置

今
後
の
イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
効

率
的
・
効
果
的
に
進
め
る
た
め
、
国
管
理
分

は
も
と
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
大
部
分
を
占
め

る
地
方
公
共
団
体
管
理
分
の
イ
ン
フ
ラ
の
管

理
機
能
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、

地
域
の
イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え

る
主
体
間
の
連
携
・
協
働
体
制
の
強
化
や
Ａ

Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
新
技
術
の
導
入
、
維
持

管
理
の
容
易
な
構
造
の
採
用
等
を
通
じ
た
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
維
持
管
理
を
し
て
い
く
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
今
後
人
口

減
少
が
加
速
す
る
中
、
地
域
の
将
来
像
を
踏

ま
え
て
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
管
理
を
行
い
、

集
約
・
再
編
等
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ッ

ク
を
適
正
な
水
準
に
再
構
築
し
て
い
く
イ
ン

フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
よ
り
「
今
後

の
イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
社
会
資
本
整
備
審
議
会
会
長
及
び

交
通
政
策
審
議
会
会
長
に
諮
問
（
二
〇
二
五

（
令
和
七
）
年
十
二
月
十
六
日
付
）
さ
れ
、

二
〇
二
五
（
令
和
七
）
年
十
二
月
二
十
五
日

に
開
催
さ
れ
た
「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
・

交
通
政
策
審
議
会
技
術
分
科
会
技
術
部
会
」

に
お
い
て
「
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略

小
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

本
委
員
会
で
は
、
左
記
の
事
項
を
中
心
に

審
議
し
、
二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
夏
頃
を

目
途
に
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
を
行
う
予
定

と
し
て
い
る
。

（
主
な
審
議
事
項
）

・
地
方
公
共
団
体
管
理
分
も
含
め
た
様
々
な

分
野
の
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
実
態
の
把
握

・
維
持
管
理
の
容
易
な
構
造
の
採
用
等
を
通

じ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
維
持
管
理

・
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
等
の
新
技
術
の
導
入
の

方
向
性

・
イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
主

体
間
の
連
携
・
協
働
体
制

・
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方

な
お
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
十
四
）
年
度

に
設
置
さ
れ
た
「
社
会
資
本
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

戦
略
小
委
員
会
」
は
廃
止
し
、
こ
れ
ま
で
検

討
し
た
事
項
等
に
つ
い
て
は
、「
イ
ン
フ
ラ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
小
委
員
会
」
に
引
き
継
ぐ

こ
と
と
し
て
い
る
。

■
今
後
の
イ
ン
フ
ラ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に

つ
い
て

二
〇
二
六
（
令
和
八
）
年
一
月
三
十
日
に

（出典：第１回　インフラマネジメント戦略小委員会　会議資料）
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

酒
井
副
大
臣
出
席
の
も
と
、
第
一
回
イ
ン
フ

ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
小
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
家
田
仁
委
員
長（
現
・

政
策
研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
、

「
整
備
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
一
体
に
考
え
て
い

く
べ
き
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
て
重
点
化
し
、

ト
ー
タ
ル
の
効
果
を
上
げ
る
と
い
う
発
想
で

考
え
方
を
改
め
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
」
と

発
言
が
あ
っ
た
ほ
か
、
各
委
員
か
ら
も
「
管

理
内
容
・
担
い
手
・
時
間
軸
が
大
き
く
変
化

し
て
お
り
、
新
た
な
課
題
解
決
に
資
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
転
換
が
必
要
」
な
ど
の
意
見

を
い
た
だ
き
、
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
あ
り
方
の
実
現
に
向
け
て
議
論
が
開

始
さ
れ
た
。

（
参
考
）
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
戦
略
小

委
員
会

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/policy/

shingikai/s20
4_m

anagem
ent0

2.htm
l

■
お
わ
り
に

国
土
交
通
省
で
は
、
八
潮
の
よ
う
な
事
故

を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強

い
決
意
の
下
、
イ
ン
フ
ラ
を
持
続
的
か
つ
適

切
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、限
ら
れ
た
人
員
・

予
算
で
効
率
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
い

く
た
め
、
地
域

の
将
来
像
を
見

据
え
た
制
度
の

あ
り
方
な
ど
に

つ
い
て
検
討

し
、
イ
ン
フ
ラ

に
対
す
る
国
民

の
信
頼
と
安
心

の
確
保
に
向
け

た
、
新
た
な
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
転

換
に
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
。

挨拶する酒井副大臣

会議の様子

（出典：第１回　インフラマネジメント戦略小委員会　会議資料）
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安
全
性
確
保
を
最
優
先
し
た
下
水
道
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底
に
向
け
て

1
．は
じ
め
に

令
和
七
年
一
月
、
埼
玉
県
八
潮
市
に
お
い

て
発
生
し
た
下
水
道
管
の
硫
化
水
素
に
よ
る

腐
食
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故

で
は
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
る
と
と
も
に
、

約
百
二
十
万
人
の
住
民
に
下
水
道
の
使
用
自

粛
が
求
め
ら
れ
る
等
、
社
会
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
老
朽
化
す
る
下
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
こ
と
と
な
っ
た
。

全
国
の
下
水
道
管
路
総
延
長
は
約
五
十
万

㎞
（
令
和
五
年
度
末
時
点
）
あ
り
、
こ
の
う

ち
整
備
か
ら
五
十
年
を
経
過
し
た
管
路
延
長

の
割
合
は
、
令
和
五
年
度
で
約
七
％
で
あ
る

が
、
十
年
後
に
は
約
二
〇
％
、
二
十
年
後
に

は
約
四
二
％
と
大
き
く
増
加
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
本
格
的
な
老
朽
化
の
時
代

を
迎
え
る
中
、
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
安
全
・

安
心
を
速
や
か
に
取
り
戻
す
た
め
、
安
全
性

確
保
を
最
優
先
し
た
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ

の
転
換
、
こ
れ
を
持
続
的
に
実
施
す
る
た
め

の
基
盤
強
化
の
取
組
み
が
急
務
で
あ
る
。

2
．下
水
道
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立

①
対
策
検
討
委
員
会
に
よ
る
第
一
次
～

第
三
次
提
言

│
二
つ
の
「
メ
リ
ハ
リ
」
と
二
つ
の
「
見

え
る
化
」

道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
、
国
土
交
通
省

で
は
大
規
模
な
道
路
陥
没
を
引
き
起
こ
す
お

そ
れ
の
あ
る
地
下
管
路
の
施
設
管
理
の
あ
り

方
等
を
専
門
的
見
地
か
ら
検
討
す
る
た
め
、

「
下
水
道
等
に
起
因
す
る
大
規
模
な
道
路
陥

没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
を

設
置
し
た
。

同
様
の
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
国
民
の
安

心
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
対
策
検
討
委
員
会
は
、

第
一
次
提
言（
令
和
七
年
三
月
十
七
日
）に
お

い
て
、
全
国
特
別
重
点
調
査
の
実
施
を
提
言

し
た
。
提
言
は
、
社
会
的
影
響
が
大
き
く
大

規
模
陥
没
が
発
生
し
や
す
い
、
管
径
二
ｍ
以

上
で
設
置
か
ら
三
十
年
以
上
経
過
し
た
約
五

千
㎞
の
管
路
を
調
査
対
象
と
し
、
八
潮
市
の

道
路
陥
没
現
場
と
類
似
の
条
件
に
あ
る
箇
所

等
を
優
先
実
施
箇
所
と
し
て
令
和
七
年
夏
頃

ま
で
に
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
は
一
年
以
内
を

目
途
に
調
査
を
完
了
す
る
よ
う
求
め
た
。

次
い
で
、
下
水
道
管
路
施
設
を
中
心
に
点

検
の
あ
り
方
や
、
今
後
の
維
持
管
理
、
再
構

築
と
こ
れ
を
支
え
る
制
度
の
あ
り
方
等
に
つ

い
て
議
論
を
進
め
、
第
二
次
提
言
を
と
り
ま

と
め
た
（
令
和
七
年
五
月
二
十
八
日
）。
提

言
は
、
ま
ず
基
本
認
識
と
し
て
、
下
水
道
管

路
は
腐
食
環
境
下
に
あ
る
等
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
困
難
で
、
極
め
て
過
酷
な
状
況
に
置
か
れ

た
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
「
安

全
性
確
保
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
」
と
い

う
基
本
ス
タ
ン
ス
を
再
確
認
す
べ
き
こ
と
を

強
く
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
具
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
、

①
点
検
の
無
人
化
・
省
力
化
を
含
む
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
技
術
の
高
度
化
、
実
用
化
や
、
②
管

路
の
損
傷
の
し
や
す
さ
と
事
故
発
生
時
の
重

大
な
社
会
的
影
響
の
回
避
の
二
つ
の
要
素
を

勘
案
し
た
点
検
の
重
点
化
、
③
事
故
時
等
の

速
や
か
な
機
能
確
保
の
た
め
の
複
線
化
等
多

重
性
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
や
、
点
検
等
の

維
持
管
理
や
更
新
の
し
や
す
さ
（
メ
ン
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
）
を
備
え
た
施
設
構
造
へ
の
戦
略

的
な
再
構
築
等
が
求
め
ら
れ
た
。

対
策
検
討
委
員
会
の
最
終
的
な
と
り
ま
と

め
と
な
る
第
三
次
提
言
（
令
和
七
年
十
二
月

一
日
）
で
は
、
全
国
特
別
重
点
調
査
の
優
先

実
施
箇
所
に
お
け
る
調
査
結
果
か
ら
得
ら
れ

1）2）

3）

吉
澤　

正
宏

国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

下
水
道
事
業
課
長
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

た
知
見
や
課
題
も
踏
ま
え
、
第
二
次
提
言
で

示
さ
れ
た
内
容
を
さ
ら
に
具
体
化
し
、
二
つ

の
「
メ
リ
ハ
リ
」
と
二
つ
の
「
見
え
る
化
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
転
換
を
提
言
し
た
。

「
見
る
べ
き
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す

る
」、
す
な
わ
ち
、
リ
ス
ク
の
あ
る
箇
所
を

確
実
に
か
つ
正
確
に
把
握
し
、
管
理
者
や
担

い
手
に
と
っ
て
の
テ
ク
ニ
カ
ル
な
「
見
え
る

化
」
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
た
め
、
リ

ス
ク
の
大
き
さ
を
踏
ま
え
た
、
重
点
化
と
軽

量
化
の
「
メ
リ
ハ
リ
」
を
付
け
た
点
検
や
再

構
築
を
徹
底
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
点
検
結

果
や
そ
れ
に
基
づ
く
再
構
築
に
つ
い
て
、
市

民
へ
の
分
か
り
や
す
い
「
見
え
る
化
」
を
図

り
、
下
水
道
事
業
に
係
る
費
用
負
担
等
、
老

朽
化
対
策
に
対
す
る
市
民
か
ら
の
理
解
や
協

力
を
得
て
い
く
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
。

②
下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た
め
の

技
術
基
準
の
強
化

国
土
交
通
省
と
（
公
社
）
日
本
下
水
道
協

会
は
、「
下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
た

め
の
技
術
基
準
等
検
討
会
」
を
令
和
七
年
八

月
に
設
置
し
、
前
述
し
た
対
策
検
討
委
員
会

の
提
言
に
示
さ
れ
た
方
向
性
に
沿
っ
て
、
点

検
・
診
断
基
準
や
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
、
メ
ン

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
の
た
め
の
構
造
基

準
、
維
持
管
理
情
報
等
の
管
理
方
法
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

令
和
八
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た
「
中
間
整

理
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
基
準
等
の
見
直
し
の

内
容
に
つ
い
て
そ
の
骨
格
を
整
理
し
た
。
主

な
事
項
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

（
点
検
の
基
準
）

・
限
ら
れ
た
人
員
や
予
算
の
中
で
施
設
の
安

全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
管
径
二
ｍ
以
上

の
管
路
等
、
事
故
発
生
時
に
多
数
の
地
域

住
民
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
管
路

と
そ
れ
以
外
の
管
路
に
区
分
し
、
頻
度
と

方
法
に
メ
リ
ハ
リ
を
付
け
て
点
検
を
行

う
。
具
体
的
に
は
、
重
要
管
路
は
、
十
年

に
一
回
以
上
の
頻
度
で
点
検
を
行
い
、
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
点
検
に
加
え
管
厚
測

定
等
の
定
量
点
検
を
組
み
合
わ
せ
、
複
数

の
点
検
方
法
に
よ
り
管
路
の
状
態
を
把
握

す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
う
ち
、
硫
化
水
素

に
よ
る
腐
食
の
お
そ
れ
の
大
き
い
箇
所

（
化
学
的
弱
点
箇
所
）
や
、
管
路
と
マ
ン

ホ
ー
ル
の
接
続
箇
所
（
力
学
的
弱
点
箇

所
）、
地
下
水
位
が
高
く
地
盤
が
弱
い
箇

所
（
地
盤
的
弱
点
箇
所
）
は
五
年
に
一
回

以
上
、
こ
れ
ら
の
弱
点
箇
所
が
重
な
る
箇

所
等
は
三
年
に
一
回
以
上
の
頻
度
と
す

る
。
一
方
、
重
要
管
路
以
外
の
管
路
は
、

リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
適
切
に
頻
度
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
簡
易
的
な
点
検
に
よ
り

異
状
を
把
握
す
る
方
法
等
を
組
み
合
わ

せ
、
効
率
的
に
施
設
管
理
を
行
う
。

（
診
断
の
基
準
）

・
管
路
の
安
全
性
を
評
価
す
る
診
断
基
準
を

設
け
、
四
つ
の
健
全
度
に
区
分
し
て
状
態

と
措
置
す
べ
き
対
策
と
の
関
係
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
点
検
が
で
き
な

い
等
、
明
確
な
診
断
が
難
し
い
場
合
の
区

分
（
診
断
保
留
）
を
設
定
し
、
確
実
に
安

全
確
保
措
置
を
講
ず
る
。

・
工
法
や
材
質
等
構
造
に
応
じ
た
基
準
と
し

て
新
た
に
シ
ー
ル
ド
管
等
の
診
断
基
準
を

設
け
る
。
ま
た
、
診
断
は
必
要
な
知
識
や

技
能
を
有
す
る
者
が
行
う
。

（
構
造
の
基
準
）

・
施
設
の
構
造
は
、
点
検
や
改
築
、
災
害
・

事
故
時
の
応
急
措
置
の
し
や
す
さ
を
備
え

た
も
の
と
し
、
多
重
性
を
確
保
す
る
た
め

の
管
路
の
複
線
化
や
連
絡
管
の
整
備
、
点

検
機
材
等
の
搬
入
を
考
慮
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
へ
の
再
構
築
、
異
状
を
検
知
す
る
た
め

の
セ
ン
サ
ー
の
設
置
等
を
行
う
。

・
多
重
性
の
確
保
に
あ
た
っ
て
は
、
既
存
ス

ト
ッ
ク
の
活
用
や
複
数
の
対
策
方
法
を
適

切
に
組
み
合
わ
せ
、
効
率
的
、
効
果
的
に

行
う
と
と
も
に
、
浸
水
対
策
施
設
と
し
て

の
活
用
等
多
面
的
な
活
用
も
考
慮
す
る
。

（
情
報
管
理
）

・
テ
ク
ニ
カ
ル
な
「
見
え
る
化
」
に
向
け
て

は
、
施
設
の
状
態
の
経
時
変
化
等
を
含
む

維
持
管
理
情
報
や
、
施
工
方
法
、
施
工
時

の
特
記
事
項
等
を
含
む
施
設
情
報
を
適
切

に
記
録
し
、
蓄
積
・
活
用
す
る
た
め
、
記

録
表
等
の
標
準
化
や
、
標
準
仕
様
に
基
づ

く
デ
ー
タ
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
を
徹
底
す
る
。

・
市
民
へ
の
「
見
え
る
化
」
に
向
け
て
は
、

老
朽
化
対
策
へ
の
市
民
の
理
解
を
醸
成
す

る
た
め
、
施
設
の
老
朽
化
の
状
況
や
対
策

内
容
等
を
マ
ッ
プ
化
す
る
等
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
通
じ
て
分
か
り
や
す
く

公
表
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
改
築
費
用

を
含
む
収
支
見
通
し
の
公
表
を
推
奨
す
る
。

3
．持
続
可
能
な
下
水
道
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
現
す
る
た

め
の
基
盤
強
化

水
道
行
政
の
国
土
交
通
省
へ
の
移
管
を
踏

ま
え
、
令
和
六
年
十
一
月
に
「
上
下
水
道
政

策
の
基
本
的
な
あ
り
方
検
討
会
」を
設
置
し
、

二
〇
五
〇
年
の
社
会
経
済
情
勢
を
見
据
え
た

4）
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上
下
水
道
政
策
の
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い

て
、
上
下
水
道
一
体
で
の
議
論
を
開
始
し
た
。

そ
の
直
後
に
道
路
陥
没
事
故
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、
安
全
性
確
保
を
最
優
先
し
た
計
画

的
な
維
持
管
理
・
改
築
等
、
上
下
水
道
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
体

制
面
や
経
営
面
か
ら
の
基
盤
強
化
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
先
行
し
て
議
論
を
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。

第
一
次
と
り
ま
と
め
（
令
和
七
年
六
月
二

十
五
日
）
で
は
、
人
口
減
少
が
加
速
化
し
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
行
す
る
中
、
中
小
の
地

方
公
共
団
体
で
健
全
な
事
業
運
営
が
で
き
る

の
か
、
極
め
て
大
き
な
危
機
感
を
指
摘
し
、

持
続
的
な
体
制
の
構
築
に
向
け
て
、
単
一
市

町
村
に
よ
る
経
営
に
と
ら
わ
れ
ず
、
複
数
市

町
村
に
よ
る
一
体
的
な
事
業
運
営
を
国
が
主

導
し
て
実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
た
。

ま
た
、
経
営
面
か
ら
は
、
更
新
投
資
を
適
切

に
行
い
、
次
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

た
め
の
財
源
確
保
等
に
資
す
る
多
様
な
経
営

改
革
の
実
行
等
を
求
め
た
。

次
い
で
、
第
二
次
と
り
ま
と
め
（
令
和
八

年
一
月
二
十
日
）
で
は
、こ
れ
ら
の
取
組
み
の

方
向
性
を
具
体
化
す
る
制
度
構
築
等
の
内
容

を
提
言
し
た
。
複
数
市
町
村
に
よ
る
事
業
運

営
の
一
体
化
を
加
速
化
す
る
た
め
、
国
が
基

盤
強
化
の
た
め
の
基
本
方
針
を
策
定
し
、
都

道
府
県
が
広
域
連
携
の
推
進
役
と
し
て
具
体

的
な
連
携
の
実
施
方
針
を
定
め
た
計
画
を
策

定
す
る
枠
組
み
を
制
度
化
す
る
と
と
も
に
、

本
来
は
市
町
村
が
管
理
す
る
公
共
下
水
道
を

都
道
府
県
や
都
道
府
県
が
含
ま
れ
る
一
部
事

務
組
合
等
が
管
理
で
き
る
制
度
や
、
技
術
力

の
あ
る
自
治
体
が
他
の
自
治
体
の
維
持
管

理
・
改
築
を
代
行
で
き
る
制
度
を
創
設
し
、

広
域
連
携
手
法
の
選
択
肢
を
拡
大
す
べ
き
と

し
た
。
ま
た
、
適
切
な
更
新
投
資
の
確
保
の

た
め
、
将
来
の
改
築
に
備
え
た
資
産
維
持
費

を
含
む
下
水
道
使
用
料
の
算
定
基
準
を
明
確

化
す
る
と
と
も
に
、
収
支
見
通
し
や
使
用
料

を
定
期
的
に
見
直
す
枠
組
み
を
制
度
化
す
る

ほ
か
、
著
し
く
人
口
減
少
が
進
行
す
る
地
域

に
お
い
て
、
集
約
型
シ
ス
テ
ム
か
ら
分
散
型

シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
進
め
、
将
来
的
に
維

持
管
理
・
改
築
す
べ
き
施
設
の
軽
量
化
を
進

め
る
た
め
、
下
水
道
の
既
整
備
区
域
を
縮
小

す
る
手
続
き
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
求
め
た
。

4
．下
水
道
法
等
の
改
正

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
提
言
等
を
踏
ま

え
、
強
靱
で
持
続
可
能
な
下
水
道
の
実
現
に

向
け
た
維
持
管
理
・
改
築
の
実
施
や
事
業
基

盤
の
強
化
を
図
る
た
め
、
法
制
上
の
措
置
を

は
じ
め
、
必
要
な
制
度
の
見
直
し
を
進
め
て

い
く
。
こ
こ
で
は
、
今
般
の
特
別
国
会
に
お

5）

6）

図　「下水道法等の一部を改正する法律」の概要
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

い
て
審
議
さ
れ
、
令
和
八
年
七
月
十
五
日
に

可
決
・
成
立
し
た
「
下
水
道
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」の
概
要
を
紹
介
す
る（
図
）。

安
全
性
確
保
を
最
優
先
す
る
下
水
道
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
確
立
に
向
け
て
は
、
老
朽
化
の

状
況
を
確
実
に
把
握
し
、
必
要
な
対
策
を
判

断
す
る
た
め
の
診
断
基
準
を
追
加
し
、
診
断

結
果
等
の
維
持
管
理
状
況
の
公
表
を
義
務
付

け
る
と
と
も
に
、
下
水
道
の
戦
略
的
な
再
構

築
の
た
め
、
下
水
道
施
設
の
構
造
に
つ
い
て
、

点
検
・
修
繕
・
改
築
や
災
害
時
の
応
急
措
置

の
実
施
の
容
易
性
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
と
し
、

改
築
費
用
を
含
む
収
支
見
通
し
を
作
成
・
公

表
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

ま
た
、
下
水
道
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る

基
盤
の
強
化
に
向
け
て
は
、
下
水
道
の
基
盤

強
化
や
広
域
連
携
の
推
進
の
た
め
、
国
が
基

本
方
針
を
策
定
し
、
都
道
府
県
は
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、
複
数
の
下
水
道
管
理
者
が
一

体
と
な
っ
た
広
域
連
携
の
推
進
に
関
す
る
計

画
を
作
成
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
、
公

共
下
水
道
を
都
道
府
県
が
管
理
で
き
る
特
例

や
、
管
理
者
間
の
協
議
に
よ
り
点
検
・
修

繕
・
改
築
を
他
の
自
治
体
が
代
行
で
き
る
制

度
を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
人
口
減

少
等
を
踏
ま
え
た
下
水
道
区
域
の
廃
止
・
縮

小
を
行
う
場
合
の
手
続
き
を
明
確
化
す
る
こ

と
と
す
る
。
な
お
、
道
路
管
理
者
と
の
連
携

強
化
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

5
．お
わ
り
に

埼
玉
県
八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
か
ら
一

年
を
経
過
し
、
改
め
て
、
こ
の
よ
う
な
事
故

を
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
と
心
に
誓

う
と
と
も
に
、
各
種
検
討
会
で
の
精
力
的
な

ご
議
論
を
経
て
ま
と
め
ら
れ
た
提
言
を
受
け

た
対
応
を
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
現
し

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
法
改
正
を
含
む
制
度
の
見
直

し
を
中
心
に
紹
介
し
た
が
、
下
水
道
管
路
の

点
検
技
術
等
管
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
の
高

度
化
・
実
用
化
に
向
け
て
は
、
人
が
管
路
内

に
立
ち
入
ら
ず
に
安
全
で
、
効
率
的
か
つ
精

度
の
高
い
点
検
を
可
能
と
す
る
技
術
開
発

と
、
Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用
を
標
準
と
し
た
仕
様

書
や
積
算
基
準
等
、
新
技
術
の
普
及
環
境
の

整
備
を
車
の
両
輪
と
し
て
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
予
算
面
か
ら
は
、
対
策
検
討
委
員

会
の
第
二
次
提
言
も
踏
ま
え
、
令
和
七
年
六

月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
第
一
次
国
土
強
靱

化
実
施
中
期
計
画
」
に
お
い
て
、
上
下
水
道

施
設
の
戦
略
的
維
持
管
理
・
更
新
に
係
る
施

策
が
位
置
付
け
ら
れ
、
同
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
七
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
必
要
な
予

算
を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
、
令
和
八
年
度
予

算
に
お
い
て
、
多
数
の
地
域
住
民
に
重
大
な

影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
管
路
の
更
新

や
、
災
害
・
事
故
後
に
、
迅
速
に
機
能
を
確

保
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
管
路
の
複
線

化
を
重
点
的
に
支
援
す
る
補
助
制
度
や
、
広

域
連
携
の
促
進
に
向
け
て
、
事
業
運
営
の
一

体
化
を
行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
強
化
し
た
補
助
制
度
の
創
設

等
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
大
胆
に
見
直
し
、

新
し
い
技
術
を
果
敢
に
取
り
込
み
な
が
ら
、

制
度
面
や
、
技
術
面
、
予
算
面
等
か
ら
総
合

的
に
支
援
し
、
安
全
性
確
保
を
最
優
先
し
た

下
水
道
管
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
全
国
隅
々
ま

で
徹
底
し
て
い
く
。
改
築
更
新
が
本
格
化
す

る
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
こ
れ
か
ら
の
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
強
靱
で
持
続
可
能
な
下
水

道
へ
と
造
り
変
え
て
い
く
絶
好
の
機
会
で
あ

る
と
同
時
に
、
最
後
の
機
会
と
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
関
係
者
で
正
し
い

危
機
感
を
共
有
し
、
産
学
官
が
一
体
と
な
っ

て
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
実
現
し
て
い
き
た

い
。
み
な
さ
ま
に
は
引
き
続
き
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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街
路
樹
の
特
性
と
生
育
環
境
を
基
本
と
し
た

点
検
と
管
理

は
じ
め
に

植
物
を
植
栽
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
植
栽

し
た
植
物
が
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
に

健
全
に
生
育
さ
せ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ

る
。
街
路
樹
に
限
ら
ず
樹
木
は
、
基
本
的
に

植
栽
さ
れ
た
場
所
か
ら
自
ら
の
力
で
移
動
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
場
で
生
活
し
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
年
で
生
活
を
繰

り
返
す
草
（
草
本
）
で
は
、
植
栽
さ
れ
た
環

境
に
応
じ
て
生
育
状
態
が
明
確
に
現
れ
る
。

生
育
に
不
適
当
な
環
境
下
に
植
栽
さ
れ
た
草

は
、
翌
年
に
は
衰
退
あ
る
い
は
姿
を
消
し
て

し
ま
う
。
樹
木
は
植
栽
さ
れ
た
環
境
が
不
適

当
で
あ
っ
て
も
樹
形
（
姿
）
を
変
化
さ
せ
て

生
育
を
続
け
る
。
形
態
を
変
化
さ
せ
て
も
環

境
に
対
応
で
き
な
い
と
き
に
は
、
枝
葉
の
枯

損
を
発
生
さ
せ
や
が
て
時
を
経
て
枯
死
す
る

こ
と
に
な
る
。
樹
木
を
植
栽
し
て
一
年
以
内

に
枯
死
す
る
と
き
に
は
、
植
栽
し
た
樹
木
の

状
態
、
植
栽
す
る
方
法
の
欠
陥
、
植
栽
す
る

基
盤
の
不
良
、
植
栽
後
の
気
象
が
異
常
な
状

態
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
樹
木
そ
の
も
の
の

他
に
樹
木
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
が
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

街
路
樹
は
、
他
の
植
栽
地
の
樹
木
と
比
較

す
る
と
厳
し
い
環
境
で
生
活
し
て
い
る
。
道

路
の
植
桝
に
植
栽
さ
れ
た
街
路
樹
は
、
道
路

機
能
を
補
完
す
る
施
設
物
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
生
育
す
る
空
間

に
法
的
な
制
約
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
。
車
道
側
四
・
五
ｍ
、
歩
道
側
二
・
五
ｍ

の
建
築
限
界
が
あ
り
、
基
本
的
に
地
上
か
ら

こ
の
高
さ
ま
で
道
路
機
能
を
担
保
す
る
た
め

に
枝
を
除
去
す
る
必
要
が
あ
る
。
緑
地
の
樹

木
に
比
べ
て
生
き
物
と
し
て
の
生
活
そ
の
も

の
に
関
係
す
る
環
境
以
外
の
要
因
が
街
路
樹

の
生
活
に
関
与
し
て
い
る
。

街
路
樹
は
、
交
通
機
能
を
も
っ
て
い
る
道

路
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
成
長
し

て
大
き
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
地
上
か
ら
地

下
ま
で
多
く
の
要
因
が
関
与
し
て
空
間
的
な

制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
植
栽
し
た
当

初
の
苗
木
（
幼
木
）
は
、
空
間
的
な
制
約
よ

り
も
生
活
の
基
本
と
な
る
生
理
的
な
影
響
を

道
路
環
境
か
ら
大
き
く
受
け
る
。
苗
木
は
、

夏
で
あ
れ
ば
舗
装
さ
れ
た
車
道
と
歩
道
か
ら

の
強
い
輻
射
熱
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
高
温
乾

燥
環
境
に
晒
さ
れ
る
。
一
方
、
冬
は
冷
た
い

構
造
物
と
風
に
よ
る
厳
し
い
低
温
乾
燥
環
境

に
晒
さ
れ
る
。
夏
と
冬
の
道
路
に
は
、
苗
木

に
と
っ
て
生
死
に
か
か
わ
る
極
端
な
環
境
が

あ
る
。
街
路
樹
は
大
き
く
成
長
す
る
に
し
た

が
っ
て
地
下
の
根
系
に
も
土
壌
環
境
の
影
響

が
大
き
く
な
る
。

1
．街
路
樹
の
選
定

街
路
樹
の
植
栽
に
あ
た
っ
て
は
、
街
路
環

境
に
適
応
す
る
樹
種
を
選
定
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
街
路
環
境
に
は
、
道
路
造
成
前

の
土
地
に
関
す
る
地
形
、
土
質
、
土
性
な
ど

の
情
報
が
あ
る
。
既
往
の
地
形
が
丘
陵
や
尾

根
、
凸
地
で
行
わ
れ
る
切
土
造
成
で
は
、
堆

積
層
や
岩
盤
な
ど
の
基
盤
層
の
露
出
、
表
土

の
欠
乏
、
有
効
土
層
の
浅
薄
な
ど
が
植
栽
基

盤
と
し
て
課
題
と
な
る
。
一
方
、
沼
沢
地
や

湿
地
、
谷
、
凹
地
な
ど
で
行
わ
れ
る
盛
土
造

成
で
は
、
盛
土
の
土
質
、
沈
下
の
有
無
、
停

滞
水
の
発
生
、
有
効
土
層
の
確
保
な
ど
が
課

題
と
な
る
。
切
土
造
成
地
で
は
、
水
分
ス
ト

レ
ス
を
受
け
や
す
い
乾
燥
環
境
が
形
成
さ
れ

や
す
く
、
盛
土
造
成
地
で
は
、
特
に
凹
形
の

地
形
で
は
過
湿
環
境
が
形
成
さ
れ
や
す
い
。

ま
た
、
い
ず
れ
の
造
成
地
も
道
路
機
能
を
担

濱
野　

周
泰

Ｎ
Ｐ
Ｏ
花
と
緑
の
ま
ち
三
鷹
創
造
協
会

理
事
長
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

保
す
る
た
め
に
土
木
機
械
に
よ
る
締
固
め
が

行
わ
れ
、
街
路
樹
を
植
栽
す
る
位
置
ま
で
堅

密
化
し
た
土
壌
の
影
響
が
及
ぶ
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
環
境
条
件
は
、
造
成
後
の
街

路
環
境
に
影
響
す
る
と
と
も
に
樹
種
の
選
定

に
大
き
く
関
係
す
る
。

海
岸
、
河
川
敷
の
埋
立
地
、
廃
棄
物
処
理

地
な
ど
の
造
成
地
に
つ
い
て
も
、
地
形
、
土

質
、
土
性
の
観
点
か
ら
樹
種
の
選
定
に
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
海
岸
の
埋
立
地

で
は
潮
風
、
高
層
ビ
ル
群
地
で
は
ビ
ル
風
の

影
響
な
ど
に
も
配
慮
し
て
樹
種
を
選
定
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

街
路
樹
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
に

は
、
植
栽
時
に
お
け
る
苗
木
の
大
き
さ
と
種

類
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
維
持
と

管
理
へ
大
き
く
影
響
す
る
。
苗
木
の
大
き
さ

は
、
生
育
に
大
き
く
影
響
す
る
環
境
へ
の
適

応
力
の
大
き
さ
と
し
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
。
個
体
が
小
さ
く
幼
い
状
態
で
は
、
水
分

の
含
水
率
が
高
く
水
分
の
不
足
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
を
受
け
や
す
い
。
一
定
の
大
き
さ
に
な

れ
ば
、
水
分
の
不
足
を
含
め
て
環
境
へ
の
適

応
力
を
備
え
て
く
る
。
ま
た
、
水
分
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
は
、
樹
種
の
違
い
は
も
ち
ろ
ん

同
じ
樹
種
で
同
じ
大
き
さ
の
個
体
で
も
適
応

力
は
異
な
る
。
街
路
に
植
栽
す
る
樹
木
を
選

択
す
る
と
き
に
は
、
ま
ず
植
栽
地
の
環
境
に

適
応
す
る
大
き
さ
と
種
類
と
い
う
観
点
か
ら

選
び
出
す
必
要
が
あ
る
。

街
路
に
植
栽
し
た
樹
木
が
成
長
し
目
的
の

街
路
樹
と
し
て
機
能
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ

て
も
、
街
路
樹
の
一
生
か
ら
み
る
と
樹
形
に

人
為
が
加
え
ら
れ
ず
に
存
在
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
僅
か
な
時
間
で
あ
る
。
成
長
と
と

も
に
樹
体
は
大
き
く
な
り
、
街
路
と
い
う
制

約
の
あ
る
空
間
に
収
ま
ら
な
く
な
る
。
空
間

の
中
に
収
ま
る
よ
う
に
剪
定
が
実
施
さ
れ
樹

形
の
抑
制
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
剪

定
は
樹
木
を
維
持
管
理
す
る
代
表
的
な
操
作

の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、
街
路
樹
の
根
が
生

育
す
る
植
桝
の
中
で
も
、
樹
体
が
大
き
く
成

長
す
る
と
と
も
に
根
系
も
成
長
し
て
空
間
的

な
制
約
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
る
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
の
考
え
方
は
、
都
市

で
街
路
以
外
の
緑
地
に
生
育
し
て
い
る
樹
木

と
は
大
き
く
異
な
る
。
都
市
の
緑
地
に
樹
木

を
植
え
る
目
的
は
、
快
適
空
間
を
創
り
出
す

も
の
と
し
て
街
路
も
そ
の
他
の
緑
地
も
共
通

し
て
い
る
。
し
か
し
、
樹
木
が
生
育
す
る
場

所
が
道
路
を
所
管
す
る
部
署
に
な
る
か
、
公

園
緑
地
を
担
当
す
る
部
署
に
な
る
か
で
取
扱

い
方
法
が
異
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
は
重
要

な
社
会
資
本
と
し
て
交
通
機
能
を
担
保
す
る

道
路
と
し
て
の
役
割
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
。
街
路
樹
は
道
路
の
付
属
物
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
関
係
す
る
法
律
に

は
、
道
路
法
、
道
路
法
施
行
令
、
道
路
構
造

令
、
有
線
電
気
通
信
法
、
公
衆
電
気
通
信
法

な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
る
。

街
路
樹
は
、
道
路
機
能
を
助
長
あ
る
い
は

補
完
す
る
た
め
に
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
都

市
に
お
け
る
美
し
い
景
観
の
形
成
に
は
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
著

し
い
都
市
の
温
暖
化
の
影
響
を
緩
和
す
る
も

の
と
し
て
道
路
環
境
を
改
善
す
る
意
味
か
ら

も
街
路
樹
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
樹
木
の
取
扱
い
が
所
管
す
る
部
署
に
よ

っ
て
異
な
る
背
景
に
は
、
樹
木
が
生
き
物
と

し
て
の
特
徴
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
る
影
響

が
あ
る
。
連
年
成
長
す
る
樹
木
は
、
毎
年
、

枝
（
成
長
点
）
を
伸
ば
し
、
肥
大
成
長
す
る

こ
と
で
大
き
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
活
を

持
続
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
成
熟
し
た

樹
形
が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
巨
樹
・
老
木
の

持
つ
風
格
と
し
て
の
エ
ー
ジ
ン
グ
が
生
ま
れ

る
。
し
か
し
、
道
路
に
は
社
会
資
本
と
し
て

の
使
命
が
あ
り
、
樹
木
の
生
育
空
間
と
し
て

よ
り
も
道
路
と
し
て
の
空
間
利
用
を
優
先
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
樹
木
の
存
在
は
軽
視
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

2
．街
路
樹
の
設
計

街
路
樹
の
設
計
に
あ
た
っ
て
は
、
街
路
の

地
上
部
で
は
電
柱
等
架
空
線
、
建
築
物
に
よ

る
空
間
の
制
約
、
車
道
・
歩
道
幅
員
に
よ
る

空
間
の
制
限
、
歩
道
と
の
共
存
、
交
通
指
標
、

地
下
部
で
は
、
道
路
や
建
築
物
の
基
礎
に
よ

る
空
間
の
制
限
、
歩
道
の
舗
装
に
よ
る
透

水
・
通
気
の
不
良
、
夾
雑
物
や
土
壌
環
境
の

悪
化
に
よ
る
理
化
学
性
の
不
良
、
埋
設
物
に

よ
る
空
間
の
制
限
、
造
成
基
盤
や
造
成
時
の

影
響
に
よ
る
不
透
水
層
の
発
生
な
ど
を
考
慮

し
て
街
路
樹
の
設
計
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

街
路
樹
に
は
、
環
境
効
果
、
修
景
効
果
、

防
災
効
果
、
安
全
効
果
な
ど
も
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
効
果
は
、
街
路
樹
が
存
在

す
る
こ
と
で
総
合
的
に
発
揮
さ
れ
る
が
、
植

栽
す
る
空
間
の
特
性
に
よ
っ
て
多
少
期
待
す

る
効
果
が
異
な
っ
て
く
る
。住
宅
地
、商
業
地
、

工
業
用
地
、
あ
る
い
は
緑
が
豊
富
な
緑
地
や

自
然
地
の
沿
道
な
ど
、
人
の
生
活
と
の
関
わ

り
を
意
識
し
て
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

街
路
に
植
栽
さ
れ
た
樹
木
は
、
そ
の
個
性

に
よ
っ
て
空
間
の
雰
囲
気
を
形
成
す
る
。
街

路
に
植
栽
す
る
こ
と
を
前
提
に
樹
木
を
応
用

面
か
ら
類
型
化
（
分
類
）
す
る
と
、
落
葉
樹

と
常
緑
樹
、
広
葉
樹
と
針
葉
樹
、
さ
ら
に
花
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木
、
果
樹
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
樹
木
は
、

永
年
植
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
寿
命
が
長
く
成

木
、
壮
木
、
老
木
な
ど
の
エ
ー
ジ
ン
グ
に
よ

る
表
情
（
樹
相
）
が
異
な
り
、
街
路
空
間
の

雰
囲
気
も
変
化
す
る
。
街
路
樹
を
植
栽
す
る

土
地
の
用
途
と
樹
種
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
を
時
間
軸
で
み
る
と
、

植
栽
し
て
か
ら
寿
命
を
全
う
し
て
枯
死
す
る

ま
で
の
期
間
が
あ
る
。
こ
の
間
、
街
路
樹
に

は
健
全
に
生
育
さ
せ
る
た
め
の
育
成
管
理
が

行
わ
れ
、
や
が
て
街
路
樹
と
し
て
の
目
的
を

保
持
す
る
た
め
の
抑
制
管
理
に
移
っ
て
い
く
。

抑
制
管
理
に
な
る
と
生
き
物
と
し
て
の
取
扱

い
よ
り
も
道
路
の
施
設
物
と
し
て
の
見
方
に

よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

街
路
樹
は
、
植
栽
さ
れ
て
か
ら
時
間
を
経

る
こ
と
で
他
の
樹
木
と
同
様
に
樹
齢
を
重
ね

る
。
街
路
樹
は
エ
ー
ジ
ン
グ
と
と
も
に
維
持

管
理
に
つ
い
て
の
取
扱
い
方
が
変
化
す
る
。

街
路
樹
そ
の
も
の
の
生
育
環
境
と
し
て
地
上

と
地
下
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

ま
ず
地
上
で
は
、
樹
木
は
体
が
大
き
く
な

る
こ
と
を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
街
路

樹
の
大
き
さ
は
、
地
上
の
樹
形
で
認
識
す
る

こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
道
路
に
対
し
て
不

適
切
に
大
き
く
な
っ
た
街
路
樹
を
維
持
す
る

に
は
剪
定
が
必
須
の
も
の

と
な
る
。
二
つ
目
は
環
境

へ
の
適
応
力
の
衰
退
で
あ

る
。
枝
先
ま
で
水
分
や
養

分
が
行
き
届
き
難
く
な
り

枝
葉
の
衰
弱
と
枯
損
が
発

生
す
る
。
あ
る
い
は
樹
齢

を
重
ね
た
個
体
に
と
っ
て

街
路
の
特
殊
な
生
育
環
境

は
、
生
育
が
し
難
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

強
剪
定
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
は
、
樹
木
の
再
生
力

を
弱
め
て
寿
命
を
縮
め
る

こ
と
に
な
る
。

普
段
、
街
路
樹
の
生
育

し
て
い
る
状
態
を
観
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
地
上
の
樹
形
で
あ
る
。
植

物
の
健
康
状
態
の
変
化
は
緩
や
か
で
あ
り
、

動
物
の
よ
う
に
動
き
の
変
化
と
し
て
捉
え
る

こ
と
は
難
し
い
。
葉
の
大
小
・
色
、
枝
の
伸

び
方
・
分
か
れ
方
・
色
、
着
葉
数
な
ど
枝
の

先
端
に
な
る
ほ
ど
健
康
状
態
を
よ
く
反
映
し

て
い
る
が
、
動
き
で
確
認
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
か
ら
、
対
象
木
に
と
っ
て
そ
の
状
態

が
ど
の
程
度
の
変
化
（
異
常
）
と
し
て
現
れ

て
い
る
の
か
を
、
樹
木
の
種
類
に
応
じ
て
健

康
な
状
態
を
標
準
と
し
た
尺
度
を
事
前
に
把

握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
下
で
は
、
植
物
が
生
育
す
る

基
礎
と
な
る
根
の
生
活
環
境
が
土
質
・
土

性
、
空
間
な
ど
か
ら
制
約
さ
れ
て
い
る
。
一

般
に
、
街
路
樹
の
植
桝
は
歩
道
の
一
部
を
欠

刻
し
た
よ
う
に
道
路
側
に
設
け
ら
れ
る
。
こ

の
矩
形
の
植
桝
を
連
続
さ
せ
て
植
樹
帯
と
し

た
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
歩
道
の
建
物
側
は
、
そ
の
基
礎
が
地
中
深

く
ま
で
入
っ
て
お
り
基
礎
に
よ
っ
て
根
の
生

活
す
る
区
域
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

道
路
側
は
排
水
溝
な
ど
の
施
設
と
道
路
の
基

礎
に
よ
っ
て
地
下
一
ｍ
位
の
深
さ
ま
で
締
め

固
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
側
に
植
桝
を
設

け
る
こ
と
か
ら
根
の
生
活
す
る
区
域
と
し
て

は
極
め
て
狭
く
、
樹
木
本
来
の
根
系
を
広
げ

る
空
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
態
で
あ
る
。
歩

道
面
は
、
歩
行
空
間
と
し
て
の
機
能
を
担
保

す
る
た
め
に
舗
装
さ
れ
て
お
り
、
雨
水
は
歩

道
面
を
移
動
し
排
水
溝
へ
導
か
れ
排
水
さ
れ

る
。
近
年
は
、
歩
道
面
の
雨
水
を
地
下
へ
還

元
す
る
た
め
の
透
水
性
舗
装
が
み
ら
れ
る
よ 根腐れで 倒伏したケヤキ

狭小植桝により倒伏したケヤキの根系
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

う
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
根
上
り
の
著
し
い

樹
種
を
街
路
樹
と
し
て
い
る
歩
道
で
は
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
歩
行
空
間
を
最
大
限
に
確
保
す

る
た
め
に
は
、
街
路
樹
の
植
え
付
け
空
間
は

小
さ
く
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
現
実
で
あ

る
。
多
く
の
街
路
樹
は
、
こ
の
植
え
付
け
空

間
と
し
て
の
植
桝
の
広
さ
が
そ
の
ま
ま
根
が

生
育
す
る
区
域
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
成
長
と
と
も
に
根
も
長
く
太
く
な
り
植

桝
内
に
根
が
密
生
す
る
こ
と
で
、
隙
間
の
な

い
鮨
詰
め
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
こ
の
よ
う
な
根
の
街
路
樹
は
、
地
上
の

大
き
さ
に
対
し
て
地
下
の
根
が
小
さ
い
こ
と

に
よ
り
台
風
な
ど
の
強
風
で
容
易
に
倒
れ
る

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
根
が
生
育
す
る
と
き

に
ス
ト
レ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
根
腐

れ
な
ど
の
病
気
を
発
症
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
倒
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
病
気
に
気
が
つ

く
こ
と
が
多
い
。

地
上
で
は
、
道
路
の
機
能
を
最
優
先
す
る

こ
と
か
ら
道
路
空
間
と
し
て
の
路
面
上
ま

で
、
街
路
樹
の
枝
葉
が
伸
び
て
、
交
通
機
能

を
阻
害
し
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
歩
道
側
で
は
、
隣
接
す
る
構
築
物
と

の
接
触
や
広
告
物
を
遮
蔽
す
る
こ
と
が
問
題

と
な
る
。
特
に
地
上
部
に
お
い
て
街
路
樹
と

の
接
触
に
よ
る
影
響
の
大
き
い
も
の
が
各
種

の
架
空
線
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
機
能
を
維

持
す
る
た
め
に
街
路
樹
の
枝
下
の
高
さ
が
決

め
ら
れ
て
い
る
。
地
上
部
で
は
、車
道
側
四
・

五
ｍ
、
歩
道
側
二
・
五
ｍ
の
高
さ
で
建
築
限

界
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
下
の
枝
は

除
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

街
路
樹
は
道
路
の
施
設
物
と
し
て
、
道
路

法
を
は
じ
め
各
種
の
法
の
下
で
管
理
さ
れ
て

い
る
。こ
の
点
が
街
路
樹
を
設
計
す
る
上
で
、

他
の
緑
地
で
生
育
し
て
い
る
樹
木
の
設
計
と

大
き
く
違
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
設
計
の
出
来

映
え
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
管
理
へ
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
道
路

緑
化
技
術
基
準
の
見
直
し
に
お
い
て
配
慮
し

た
こ
と
で
あ
る
。

3
．街
路
樹
の
点
検
と
管
理

街
路
樹
は
、
道
路
の
機
能
を
助
長
し
補
完

す
る
た
め
に
植
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
路
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
日
常
か

ら
見
守
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
樹
木

の
健
康
が
低
下
し
た
こ
と
を
認
識
す
る
の

は
、
形
態
（
樹
形
）
に
変
化
が
起
き
始
め
て

か
ら
で
あ
る
。
健
康
が
低
下
し
て
、
や
や
時

間
が
経
過
し
て
か
ら
形
態
の
変
化
に
気
が
つ

く
こ
と
が
多
い
。
即
時
的
に
、
あ
る
い
は
比

較
的
短
い
時
間
で
認
識
で
き
る
現
象
は
、
著

し
い
被
害
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
事
例

と
し
て
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
よ
る
異
常
落

葉
、
根
系
腐
朽
に
よ
る
倒
木
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
、
暖
か
く
な
っ
た
春
か
ら
は
昆
虫
に
よ

る
被
害
も
短
い
時
間
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
特
に
昆
虫
の
幼
虫
が
摂
食
す
る
枝
葉

の
被
害
は
、
街
路
樹
の
美
観
と
い
う
視
点
の

み
な
ら
ず
、
昆
虫
の
毒
性
に
よ
る
人
的
な
健

康
被
害
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
含
め
て
街
路
樹
の
日
常
の
見

回
り
と
点
検
が
重
要
で
あ
る
。
日
常
点
検
の

要
点
は
、
街
路
樹
の
顔
色
（
樹
相
）
を
観
る

こ
と
で
あ
る
。
葉
の
色
と
形
、
新
梢
の
伸
び

方
と
葉
の
付
き
方
、
枝
の
分
枝
数
と
節
間
の

長
さ
、
幹
と
枝
の
出
方
な
ど
で
、
も
ち
ろ
ん

枝
葉
の
枯
損
は
顕
著
な
現
象
で
あ
る
。
街
路

環
境
を
念
頭
に
お
い
て
生
育
の
健
全
性
を
観

察
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

緊
急
的
に
見
回
る
必
要
が
あ
る
も
の
に
台

風
や
強
風
な
ど
異
常
な
気
象
の
後
が
あ
る
。

街
路
樹
の
倒
伏
、
落
枝
、
枝
折
れ
な
ど
の
確

認
と
素
早
い
処
置
の
た
め
に
も
点
検
の
た
め

の
見
回
り
は
重
要
で
あ
る
。
異
常
気
象
に
よ

る
発
生
で
は
あ
る
が
、
日
常
の
見
回
り
や
点

検
で
予
防
で
き
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
街
路
樹
に
近
い
性
質
の
樹
木
と

し
て
広
場
な
ど
の
公
共
空
間
に
植
栽
さ
れ
て

い
る
樹
木
が
あ
る
。
時
々
、
こ
の
空
間
に
植

え
ら
れ
て
い
る
樹
木
の
枯
れ
枝
が
落
ち
て
人

身
事
故
と
な
り
、
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
定
期
的
な
見
回
り
な
ど
に

よ
り
点
検
を
行
っ
て
い
れ
ば
予
防
で
き
た
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
樹
木
を
扱
う
立
場

か
ら
考
え
る
と
、
管
理
に
あ
た
っ
て
樹
種
に

よ
り
枯
れ
枝
の
発
生
に
違
い
が
あ
る
こ
と
ま

で
求
め
る
こ
と
は
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
樹
木
を
管
理
す
る
人
、
少
な
く
と
も
街

路
樹
の
管
理
者
に
は
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
。
因
み
に
太
い
枝
が
枯
れ
て
落
下

す
る
代
表
的
な
樹
木
は
ケ
ヤ
キ
で
あ
り
、
次

い
で
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
あ
る
。

街
路
樹
の
定
期
的
な
点
検
と
し
て
は
、
そ

の
生
活
が
季
節
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
か
ら

一
年
を
十
二
ヶ
月
に
分
け
て
月
別
に
維
持
管

理
、
点
検
項
目
を
整
理
し
て
行
う
こ
と
が
一

般
的
で
あ
る
。
一
般
的
な
管
理
、
点
検
作
業

と
し
て
は
、
夏
期
剪
定
、
冬
期
剪
定
、
補
植
、

芝
張
り
、
施
肥
、
灌
水
、
除
草
、
芝
（
草
）

刈
り
、
特
殊
防
除
（
保
護
）、
植
込
樹
木
な
ど

の
手
入
、
控
木
の
取
替
・
補
修
、
結
束
直
し
、

枯
損
樹
撤
去
、
植
桝
内
処
理
、
支
障
樹
木
の

移
植
、
病
虫
害
防
除
、
地
下
埋
設
物
被
害
処

理
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
項
目
は
、
季
節
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に
よ
っ
て
実
施
す
る
適
期
が
あ
る
が
街
路
樹

の
旺
盛
な
生
育
期
に
あ
た
る
夏
を
中
心
と
し

た
温
暖
な
時
期
に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。

施
肥
や
控
木
関
係
、
植
桝
内
の
処
理
な
ど
は

冬
期
や
管
理
の
閑
散
期
に
行
う
こ
と
が
多
い
。

ま
た
、
地
下
埋
設
物
被
害
処
理
は
、
緊
急
に

対
応
す
べ
き
項
目
と
し
て
、
い
つ
で
も
発
生

し
た
場
合
に
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
。

4
．�街
路
樹
の
生
育
基
盤
に�

対
す
る
最
近
の
動
向

街
路
樹
に
と
っ
て
生
育
の
基
盤
と
な
る
植

桝
の
中
の
土
壌
環
境
は
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
街
路
樹
の
み
な
ら
ず
樹
木
の
生
活
は
根

に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
地
下
の
厳

し
い
環
境
で
生
活
す
る
街
路
樹
の
根
は
、
こ

の
環
境
が
街
路
樹
の
生
活
を
支
配
す
る
大
き

な
要
因
と
な
る
。

街
路
樹
の
根
元
を
歩
行
者
の
踏
圧
か
ら
保

護
す
る
た
め
に
、
根
元
を
グ
リ
エ
（
鋳
物
の

サ
ー
ク
ル
）
で
囲
む
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
。

生
育
基
盤
を
保
護
す
る
方
法
と
し
て
は
、
最

も
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
も
の
で
あ
る
。
グ
リ

エ
の
デ
ザ
イ
ン
が
歩
道
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
も

な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て

根
囲
い
石
に
よ
る
根
元
の
保
護
な
ど
も
あ

る
。
街
路
樹
の
根
が
生
活
す
る
環
境
を
改
善

す
る
試
み
と
し
て
、
歩
道
に
降
っ
た
雨
水
を

地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
透
水

性
舗
装
を
行
い
、
土
壌
へ
水
分
を

供
給
し
て
い
る
。
ま
た
、
歩
道
の

下
へ
根
が
伸
長
で
き
る
よ
う
に
歩

道
の
舗
装
面
の
下
ま
で
土
壌
が
充

填
さ
れ
、
街
路
樹
の
根
元
部
分
だ

け
を
く
り
抜
い
て
歩
道
は
舗
装
さ

れ
て
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
歩
道
面
に
は
根

元
部
分
だ
け
の
小
さ
い
空
間
し
か

見
え
て
い
な
い
が
、
街
路
樹
に
も

歩
行
者
に
も
快
適
な
環
境
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。

５
．�街
路
樹
の
管
理
の�

新
し
い
視
点

街
路
樹
は
、
そ
の
生
育
場
所
の
特
性
か
ら

生
育
環
境
、
法
制
度
な
ど
色
々
な
制
約
を
受

け
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。
し
か
し
、
街
路

樹
は
都
市
の
環
境
を
緩
和
・
改
善
す
る
に
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
り
、
そ
の
存

在
は
都
市
の
景
観
を
美
し
く
整
え
る
景
観
要

素
と
し
て
、
都
市
の
品
格
を
形
成
す
る
に
は

重
要
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
生
き
物
を
取
り
扱
う
こ
と
へ
の

リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
に
全
国
ど
こ
の
都
市

で
も
同
じ
樹
種
の
街
路
樹
が
植
え
ら
れ
て
き

た
。
こ
の
こ
と
は
管
理
の
容
易
性
を
選
択
条

件
と
す
る
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。
地
域

の
景
観
を
創
出
・
再
生
す
る
に
は
、
点
検
の

結
果
に
基
づ
い
て
健
康
状
態
が
低
下
し
て
い

る
危
険
性
が
高
い
街
路
樹
は
、
そ
の
地
域
の

雰
囲
気
（
性
格
）
に
あ
っ
た
街
路
樹
に
変
換

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

昨
今
の
温
暖
化
対
策
、
CO2
の
吸
収
先
の
問

題
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
街
路
樹
の
存
在
意

義
は
大
き
な
も
の
が
あ
る
。
特
に
街
路
樹
に

よ
る
緑
陰
は
、
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
構
造

物
へ
の
直
射
日
光
を
遮
る
こ
と
に
よ
り
焼
け

込
み
抑
制
効
果
を
発
揮
す
る
。
ま
さ
に
都
市

環
境
を
改
善
す
る
環
境
形
成
作
用
の
典
型
で

あ
る
。
我
が
国
で
も
果
樹
の
開
心
形
と
同
様

の
樹
形
に
よ
る
緑
陰
樹
の
植
栽
事
例
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

街
路
樹
の
多
様
な
機
能
の
中
で
、
ど
の
機

能
を
期
待
（
目
的
）
し
て
樹
種
を
選
択
す
る

の
か
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

機
能
が
明
確
で
あ
れ
ば
点
検
項
目
も
明
確
に

な
る
と
と
も
に
管
理
方
法
も
定
ま
る
。
街
路

樹
を
選
定
す
る
目
的
を
明
確
に
す
る
こ
と
が

倒
木
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
リ
ス
ク
回
避
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

歩行者の快適性と街路樹の根の生活を担保した歩道整備

点検と管理が容易な緑陰樹形（開心形）
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

1
．は
じ
め
に

我
が
国
の
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
は
、
戦
後

の
高
度
経
済
成
長
期
を
中
心
に
整
備
さ
れ
、

国
民
生
活
の
基
盤
と
し
て
欠
か
せ
な
い
役
割

を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

布
設
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
管
路
は

老
朽
化
が
進
み
、
そ
の
維
持
管
理
の
あ
り
方

は
極
め
て
重
要
な
課
題
を
有
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
五
年
一
月
に
発
生
し
た
埼
玉
県
八

潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
は
、
全
国
的
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
下
水
道
管
の
硫
化
水
素
ガ
ス
に

対
す
る
脆
弱
性
を
浮
き
彫
り
に
し
、「
ど
こ

で
も
起
こ
り
得
る
事
故
」
と
し
て
各
メ
デ
ィ

ア
で
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
、
老
朽
管
の
リ
ス
ク

と
更
新
・
点
検
の
重
要
性
を
国
民
・
政
策
レ

ベ
ル
で
強
く
意
識
さ
せ
ま
し
た
。
上
下
水
道

管
路
は
地
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め
、
劣

化
状
況
の
把
握
と
修
繕
・
改
築
が
難
し
く
、

ま
た
更
新
に
は
巨
額
の
費
用
と
膨
大
な
時
間

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
リ
ス
ク

レ
ベ
ル
を
評
価
し
た
メ
リ
ハ
リ
と
見
え
る
化

を
焦
点
に
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
転
換
、
か

つ
広
域
化
・
共
同
化
を
意
識
し
た
効
率
的
・

持
続
可
能
な
維
持
管
理
体
制
の
構
築
が
急
務

で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
自
然
災
害
の
頻
発
・
激

甚
化
に
よ
っ
て
、
耐
震
化
や
災
害
対
応
能
力

の
強
化
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
技
術
的
な
高

度
化
と
と
も
に
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
連
携
す
る
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景
の
な
か
、
官

民
連
携
を
推
進
す
る
Ｗ
―Ｐ
Ｐ
Ｐ
（W

ater 
Public Private Partnership

）
は
、
上

下
水
道
の
維
持
管
理
に
新
た
な
可
能
性
を
も

た
ら
す
有
効
な
枠
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

2
．上
下
水
道
管
路
の
イ
ン
フ

ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
課
題

及
び
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

役
割
・技
術
的
な
見
解

当
号
で
は
著
名
な
官
学
の
方
々
か
ら
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提

言
等
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
筆
者
は
水
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
を
営
む
立
場
か
ら
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
側
の
視
点
に
立
ち
、
か
つ
俯
瞰
的

に
課
題
を
抽
出
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
果

た
す
べ
き
具
体
的
な
役
割
を
考
察
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
現
場
に
お
け
る
実
務
的
課
題
や
制

度
面
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
も
整
理
し
、
実

効
性
の
あ
る
対
応
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
も

整
理
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
管
路
施
設
の
維

持
管
理
│
更
新
の
枠
組
み
と
し
て
の
Ｗ
-Ｐ

Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
課
題
と
期
待
に
つ
い
て
も
言

及
し
、
持
続
可
能
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
実
現

に
向
け
た
展
望
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．１　

上
下
水
道
管
路
イ
ン
フ
ラ
の

現
状
と
課
題

（
1
）
情
報
の
非
構
造
化
・
未
整
備

多
く
の
自
治
体
で
は
管
路
台
帳
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
点

検
・
調
査
な
ら
び
に
修
繕
・
改
築
の
履
歴
や

今
後
の
更
新
等
の
実
施
時
期
等
が
可
視
化
で

き
る
構
造
・
統
合
管
理
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
が
予
防
保
全
型
へ
の
転
換
の
阻
害
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
そ
れ
ら
管
理
シ
ス

テ
ム
の
再
構
築
の
ほ
か
、
Ａ
Ｉ
に
よ
り
今
後

の
劣
化
予
測
や
点
検
・
調
査
の
必
要
箇
所
・

優
先
度
を
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
、

期
待
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

（
2
）
老
朽
化
の
深
刻
化
と
調
査
・
劣
化
診

断
の
難
し
さ

我
が
国
の
上
下
水
道
管
路
に
は
、
例
え
ば
、

鋳
鉄
管
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
の
腐
食
と
い
っ

た
材
質
ご
と
に
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
健
全

度
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
漏
水
、

破
損
、
地
盤
浸
食
、
道
路
陥
没
、
衛
生
環
境

の
悪
化
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
、
地
域
の

生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
管
路
は
地
下
に
埋
設
さ

事例 水コンサルタントから見た
上下水道管路インフラの課題と
コンサルタントの役割

株式会社　三水コンサルタント
常務取締役 西日本事業本部長

長島　隆幸
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れ
て
い
る
た
め
、直
接
的
な
目
視
が
難
し
く
、

Ｔ
Ｖ
（
管
内
カ
メ
ラ
）
や
音
響
、
電
磁
波
レ

ー
ダ
ー
を
用
い
た
調
査
・
探
査
な
ど
の
技
術

の
活
用
が
不
可
欠
で
す
。
一
方
で
、
中
大
口

径
管
路
で
は
調
査
員
が
管
内
に
入
る
こ
と
が

困
難
な
量
の
下
水
が
流
れ
て
い
る
施
設
が
多

く
存
在
し
、
ド
ロ
ー
ン
式
や
船
体
式
と
い
っ

た
特
殊
な
調
査
方
法
で
の
劣
化
調
査
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査

等
は
高
額
か
つ
時
間
を
要
し
、
全
管
路
を
網

羅
的
に
調
査
す
る
の
は
現
実
的
で
な
い
た

め
、
効
率
的
な
実
施
計
画
と
劣
化
推
定
モ
デ

ル
の
構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
3
）
維
持
管
理
費
用
の
膨
張
と
予
算
制
約

上
下
水
道
管
路
の
総
延
長
は
膨
大
で
あ

り
、
全
管
路
の
一
括
更
新
は
財
政
的
に
極
め

て
困
難
で
す
。
今
後
、
耐
用
年
数
を
超
え
た

管
路
が
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
る
一
方
、

人
口
減
少
で
料
金
収
入
が
減
少
し
て
い
る

中
、
経
営
戦
略
と
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
財
源
確
保
と
改

築
・
更
新
ペ
ー
ス
が
追
い
つ
い
て
い
け
な
い

の
で
は
と
危
惧
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
下
、
限
ら
れ
た
予
算
の
な
か
で
、
ど
の
区

間
を
優
先
し
て
修
繕
・
改
築
す
べ
き
か
を
合

理
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
管
路
の
重
要
度
、

劣
化
度
合
い
、
事
故
の
影
響
度
合
い
、
改
築

コ
ス
ト
な
ど
多
様
な
要
素
を
総
合
的
か
つ
統

合
的
に
評
価
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
の
導
入
・
高
度
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
劣
化
デ
ー
タ
の
不
足
や
評
価
基
準

の
不
統
一
、
住
民
理
解
を
得
る
こ
と
の
難
し

さ
な
ど
に
よ
り
、
計
画
の
策
定
と
実
行
に
壁

が
存
在
し
ま
す
。
加
え
て
、
単
年
度
予
算
の

縛
り
が
長
期
的
な
視
点
で
の
計
画
策
定
を
妨

げ
る
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

（
4
）
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
と
対
応
力
の
強
化

近
年
の
地
震
や
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
激

甚
化
は
、
上
下
水
道
管
路
の
損
傷
リ
ス
ク
を

高
め
て
い
ま
す
。
被
災
時
の
断
水
や
汚
水
溢

水
は
住
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
た

め
、
耐
震
化
や
緊
急
時
の
復
旧
計
画
、
応
急

対
応
体
制
の
充
実
も
必
要
で
す
。

耐
震
管
材
・
手
法
の
導
入
や
液
状
化
対
策

の
採
用
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
コ
ス
ト
増

加
や
施
工
の
難
し
さ
が
普
及
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
の
情
報
共
有
や

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整
備
も
継
続
的

な
課
題
で
す
。

（
5
）
技
術
者
不
足
と
知
見
の
継
承

上
下
水
道
分
野
に
お
け
る
技
術
者
の
高
齢

化
は
顕
著
で
あ
り
、
経
験
豊
富
な
技
術
者
の

退
職
に
伴
い
、
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

に
求
め
ら
れ
る
役
割
が
「
調
査
・
設
計
」
だ

け
で
な
く
、
計
画
策
定
・
デ
ー
タ
整
備
・
維

持
管
理
運
用
支
援
ま
で
拡
大
し
て
い
る
な
か
、

新
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に
は
新
た
な
知
識

が
必
要
で
あ
り
、
若
手
技
術
者
の
育
成
と
教

育
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．２　

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
と

具
体
的
な
考
え
方

上
下
水
道
管
路
の
持
続
可
能
な
維
持
管
理

に
お
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
単
な
る
技

術
支
援
に
留
ま
ら
ず
、
メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

に
加
え
て
多
面
的
か
つ
包
括
的
な
役
割
を
担

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
以
下
に
具
体
的
な
視

点
を
述
べ
ま
す
。

（
1
）
総
合
的
な
現
状
把
握
と
診
断
支
援

管
路
の
劣
化
状
況
を
科
学
的
か
つ
効
率
的

に
把
握
す
る
た
め
、
空
洞
調
査
を
含
め
た
点

検
・
調
査
技
術
の
適
切
な
選
択
と
組
み
合
わ

せ
、
点
検
・
調
査
計
画
の
立
案
を
行
う
こ
と

が
必
要
で
す
。
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
解
析

を
活
用
し
、
調
査
デ
ー
タ
の
精
度
向
上
と
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
今
後
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
ま
た
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

Ｉ
Ｓ
）
を
活
用
し
た
空
間
的
な
劣
化
リ
ス
ク

の
可
視
化
や
、
管
路
の
重
要
度
評
価
に
基
づ

く
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
行

政
・
事
業
者
の
意
思
決
定
を
支
え
て
い
く
こ

と
も
必
要
で
す
。

（
2
）
最
新
技
術
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
支
援

Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
ー
や
遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
漏
水

検
知
や
状
態
監
視
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
技
術
の
導
入
・
運
用
支
援
を
通
じ
て
、

効
率
的
な
維
持
管
理
体
制
の
構
築
を
支
援
す

る
こ
と
も
我
々
の
役
割
と
考
え
ま
す
。
下
水

道
管
路
施
設
で
は
特
に
腐
食
環
境
下
に
お
け

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
速
度
に
注

視
し
た
硫
化
水
素
濃
度
の
定
点
測
定
を
推
奨

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
デ
ー
タ
解
析
や
Ｖ
Ｒ
／
Ａ
Ｒ
を

活
用
し
た
技
術
者
教
育
な
ど
、
新
技
術
の
活

用
に
よ
る
技
術
力
向
上
と
人
材
育
成
を
促
進

す
る
こ
と
が
今
後
の
急
務
で
あ
り
ま
す
。

（
3
）
施
工
環
境
の
制
約
と
技
術
選
定

既
存
施
設
の
改
築
検
討
で
は
、狭
隘
道
路
、

交
通
規
制
、
地
下
埋
設
物
の
混
雑
、
管
更
生

か
開
削
か
の
判
断
な
ど
、
現
場
条
件
・
制
約

条
件
に
応
じ
た
技
術
・
工
法
選
定
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
な
か
、
新
技
術
を
取
り
入
れ
た

最
適
解
を
提
案
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
事
故
発
生
時
に
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
多
重
性
等
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を

確
保
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
我
々

水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
知
見
・

経
験
等
が
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
老
朽
化
・
劣
化
対
策
の
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

設
計
範
囲
に
耐
震
や
浸
水
と
い
っ
た
別
リ
ス

ク
の
診
断
・
検
討
結
果
を
加
え
た
総
合
的
な

事
業
提
案
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

２
．３　

Ｗ-

Ｐ
Ｐ
Ｐ
︵
官
民
連
携
︶
に

お
け
る
課
題
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割

（
1
）
契
約
に
関
す
る
設
計
の
複
雑
性

本
制
度
は
、
受
注
者
が
契
約
期
間
十
年
の

上
下
水
道
管
路
運
営
管
理
の
責
任
を
負
う
た

め
、
契
約
期
間
の
設
定
、
リ
ス
ク
分
担
、
運

営
責
任
範
囲
の
明
確
化
が
難
し
く
、
特
に
維

持
管
理
に
お
け
る
品
質
保
証
や
投
資
回
収
の

仕
組
み
設
計
は
高
度
な
専
門
知
識
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
Ｗ

―Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
お
け
る
リ
ス
ク
分
担
や
契
約
条

件
の
設
計
、
事
業
収
支
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
支
援
し
、
実
効
性
の
高
い
契
約
方
式
の

策
定
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
2
）
利
害
調
整
の
困
難
さ

公
的
使
命
と
民
間
の
収
益
性
確
保
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
住
民
・
行
政
・
民

間
事
業
者
間
の
利
害
調
整
が
課
題
と
な
り
ま

す
。
関
係
者
間
の
合
意
形
成
支
援
や
住
民
説

明
会
の
運
営
支
援
を
通
じ
、
透
明
性
と
信
頼

性
の
確
保
に
寄
与
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
3
）
技
術
力
・
管
理
能
力
の
格
差

民
間
事
業
者
に
よ
っ
て
は
技
術
・
管
理
力

に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
技
術
力
評
価
や
維
持

管
理
品
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
体
制
構
築
を
支

援
し
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
維
持
・
向
上
を
図

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
民
間

事
業
者
及
び
行
政
技
術
者
の
技
術
力
向
上
に

向
け
た
研
修
や
ノ
ウ
ハ
ウ
移
転
を
促
進
し
、

持
続
可
能
な
運
営
基
盤
の
確
立
を
支
援
す
る

こ
と
も
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
の
ひ
と
つ

で
す
。

3
．今
後
の
展
望
と
結
び

上
下
水
道
管
路
の
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
は
、
老
朽
化
の
進
行
、
災
害
リ
ス
ク
の
増

大
、
技
術
者
不
足
と
い
っ
た
多
様
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
処
す

る
た
め
に
は
、技
術
革
新
の
推
進
と
と
も
に
、

計
画
的
か
つ
効
率
的
な
維
持
管
理
体
制
の
構

築
が
不
可
欠
で
す
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、
最
新
技
術
の
導
入

支
援
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、

災
害
対
応
強
化
、
人
材
育
成
な
ど
多
面
的
に

貢
献
し
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
イ
ン
フ

ラ
基
盤
の
確
保
に
寄
与
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ

―Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
普
及
に
伴
い
、
官
民
双
方
の
強
み

を
活
か
し
た
新
た
な
協
働
モ
デ
ル
の
構
築
支

援
も
重
要
な
役
割
で
す
。
今
後
も
行
政
、
事

業
者
、
民
間
企
業
、
そ
し
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
連
携
し
、
透
明
性
と
効
率
性
を
兼
ね
備

え
た
上
下
水
道
管
路
の
維
持
管
理
を
推
進
す

る
こ
と
が
、
国
民
生
活
の
安
心
・
安
全
の
確

保
に
不
可
欠
で
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

結
び
と
し
て
、
こ
の
約
四
半
世
紀
に
わ
た

り
下
水
道
計
画
及
び
管
路
設
計
に
携
わ
っ
て

き
た
筆
者
の
立
場
か
ら
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
係
る
設
計
思
想
に
関
し
て

特
に
重
要
と
考
え
る
事
項
を
以
下
に
整
理
し

て
示
し
ま
す
。

・
新
設
の
中
大
口
径
管
路
の
場
合
、
管
内
調

査
（
潜
行
目
視
等
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
が
可

能
な
設
計
流
速
（
管
断
面
及
び
勾
配
）
に

設
定
す
る
こ
と
。

︹
例
︺
バ
イ
パ
ス
管
の
管
内
流
速
を
一
・

〇
ｍ
／
sec
以
下
か
つ
水
深
を
管
内

径
の
三
分
の
一
程
度
に
設
定

・
腐
食
環
境
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の

緊
急
的
調
査
と
補
修
工
事
を
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
短
期
計
画
に
位
置
付
け
る
こ
と
。

︹
例
︺
圧
送
管
吐
出
先
下
流
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
管
の
複
数
ス
パ
ン
を
緊
急
的

に
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査

・
小
口
径
管
路
で
は
、
社
会
的
影
響
（
施
設

重
要
度
）
及
び
事
故
発
生
の
可
能
性
（
劣

化
度
合
い
）
に
基
づ
く
リ
ス
ク
分
析
を
踏

ま
え
て
簡
略
し
た
視
覚
調
査
を
適
用
す
る

こ
と
。

︹
例
︺
一
般
環
境
下
の
小
口
径
管
路
で
は

側
視
や
寸
法
測
定
を
せ
ず
に
日
進

量
を
上
げ
た
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
調
査
を

行
い
、
映
像
情
報
か
ら
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
劣
化

診
断
を
実
施

・
道
路
陥
没
事
故
等
の
平
常
時
リ
ス
ク
と
地

震
時
リ
ス
ク
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
設
計
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
と
と
も
に
基
準
化
す
る

こ
と
。

︹
例
︺
管
内
の
視
覚
調
査
の
結
果
等
か
ら
、

劣
化
診
断
の
ほ
か
、
耐
震
診
断
や

流
下
能
力
診
断
を
同
時
に
行
い
、

各
々
の
対
策
検
討
を
も
っ
て
設
計
・

工
事
を
実
施

Ｗ
―Ｐ
Ｐ
Ｐ
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変

換
期
に
向
け
て
我
々
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
、

こ
れ
ら
課
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
課
題
の

奥
底
に
潜
む
背
景
等
を
鑑
み
な
が
ら
役
割
に

即
し
た
抜
本
的
な
解
決
策
を
提
供
で
き
る
一

助
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

引
き
続
き
、
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
ま
い
り
ま
す
。
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1
．は
じ
め
に

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
で
は
、

二
〇
一
三
年
度
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｈ
（Sm

art 
M

aintenance H
ighw

ay

）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
二
〇
一
二
年
十
二
月
に
発
生
し

た
中
央
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事
故

を
踏
ま
え
、
近
い
将
来
直
面
す
る
深
刻
な
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
や
労
働
力
不
足
と
い
っ
た

社
会
的
課
題
に
対
応
し
、
安
全
で
安
心
な
高

速
道
路
を
持
続
的
に
維
持
す
る
た
め
、
現
場

の
諸
課
題
の
解
決
に
立
脚
、
密
着
し
た
検
討

を
推
進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
と
技
術

者
が
融
合
し
た
総
合
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
を
構
築
す
る
取
組
み
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経

験
と
直
面
し
て
い
る
課
題
か
ら
、
現
場
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
持
続
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
最
新
の
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
参
考

に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
少
し
で
も

同
様
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
自
治
体
等
の
皆

様
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

2
．Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

概
要

Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
図
1
①
）
は
構

想
か
ら
基
本
計
画
を
策
定
、
技
術
開
発
や
モ

デ
ル
現
場
で
の
試
行
改
良
、
全
社
実
装
ま
で

約
十
二
年
間
継
続
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
そ
の
検
討
テ
ー
マ
（
図
1
②
）
は
、

「
点
検
・
調
査
」「
分
析
・
評
価
」「
補
修
計

画
策
定
」「
補
修
・
修
繕
」「
危
機
管
理
」「
交

通
管
理
」「
標
準
化
」「
人
材
育
成
」と
幅
広
く
、

以
下
に
、
現
時
点
で
現
場
に
お
い
て
実
装
済

み
の
取
組
み
及
び
開
発
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

久
保　

竜
志

㈱
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

常
務
取
締
役　

兼　

執
行
役
員　

技
術
本
部
長

事
例

持
続
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ

︱
デ
ー
タ
駆
動
型
維
持
管
理
の
実
現
に
向
け
て
︱

図1①　SMHプロジェクトの概要

図1②　SMHプロジェクトの検討テーマ
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
す
る
。

�1）
現
場
実
装
済
み
の
取
組
み

目
標
1

保
全
計
画
会
議
で
点
検
結
果
や
補
修
計
画

状
況
な
ど
の
確
認
を
す
る
デ
ジ
タ
ル
資
料
の

自
動
作
成

取
り
組
ん
だ
施
策

①
維
持
管
理
の
業
務
フ
ロ
ー
や
役
割
分
担
を

明
記
し
た
イ
ン
フ
ラ
管
理
要
領
の
制
定

②
過
去
の
点
検
デ
ー
タ
や
チ
ー
ム
内
進
捗
等

を
確
認
し
な
が
ら
点
検
結
果
を
入
力
で
き

る
ア
プ
リ
の
ス
ク
ラ
ッ
チ
開
発

③
点
検
デ
ー
タ
を
管
理
す
る
ホ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
の
改
良
と
統
合
型
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

④
点
検
結
果
や
補
修
計
画
案
を
一
元
的
に
可

視
化
す
る
Ｂ
Ｉ（Business Intelligence

）

ツ
ー
ル
の
導
入

効
果点

検
結
果
は
図
2
①
の
流
れ
に
示
す
と
お

り
、
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
入
力
し
た
後
、
社

内
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
経
由
で
ホ
ス
ト
シ
ス
テ

ム
に
送
信
さ
れ
、
自
動
で
Ｂ
Ｉ
コ
ン
テ
ン
ツ

（
図
2
②
）
と
し
て
可
視
化
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
デ
ー
タ
は
事
務
所
や
支
社
の
保

全
計
画
会
議
で
、
点
検
状
況
の
確
認
や
変
状

評
価
の
妥
当
性
、補
修
計
画
の
有
効
性
な
ど
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
迅
速
か
つ
的
確
な
意
思

決
定
を
行
っ
て
い
る
。

目
標
2

災
害
や
交
通
事
故
な
ど
の
状
況
を
、
位
置

情
報
付
き
の
テ
キ
ス
ト
や
写
真
で
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
組
織
内
へ
共
有

取
り
組
ん
だ
施
策

①
図
3
①
の
と
お
り
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
て
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（G

eo
gra

p
h

ic 
Inform

ation System

）
をC

loud

導

入
し
、
必
要
機
能
は
内
製
チ
ー
ム
に
よ
る

ア
ジ
ャ
イ
ル
開
発
体
制
を
構
築

図2①　点検から保全計画会議までデータ自動化の流れ

図2②　保全計画会議で確認する変状箇所や補修計画の
BI画面例(土木構造物)

図3①　危機管理GISの概要

図3②　KP(キロポスト)アプリと危機管理GISの連携
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②
位
置
情
報
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
連
動
し
、
テ
キ
ス

ト
や
写
真
な
ど
の
現
場
情
報
を
入
力
す
る

ス
マ
ホ
専
用
ア
プ
リ
（
図
3
②
）
の
開
発

効
果危

機
管
理
事
案
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
現

場
状
況
を
位
置
情
報
と
と
も
に
事
務
所
・
支

社
・
本
社
の
各
組
織
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共

有
さ
れ
る
こ
と
で
、
過
剰
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
要
と
な
り
、
追
加
応
援
の
判
断

や
対
応
完
了
の
見
通
し
、
各
種
報
告
な
ど
が

迅
速
か
つ
的
確
に
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
対
応
終
了
後
は
生
成
Ａ
Ｉ
で
概
要

に
取
り
ま
と
め
て
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
り
、

活
き
た
教
材
と
し
て
人
材
育
成
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
今
後
は
経
験
の
浅
い
社
員
に
対

す
る
業
務
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
拡
張
し

て
い
く
。

目
標
3

管
理
延
長
約
四
千
㎞
と
そ
の
側
道
を
位
置
情

報
付
き
道
路
映
像
に
よ
り
現
地
状
況
を
確
認

取
り
組
ん
だ
施
策

①
走
行
映
像
の
位
置
情
報
と
映
像
上
の
特
徴

点
ま
で
の
距
離
を
算
出
し
て
、
三
六
〇
度

映
像
に
三
次
元
座
標
値
を
付
与
す
る
Ｃ
Ｖ

処
理
特
許
技
術
（
岩
根
研
究
所
㈱
保
有
）

を
活
用
し
て
作
成

②
活
用
機
能
（
図
4
）
は
、
主
に
ａ
.ス
ト
リ

ー
ト
ビ
ュ
ー
機
能
、
ｂ
.映
像
上
で
の
計

測
機
能
、
ｃ
.映
像
上

に
道
路
管
理
情
報
の
タ

グ
付
け
機
能
、
ｄ
.３

Ｄ
ポ
リ
ゴ
ン
モ
デ
ル
を

配
置
す
る
交
通
規
制
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能

を
有
し
て
い
る

③
特
に
ｃ
.タ
グ
付
け
機

能
は
、
人
事
異
動
を
前

提
と
し
た
組
織
運
営
に

お
い
て
、
新
任
担
当
者

が
現
地
で
発
生
し
た
事

象
を
現
場
映
像
と
と
も

に
迅
速
か
つ
的
確
に
把

握
で
き
る
こ
と
か
ら
継

続
的
に
推
進
し
て
い
る

効
果約

一
万
人
の
社
員
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
、
五
六
％

の
社
員
が
利
用
し
て
お
り
、現
地
調
査
は
約

〇・七
回
／
月
削
減
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対

象
社
員
の
年
間
削
減
時
間
は
約
七
万
四
千
二

百
時
間
（
四
時
間
／
回
と
仮
定
）
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

�2）
開
発
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

目
標
1

高
速
道
路
上
の
日
常
管
理
を
高
度
化
す
る

全
方
位
自
動
点
検
車
両
（
図
５
：Road-

eye�D
AYS

）
の
開
発

取
り
組
ん
で
い
る
施
策

①
世
界
で
初
め
て
二
車
線
の
同
時
計
測

LiD
A

R

に
よ
る
路
面
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
（
高

さ
誤
差
±
二
㎜
）
と
変
状
箇
所
の
Ａ
Ｉ
検

出
、
Ｉ
Ｒ
Ｉ
・
わ
だ
ち
量
・
段
差
量
の
算

出
⇒
現
在
、
三
事
務
所

②
ラ
イ
ン
ス
キ
ャ
ン
カ
メ
ラ
と
Ａ
Ｉ
検
出
技

術
に
よ
る
路
面
ひ
び
割
れ
率
の
算
定
⇒
二

〇
三
〇
年
ま
で
に
低
価
格
な
コ
ン
パ
ク
ト

カ
メ
ラ
映
像
か
ら
ひ
び
割
れ
率
を
検
出
す

る
Ａ
Ｉ
技
術
を
開
発
予
定

③
４
Ｋ
カ
メ
ラ
に
よ
る
道
路
空
間
映
像
か

ら
、
標
識
や
植
栽
な
ど
各
種
ア
セ
ッ
ト
の

異
常
箇
所
や
時
間
変
差
箇
所
を
自
動
抽
出

す
る
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発

④
前
記
①
～
③
の
各
計
測
デ
ー
タ
を
位
置
情

報
で
同
期
す
る
ビ
ュ
ワ
ー
の
開
発

図4　全周囲道路映像システムの主な機能

図5　Road-eye ＤＡＹＳの機能概要（予定含む）
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

効
果
（
想
定
）

・
一
回
／
年
の
頻
度
で
測
定
し
て
い
る
路
面

性
状
調
査
を
な
く
し
、
舗
装
改
良
計
画
は

予
測
値
（
安
全
側
）
か
ら
実
測
値
に
な
る

こ
と
で
舗
装
改
良
費
を
最
適
化
（
削
減
）

で
き
る
。

・
二
名
乗
車
に
よ
る
日
常
点
検
を
運
転
手
の

み
と
し
て
一
名
に
削
減
。

・
ポ
ッ
ト
ホ
ー
ル
の
発
生
頻
度
で
決
め
て
い

る
日
常
点
検
頻
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
最

適
化
）
と
対
応
の
高
度
化
（
お
客
様
対
応
、

補
修
依
頼
、
優
先
度
検
討
、
発
生
予
測
等
）

・
橋
梁
部
は
床
版
上
面
／
下
面
パ
ネ
ル
判
定

と
路
面
デ
ー
タ
の
自
動
マ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

に
よ
る
補
修
優
先
度
の
検
討
。

目
標
2

供
用
中
の
橋
梁
な
ど
維
持
管
理
Ｂ
Ｉ
Ｍ
と

し
て
活
用
を
目
指
す
３
Ｄ
Ｇ
Ｓ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
ア
プ
リ
の
開
発

取
り
組
ん
で
い
る
施
策

①
供
用
中
の
道
路
構
造
物
を
３
Ｄ
ハ
ン
デ
ィ
ス

キ
ャ
ナ
ー
と
３
Ｄ
Ｇ
Ｓ
（3D

 G
aussian 

Splatting

）
技
術
に
よ
り
、
フ
ォ
ト
リ

ア
ル
な
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
作
業
を

内
製
化

②
３
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
座
標
上
に
損
傷
デ
ー
タ
の
位

置
情
報
を
合
致
さ
せ
て
埋
め
込
む
ア
プ
リ

の
開
発
（
図
6
）

③
橋
梁
の
下
面
、
上
面
、
側
面
か
ら
損
傷
状

況
を
多
面
層
的
に
可
視
化
す
る
ア
プ
リ
の

開
発

効
果
（
想
定
）

・
３
Ｄ
モ
デ
ル
上
で
損
傷
状
況
が
確
認
で
き

る
こ
と
で
、
損
傷
間
の
関
係
が
構
造
体
と

し
て
理
解
で
き
る
た
め
、
よ
り
的
確
な
補

修
対
策
や
補
修
設
計
が
可
能
と
な
る
。

・
同
レ
ベ
ル
の
健
全
度
の
構
造
物
で
も
、
損

傷
の
進
行
状
況
を
３
Ｄ
Ｇ
Ｓ
上
で
定
量
的

に
評
価
す
る
こ
と
や
損
傷
状
況
を
多
面
層

的
に
評
価
す
る
こ
と
な
ど
が
容
易
と
な
る

の
で
、
よ
り
細
分
化
し
た
補
修
優
先
度
が

判
断
で
き
る
。

そ
の
他
に
も
、
高
解
像
度
カ
メ
ラ
や
赤
外

線
カ
メ
ラ
、Ｕ
Ａ
Ｖ
な
ど
を
活
用
し
た
点
検
、

高
橋
脚
に
利
用
を
想
定
し
た
壁
昇
降
打
音
ロ

ボ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｆ
Ｒ
Ｃ
床
版
上
面
増
厚
界
面
部

の
損
傷
を
見
つ
け
る
衝
撃
弾
性
波
法
自
動
打

撃
装
置
な
ど
の
開
発
や
現
場
検
証
を
行
っ
て

い
る
が
、
誌
面
の
関
係
上
、
詳
細
は
次
の
機

会
で
ご
紹
介
し
た
い
。

3
．持
続
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ

維
持
管
理
に
必
要
な
も
の

今
後
、
ま
す
ま
す
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽

化
が
進
行
し
て
い
く
が
、
安
全
を
担
保
で
き

る
維
持
管
理
に
必
要
な
人
員
や
コ
ス
ト
を
継

続
的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な

い
。「
老
朽
化
」
と
「
維
持
管
理
体
制
」
と

い
う
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
ど
の
よ
う
な
手
段
で

最
適
化
し
て
い
く
の
か
検
討
す
る
こ
と
が
持

続
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
つ

な
が
る
。

そ
の
た
め
に
特
に
重
要
な
要
件
が
「
適
時

適
切
に
現
場
状
況
を
把
握
し
、
そ
の
状
況
を

組
織
内
で
の
共
有
、
必
要
な
意
思
決
定
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
」

で
あ
る
。

前
章
で
紹
介
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
取
組
み
に
お
い
て
も
、
こ
の
点
を
意
識
し
て

開
発
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
は
さ
ら
に
需

給
バ
ラ
ン
ス
の
最
適
化
に
資
す
る
取
組
み
を

強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
そ
の
取
組
み

の
具
体
的
な
検
討
事
項
を
い
く
つ
か
述
べ
る
。

①
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
（
メ
リ
ハ
リ
）
点
検

人
間
の
健
康
管
理
で
は
、
健
康
状
態
が
良

好
な
場
合
に
は
基
本
的
な
検
査
の
み
で
十
分

で
あ
り
、
状
態
が
悪
化
す
る
に
つ
れ
て
よ
り

詳
細
な
検
査
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
概
念
は

イ
ン
フ
ラ
管
理
に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
今
後
は
健
康
診
断
に
類
似
し
た
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に
基

図6　3ＤＧＳを基盤とした可視化ツールアプリ（開発中）
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づ
い
て
詳
細
点
検
の
要
否
を
判
定
す
る
手
法

が
求
め
ら
れ
る
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
点
検
に

つ
い
て
は
、
簡
易
か
つ
効
率
的
な
方
法
が
望

ま
し
い
。
現
場
映
像
を
中
心
と
し
て
、
構
造

諸
元
、
建
設
記
録
、
使
用
環
境
、
過
去
の
点

検
記
録
、
損
傷
誘
因
デ
ー
タ
等
の
情
報
を
統

合
（
マ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
）
し
、
客
観
的
な
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
基
準
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
管
理
水
準
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

維
持
管
理
及
び
防
災
体
制
の
最
適
な
意
思

決
定
根
拠
を
構
築
す
る
に
は
、
管
理
状
態
の

継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
不
可
欠
で
あ

る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、
現
場
の
状
況
を
セ

ン
サ
ー
等
に
よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
把
握
す

る
の
み
な
ら
ず
、
過
去
デ
ー
タ
を
基
盤
と
し

た
管
理
状
況
や
状
態
の
分
析
を
行
い
、
運
用

中
の
各
種
基
準
が
ど
の
管
理
レ
ベ
ル
に
該
当

し
て
い
る
か
を
明
確
化
す
る
こ
と
も
含
ま
れ

る
。
な
お
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
は
ダ

ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
化
し
て
、
現
場
で
い
つ
で
も

確
認
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

③
リ
ス
ク
ベ
ー
ス
ド
保
全

こ
れ
ま
で
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
）
最
小
化
の
観
点
か
ら
、
重
大
損
傷

発
生
前
に
軽
微
な
損
傷
段
階
で
補
修
対
応
を

繰
り
返
す
「
予
防
保
全
」
手
法
の
導
入
が
推

奨
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
予
算
確

保
、
実
施
体
制
の
整
備
、
業
務
効

率
性
等
の
課
題
に
よ
り
、
そ
の
定

着
は
現
場
レ
ベ
ル
で
十
分
と
は
言

い
難
い
状
況
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
は
短
期
的
な
解
決
が
困
難
で

あ
る
た
め
、現
行
の
「
事
後
保
全
」

方
針
を
見
直
し
、
安
全
リ
ス
ク
を

定
量
的
デ
ー
タ
に
基
づ
き
可
視
化

し
た
上
で
、
補
修
優
先
度
を
組
織

横
断
的
に
客
観
評
価
す
る
「
リ
ス

ク
ベ
ー
ス
ド
保
全
」
へ
の
高
度
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

④
デ
ー
タ
に
基
づ
く
意
思
決
定
を

行
う
道
路
イ
ン
フ
ラ
用
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
（
図
７
）

持
続
可
能
な
維
持
管
理
に
は
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
適
切
な
意
思
決

定
を
行
え
る
仕
組
み
が
不
可
欠
で

あ
る
。
現
場
か
ら
の
デ
ー
タ
収
集

や
蓄
積
、
意
思
決
定
に
必
要
と
な

る
選
択
肢
を
Ａ
Ｉ
等
で
分
析
す
る
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
維
持

管
理
業
務
体
制
に
向
け
た
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
ビ
ジ
ネ

ス
・
プ
ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）

の
実
施
な
ど
、
現
場
が
負
担
な
く
デ
ー
タ
活

用
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
見
え
る
化
す

る
包
括
的
仕
組
み
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
用
デ
ジ

タ
ル
ツ
イ
ン
を
構
築
が
重
要
と
な
る
。

以
上
の
と
お
り
、
持
続
可
能
な
道
路
イ
ン

フ
ラ
維
持
管
理
が
指
向
す
る
方
向
性
と
し
て

は
、「
技
術
者
と
Ａ
Ｉ
等
が
調
和
し
、
確
度

の
高
い
予
測
と
不
確
実
性
へ
の
対
応
、
安
全

と
生
産
性
の
両
立
を
実
現
す
る
デ
ー
タ
駆
動

型
の
維
持
管
理
」
で
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向

け
た
今
後
の
シ
ス
テ
ム
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
に

つ
い
て
次
章
で
述
べ
る
。

4
．コ
ス
ト
効
率
の
高
い

維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築（
図
8
）

前
章
で
触
れ
た
と
お
り
、
持
続
可
能
な
道

路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
は
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
が
不
可
欠
で
、
近
年
で
はC

hat 
G

PT

やC
laude

、G
em

ini

と
い
っ
た
生

図7　道路インフラ用デジタルツインの構築イメージ

図8　ＩＴアーキテクチャの構造転換
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

成
Ａ
Ｉ
の
日
進
月
歩
の
進
化
に
よ
り
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
現
性
が
一
段
と
高
ま
っ

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
登
場
に
よ

り
、
今
後
の
Ｉ
Ｔ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
も
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
が
管
理
す
る
Ａ
Ｉ
層
が
デ
ー
タ
層

に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
直
接
処
理
し
、
イ

ン
フ
ラ
層
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
層
の
重
要

性
は
相
対
的
に
低
下
し
て
い
く
。

一
方
で
従
来
型
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム

は
、
全
機
能
を
単
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
に
統
合

す
る
モ
ノ
リ
シ
ッ
ク
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
採

用
し
、
必
要
と
な
る
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
ベ
ン

ダ
ー
が
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ォ
ー
ル
型
プ
ロ
セ
ス

で
開
発
し
て
い
る
。
こ
の
方
式
で
は
、
わ
ず

か
な
改
修
で
も
シ
ス
テ
ム
全
体
に
影
響
が
及

び
や
す
く
、
保
守
・
運
用
や
改
修
作
業
の
コ

ス
ト
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
継
続

的
な
改
善
が
難
し
く
、
最
終
的
に
は
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
低
下
を
招
く
と
い
う
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
今
後
の
維
持
管
理
シ
ス
テ

ム
は
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
方
式
（
図

9
）へ
の
移
行
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
方
式
で
は
、
小
さ

な
独
立
し
た
サ
ー
ビ
ス
同
士
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
通
じ
て
連
携
し
、

大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
は

自
然
言
語
で
生
成
Ａ
Ｉ
と
会
話
し
な
が

ら
、
Ｍ
Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
ー
（
Ａ
Ｉ
が
外
部

の
ツ
ー
ル
や
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る

た
め
の
「
通
訳
＋
接
続
ハ
ブ
」）
を
経

由
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ビ
ス
同
士
が

連
携
す
る
仕
組
み
へ
の
移
行
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
各
サ
ー
ビ
ス
は
独

立
し
て
単
一
の
機
能
を
担
う
た
め
、
一

部
に
問
題
が
あ
っ
て
も
該
当
サ
ー
ビ
ス

の
み
の
更
新
で
す
み
、
迅
速
な
開
発
・
運
用

が
可
能
と
な
り
、
コ
ス
ト
の
削
減
や
ベ
ン
ダ

ー
ロ
ッ
ク
の
回
避
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

5
．お
わ
り
に︵
管
理
者
の
垣

根
を
超
え
た
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
面
管
理
へ
︶

持
続
可
能
な
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理

に
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し

て
、
デ
ー
タ
駆
動
型
の
維
持

管
理
が
実
践
で
き
る
Ｂ
Ｐ
Ｒ

を
行
う
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た

が
、
こ
の
仕
組
み
の
構
築
を

各
々
の
道
路
管
理
者
で
行
う

こ
と
は
、
構
築
費
用
や
開
発

体
制
、
デ
ー
タ
の
相
互
利
用

な
ど
の
観
点
か
ら
非
効
率
的

で
あ
る
。
業
務
生
産
性
の
高

い
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
を
行
う
た
め
に
は
、
都
道

府
県
単
位
で
道
路
管
理
者
の

垣
根
を
超
え
た
す
べ
て
の
道

路
を
対
象
と
し
た
維
持
管
理

用
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
使

い
、
物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
か
は
と
も
か
く
、

Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
当
時
に
検
討
し

た
イ
ン
フ
ラ
管
理
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
（
図
10
）

の
よ
う
な
機
能
で
集
中
管
理
す
る
体
制
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。

今
後
も
Ｓ
Ｍ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
培
っ
た

様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
開
発
技
術
な
ど
が
、
国

全
体
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
グ
ル
ー
プ
全
体
で
取

組
み
を
進
め
て
い
く
。

図9　マイクロサービス方式によるシステム構成イメージ

図10　インフラ管理データセンターのイメージ（検討当時）
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事
例

管
路
台
帳
の
三
次
元
モ
デ
ル
化

1
．は
じ
め
に

静
岡
県
企
業
局
で
は
、
静
岡
県
公
営
企
業

の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
工
業

用
水
道
事
業
（
六
工
水
・
管
路
延
長
三
百
八

十
㎞
）、
水
道
用
水
供
給
事
業
（
以
下
、
水

道
事
業
）（
三
水
道
・
管
路
延
長
三
百
六
十

九
㎞
）、
地
域
振
興
整
備
事
業
を
所
管
し
て

い
る
（
図
1
・
2
）。

2
．工
業
用
水
道
及
び
水
道
事

業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進

︵
1
︶
背
景

工
業
用
水
道
事
業
及
び
水
道
事
業
に
お
け

る
浄
水
場
等
施
設
の
運
転
管
理
や
管
路
の
維

持
管
理
等
は
、
職
員
の
経
験
や
保
有
技
術
に

依
存
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
こ
で
、
課
題
解
決
が
見
込
ま
れ
る
業
務

に
つ
い
て
静
岡
県
デ
ジ
タ
ル
戦
略
局
と
連
携

し
、
効
率
化
や
省
力
化
を
目
的
と
し
た
検
討

及
び
実
証
を
進
め
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
実
装
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

︵
2
︶
現
状

埋
設
さ
れ
た
水
道
管
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
台

帳
に
よ
り
、
お
お
よ
そ
の
位
置
を
把
握
し
て

い
る
が
、
現
地
に
て
道
路
等
を
掘
削
し
て
管

路
を
露
出
さ
せ
な
い
と
、
よ
り
詳
細
な
位
置

を
把
握
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

︵
3
︶
課
題

実
際
の
道
路
工
事
等
で
掘
削
す
る
と
、
管

路
台
帳
よ
り
推
定
し
た
場
所
と
異
な
る
位
置

で
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
、
重
機
に
よ
る
水

道
管
の
破
損
事
故
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
水
道
管
の
破
損
事
故
は
、
道
路
冠

水
や
水
道
の
断
水
を
伴
う
た
め
社
会
的
影
響

が
大
き
い
も
の
の
、
抜
本
的
な
対
策
を
見
出

せ
て
い
な
い
。

︵
4
︶
取
組
み
内
容

三
次
元
点
群
デ
ー
タ
を
取
得
可
能
な

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

お
よ
び
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
使
用
し
、
管
路
布
設
工
事
等
に
お
け
る
埋

戻
し
前
の
露
出
管
の
三
次
元
デ
ー
タ
を
取
得

す
る
。

取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ
を
世
界
測
地
系
の

三
次
元
仮
想
空
間
に
展
開
し
、
点
群
デ
ー
タ

を
も
と
に
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
で

渡
瀬　

勇
人

静
岡
県
交
通
基
盤
部
建
設
経
済
局

技
術
調
査
課
主
査

図1　静岡県水道用水供給事業概要図

図2　静岡県工業用水道事業概要図
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

管
路
台
帳
の
三
次
元
モ
デ
ル
化
を
図
る
。

︵
5
︶
期
待
さ
れ
る
効
果

地
下
埋
設
管
の
可
視
化
に
よ
り
、
占
用
工

事
の
効
率
化
や
水
道
管
の
破
損
事
故
の
予
防

効
果
が
得
ら
れ
、
管
路
の
適
正
な
維
持
管
理

や
社
会
的
影
響
の
大
き
な
事
故
回
避
が
見
込

ま
れ
る
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
静
岡
県
イ
ン
フ
ラ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ
り
、
他
自

治
体
等
と
の
連
携
や
防
災
へ
の
利
活
用
も
期

待
さ
れ
る
。

3
．モ
デ
ル
化
の
具
体
的
な
方
法

︵
1
︶
点
群
デ
ー
タ
の
取
得

布
設
し
た
直
後
で
埋
め
戻
し
前
の
管
路
の

点
群
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
（
図
3
）。

点
群
デ
ー
タ
と
は
三
次
元
測
量
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
三
次
元
座
標
（
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
）
と

色
情
報
（
Ｒ
、
Ｇ
、
Ｂ
）
を
持
っ
た
点
デ
ー

タ
の
集
合
体
の
こ
と
を
い
う
。

点
群
デ
ー
タ
の
取
得
に
は
、LiD

A
R

ス

キ
ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
３
Ｄ
ス
キ

ャ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
使
用
す
る
。

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
と
は
、
レ
ー
ザ
ー
光

の
反
射
を
利
用
し
て
、
モ
ノ
や
地
形
の
「
距

離
」
を
読
み
取
る
機
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ

り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
の
機
能
が

向
上
し
た
り
、
現
実
の
モ
ノ
の
大
き
さ
が
計

測
で
き
た
り
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
用
で
き
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

用
途
に
利
用
で
き
る
。

管
路
の
維
持
管
理
を
想
定
し
、
取
得
す
る

点
群
デ
ー
タ
は
、
世
界
測
地
系
座
標
が
望
ま

し
い
と
考
え
た
た
め
、
取
得
方
法
に
つ
い
て
、

二
つ
の
方
法
を
試
み
た
。

一
つ
目
は
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
レ
コ
ー
ダ
ー
を

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

装
着
し
、
専
用
の
３
Ｄ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
点
群
デ
ー
タ
を

世
界
測
地
系
座
標
で
取
得
す
る
。

二
つ
目
は
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
付
き
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
汎
用
性
の
あ
る
無
料
の
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ
せ
て
、
任
意

座
標
に
よ
り
取
得
し
、
取
得
後
に
世
界
測
地

系
座
標
に
変
換
す
る
。

︵
2
︶
既
存
Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
か
ら

３
Ｄ
モ
デ
ル
の
作
成

（
1
）
と
は
別
に
並
行
し
て
、
既
に
二
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
化
さ
れ
た
一
部
の
管
路
台
帳
を
組
み

合
わ
せ
て
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
作
成
す
る（
図
4
）。

縦
断
図
、
横
断
図
、
平
面
図
を
３
Ｄ
モ
デ

ル
作
成
ソ
フ
ト
で
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、二
次
元
図
面
か
ら
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
を
行
う
。

た
だ
し
、
作
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
管
路

の
位
置
情
報
に
つ
い
て
は
、
既
存
Ｃ
Ａ
Ｄ
図

面
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
既
存
図
面
に
基

づ
い
た
位
置
情
報
に
な
る
。

作
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
と
現
場
の
管
路
を

一
致
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
た
に
正
確
な
位

置
情
報
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
取
得
し

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
位
置
情

報
の
修
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
、
ま
ず
既
存

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
を
行
い
三
次

元
仮
想
空
間
に
仮
配
置
さ
せ
空
間
レ
イ
ヤ
ー

を
分
け
て
お
く
。
そ
の
後
の
マ
ン
ホ
ー
ル
点

検
時
や
試
掘
の
立
ち
合
い
時
等
の
管
路
の
位

置
情
報
を
正
確
に
取
得
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
お
い
て
、
位
置
情
報
を
修
正
す
る
作
業
を

繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
の

早
期
実
現
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
紙
ベ
ー
ス
の
図
面
か
ら
二
次
元
Ｃ

Ａ
Ｄ
図
面
に
変
換
す
る
場
合
は
、
別
途
費
用

が
発
生
す
る
点
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

︵
3
︶
仮
想
空
間
の
作
成

取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ
や
既
存
Ｃ
Ａ
Ｄ
図

面
か
ら
作
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
保
存
及
び

展
開
す
る
た
め
に
、
三
次
元
の
仮
想
空
間
を

構
築
し
た
。

図3　管路を点群化した画像

図4　既存CAD図面を3Dモデル化した画像
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構
築
方
法
に
つ
い
て
は
、
点
群
デ
ー
タ
等

を
保
存
す
る
た
め
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
設
置
と
点
群

編
集
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
職
員
の
Ｐ
Ｃ
端
末

か
ら
複
数
の
ア
ク
セ
ス
が
可
能
と
な
る
よ
う

に
静
岡
県
庁
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
内
に
仮
想

空
間
を
構
築
し
た
。

︵
4
︶
地
上
デ
ー
タ
と
の
同
時
展
開

静
岡
県
で
は
、
私
達
が
住
む
現
実
空
間
を

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
等
で
広
範
囲
に
測
量
す

る
こ
と
に
よ
り
「
三
次
元
点
群
デ
ー
タ
」
を

取
得
・
蓄
積
し
、
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
す
る

Ｖ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ
（
バ

ー
チ
ャ
ル
し
ず
お
か
）
を
既
に
構
築
済
み
で

あ
る
。

Ｖ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

に
よ
り
、
県
下
ほ
ぼ
全
域
を
世
界
測
地
系
座

標
に
よ
る
地
上
点
群
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
取
得
可
能
な
た
め
、
構
築
し
た
三

次
元
仮
想
空
間
上
に
、
地
上
点
群
デ
ー
タ
、

取
得
し
た
管
路
の
点
群
デ
ー
タ
、
既
存
Ｃ
Ａ

Ｄ
図
面
か
ら
作
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
同
時

展
開
し
た
。

︵
5
︶
点
群
デ
ー
タ
か
ら
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
化

三
次
元
仮
想
空
間
上
に
同
時
展
開
し
た
点

群
デ
ー
タ
を
も
と
に
ソ
フ
ト
を
使
用
し
、
３

Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
を
行
う
。

実
地
検
証
の
結
果
、
管
の
上
面
三
分
の
一

程
度
の
点
群
デ
ー
タ
取
得
に
よ
り
許
容
精
度

で
の
モ
デ
リ
ン
グ
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
し
た
管
路
に
は
、

管
路
情
報
等
を
付
与
し
地
下
埋
設
物
の
可
視

化
を
実
現
し
た
（
図
5
・
図
6
・
図
7
・

図
8
・
図
9
）。

︵
6
︶
精
度
検
証

取
得
し
た
点
群
デ
ー
タ
お
よ
び
作
成
し
た

３
Ｄ
モ
デ
ル
の
位
置
情
報
と
現
地
測
量
成
果

と
の
比
較
に
よ
る
検
証
を
行
っ
た
。

検
証
の
結
果
、
一
つ
目
の
取
得
方
法
で
あ

る
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
レ
コ
ー
ダ
ー
をLiD

A
R

ス
キ

ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
装
着
し
取
得

し
た
場
合
で
は
、
〇
㎜
～
四
十
㎜
程
度
で
あ

っ
た
。

二
つ
目
の
取
得
方
法
で
あ
るLiD

A
R

ス

キ
ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
汎
用
性
の

あ
る
無
料
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
合
わ

せ
、
Ｖ
Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ

の
点
群
デ
ー
タ
を
用
い
て
世
界
測
地
系
座
標

に
変
換
し
た
場
合
は
、
〇
㎜
～
百
八
十
㎜
程

度
の
誤
差
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
後
者
の
手
法
で
あ
っ
て
も

実
運
用
上
で
の
支
障
は
な
い
と
判
断
し
た
。

︵
7
︶
持
続
可
能
な
取
組
み
へ
の
工
夫

地
上
点
群
デ
ー
タ
の
取
得
方
法
は
、
レ
ー

ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
使
用
し
た

Ｕ
Ａ
Ｖ
測
量
な
ど
多
様
化
し
て
お
り
、
一
度

に
広
範
囲
を
取
得
で
き
る
方
法
が
一
般
的
で

あ
る
。

し
か
し
、
地
下
埋
設
物
で
あ
る
管
路
な
ど

の
点
群
デ
ー
タ
は
、
管
路
が
露
出
し
て
い
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
管

路
の
施
工
特
性
上
、
最
小
範
囲
で
掘
削
を
行

い
、
管
路
布
設
後
に
短
時
間
で
埋
め
戻
す
工

程
を
繰
り
返
す
た
め
、
機
器
代
や
デ
ー
タ
の

解
析
費
用
が
高
コ
ス
ト
と
な
る
。

図5　VIRTUAL SHIZUOKA・管路の点群データ・
3Dモデルを同時展開した画像（近景）

図6　VIRTUAL SHIZUOKA・管路の点群データ・
3Dモデルを同時展開した画像（遠景）

図7　VIRTUAL SHIZUOKA・管路の点群データ・
3Dモデルを同時展開した画像

図8　マンホール内を点群化、
3Dモデリングした画像

図9　試掘時の管路を点群化、
3Dモデリングした画像
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

よ
っ
て
、
取
得
・
解
析
に
時
間
と
手
間
を

要
す
る
従
来
の
地
上
点
群
デ
ー
タ
の
取
得
方

法
で
は
、管
路
現
場
の
実
情
に
あ
っ
て
い
な
い
。

他
方
、LiD

A
R

ス
キ
ャ
ナ
付
き
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
で
点
群
デ
ー
タ
を

取
得
し
、
動
画
撮
影
す
る
よ
う
な
手
軽
さ
と

短
時
間
で
取
得
・
解
析
処
理
す
る
方
法
は
、

汎
用
性
が
高
く
現
場
の
実
情
に
即
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
（
図
10
）。
こ
れ
は
低
コ
ス
ト

化
に
も
直
結
し
、
本
取
組
み
を
持
続
可
能
な

も
の
と
す
る
上
で
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
管
路
の
三

次
元
モ
デ
ル
化
を
実
現
す
る
た
め
の
作
業
フ

ロ
ー
を
整
理
し
た
（
表
1
）。

︵
8
︶
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

管
路
の
三
次
元
モ
デ
ル
化
の
作
業
の
均
一

化
を
図
る
た
め
、
実
証
実
験
結
果
を
も
と
に

以
下
の
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た

（
図
11
）。

・
モ
バ
イ
ル
端
末LiD

A
R

ス
キ
ャ
ン
マ
ニ
ュ

ア
ル

・
３
Ｄ
モ
デ
ル
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

・
３
Ｄ
ビ
ュ
ー
ア
マ
ニ
ュ
ア
ル

4
．実
装
化
に
向
け
た
取
組
み

︵
図
12
︶

︵
1
︶
機
器
の
導
入

令
和
四
年
度
に
実
施
し
た
実
証
実
験
に
よ

り
、
維
持
管
理
で
の
有
効
性
が
確
認
で
き
た

た
め
、
令
和
五
年
度
か
ら
３
Ｄ
モ
デ
ル
化
の

実
装
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
点
群
デ
ー
タ
を
取
得
す
る

た
め
にiPad

を
四
台
購
入
し
、
静
岡
県
企
業

局
で
発
注
す
る
工
事
に
お
い
てiPad

を
受
注

業
者
に
貸
与
す
る
等
の
対
応
に
よ
り
点
群
デ

ー
タ
の
取
得
を
開
始
し
て
い
る
。

︵
2
︶
研
修
の
実
施

点
群
デ
ー
タ
の
取
得
方
法
を
周
知
す
る

た
め
に
、
建
設
業
者
及
び
静
岡
県
企
業
局
職

員
を
対
象
に
三
次
元
管
路
研
修
を
実
施
し
て

い
る
。

研
修
で
は
、
点
群
デ
ー
タ
の
説
明
、
３
Ｄ

モ
デ
ル
化
の
具
体
的
な
手
順
、
機
器
の
使
用

方
法
や
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
モ
バ
イ
ル
端
末

LiD
A

R

ス
キ
ャ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
３
Ｄ
モ
デ

ル
作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
の
解
説
を
行
い
、
三

次
元
モ
デ
ル
化
の
必
要
性
や
具
体
的
な
作
業

手
順
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

︵
3
︶
利
便
性
の
向
上
に
向
け
て

静
岡
県
庁
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
内
に
作
成

し
た
三
次
元
仮
想
空
間
に
点
群
デ
ー
タ
を
保

存
し
、
作
成
し
た
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
展
開
し
て

い
る
。

作
成
し
た
モ
デ
ル
に
は
、
管
路
の
属
性
情

報
を
付
与
（
図
14
）
す
る
と
と
も
に
、
静
岡

県
Ｇ
Ｉ
Ｓ
内
（
図
13
）
に
保
存
し
て
い
る
管

表1　3Dモデル化の具体的な作業イメージ

図10　管路点群化の作業イメージ

①現場状況 ②撮影イメージ ③管路を点群化

図11　モバイル端末LiDARスキャンマニュアル

図12　実装化に向けた取組み
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路
デ
ー
タ
と
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
連
携
さ
せ
る

等
、
維
持
管
理
を
担
う
職
員
の
利
便
性
に
配

慮
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
引
き
続
き
検
討
し

て
い
く
。

前
述
の
と
お
り
、
三
次
元
モ
デ
ル
化
に
は

①
点
群
デ
ー
タ
の
取
得
、
②
取
得
し
た
デ
ー

タ
の
座
標
変
換
、
③
デ
ー
タ
を
仮
想
空
間
に

展
開
、
④
点
群
デ
ー
タ
を
も
と
に
３
Ｄ
モ
デ

リ
ン
グ
を
実
施
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
る

が
、
各
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
必
要
コ
ス
ト
を
精

査
し
た
と
こ
ろ
、
④
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
作
成
費

用
に
コ
ス
ト
が
大
幅
に
か
か
る
こ
と
が
判
明

し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
コ
ス
ト
削
減
お
よ
び
容

易
に
取
り
組
め
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

民
間
企
業
と
の
共
創
等
に
よ
り
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
で
の
活
用
も
視
野
に
、
点
群
デ
ー
タ
か

ら
管
路
の
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
の
自
動
作
成
及

び
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開

発
を
引
き
続
き
進
め
て
い
る
（
図
15
・
16
）。

︵
4
︶
特
記
仕
様
書
の
整
備

静
岡
県
企
業
局
が
発
注
す
る
管
路
布
設
工

事
等
で
は
、
令
和
六
年
六
月
よ
り
管
路
の
点

群
デ
ー
タ
を
取
得
す
る
目
的
で
通
知
（
図
18
）

を
発
出
し
、「
管
工
事
等
に
お
け
る
三
次
元

デ
ー
タ
納
品
工
事
試
行
に
関
す
る
特
記
仕
様

書
」（
図
17
）
を
添
付
し
て
い
る
。

こ
の
特
記
仕
様
書
で
は
、
工
事
前
に
事
前

協
議
を
行
い
、
受
注
者
が
点
群
デ
ー
タ
取
得

に
協
力
す
る
場
合
は
、
発
注
者
が
機
器
を
貸

与
し
、
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
三
次
元

計
測
を
行
う
旨
を
明
記
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
納
品
に
つ
い
て
は
、
貸
与
す
る
機

器
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
内
に
撮
影
し
た
管

路
布
設
時
の
計
測
点
群
デ
ー
タ
を
保
存
し
、

工
事
完
成
図
書
納
品
時
に
機
器
と
計
測
デ
ー

タ
を
納
品
す
る
。

な
お
、
完
成
形
状
の
三
次
元
計
測
に
要
す

る
費
用
は
、共
通
仮
設
費
率
（
技
術
管
理
費
）

に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

令
和
六
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
三
次
元
点

群
デ
ー
タ
の
取
得
実
績
は
表
2
の
と
お
り
で

あ
る
。

本
取
組
み
は
、
受
注
者
に
と
っ
て
追
加
的

な
作
業
で
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
負
担
と

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
機
器
の
貸
与
や
実
施
方
法

の
簡
素
化
に
加
え
、
デ
ー
タ
整
理
不
要
で
機

器
に
保
存
ま
で
で
納
品
可
と
す
る
な
ど
、
受

注
者
が
取
り
組
み
や
す
い
環
境
を
整
え
、
受

注
業
者
に
対
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

な
お
、
表
2
に
お
い
て
対
象
件
数
に
比
べ

実
施
箇
所
が
少
な
い
の
は
、
発
注
者
の
貸
出

機
器
が
一
時
的
に
不
足
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

︵
5
︶
期
待
さ
れ
る
効
果

管
路
を
三
次
元
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
下
埋
設
物
を
可
視
化
し
、
正
確
な
位

置
情
報
を
把
握
し
管
理
す
る
こ
と
で
、
工
事

等
に
お
け
る
掘
削
等
に
よ
る
事
故
の
予
防
が

可
能
と
な
り
、
社
会
的
影
響
の
大
き
な
事
故

図13　静岡県企業局GIS図14　静岡県企業局3次元データ

3次元データと
GISの連携

図15　管路工事における
3次元データ納品工事イメージ

図16　管路3Dモデリングの
自動作成開発画面

（提供：株式会社 建設システム）

図17　3次元
データ納品工事
（特記仕様書）

図18　3次元
データ納品工事

（通知）

表2　3次元点群データ取得実績
 (令和7年8月31日時点)

図19　管工事等における３次元データ納品工事のヒアリング調査結果
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

回
避
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、管
路
の
正
確
な
位
置
情
報
に
よ
り
、

位
置
確
認
等
の
作
業
が
軽
減
さ
れ
、
道
路
内

工
事
等
の
効
率
化
も
期
待
さ
れ
る
。

5
．今
後
に
向
け
て

︵
1
︶
各
種
占
用
事
業
体
へ
の
水
平
展
開

本
取
組
み
で
は
、
他
の
占
用
事
業
体
へ
の

水
平
展
開
や
、
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
内
で
の
連
携
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
実
施

方
法
や
デ
ー
タ
の
汎
用
性
を
重
視
し
て
実
装

化
を
図
っ
た
。

他
事
業
体
へ
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
、
占

用
物
件
間
の
正
確
な
離
隔
距
離
を
事
前
に
把

握
す
る
な
ど
の
相
互
利
用
が
可
能
と
な
り
、

維
持
管
理
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
工
事
の
省

略
化
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
各
事
業
体
で
管
理
し
て
い
る
縮
尺

が
異
な
る
管
路
図
面
で
あ
っ
て
も
、
三
次
元

化
を
行
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
展
開
す

る
こ
と
で
、
世
界
測
地
系
座
標
に
よ
る
同
一

空
間
上
で
管
理
す
る
こ
と
が
実
現
可
能
と
な

り
、
施
設
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
化
す
る

こ
と
に
よ
り
、
漏
水
デ
ー
タ
等
の
一
元
化
が

可
能
と
な
る
ほ
か
、
維
持
管
理
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
。

ま
た
、
水
道
広
域
化
等
の
事
業
統
合
時
に

お
い
て
も
管
路
デ
ー
タ
の
一
元
化
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
（
図
20
）。

︵
2
︶
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築

本
取
組
み
を
す
べ
て
の
占
用
事
業
体
が
導

入
す
る
こ
と
で
、
世
界
測
地
系
座
標
に
よ
り

同
一
空
間
上
で
地
下
埋
設
物
を
管
理
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
地
下

埋
設
物
イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構

築
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
（
図
22
）。

イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に

よ
り
、
各
事
業
体
間
の
埋
設
物
情
報
の
共
有

が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
地
震
や
津
波
等

の
災
害
に
伴
う
地
形
や
土
地
利
用
形
状
の
変

化
時
で
も
埋
設
物
の
位
置
情
報
を
把
握
で
き

る
な
ど
、
復
旧
作
業
の
迅
速
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。

た
だ
し
、
地
下
埋
設
物
に
係
る
情
報
は
秘

匿
情
報
と
し
て
取
り
扱
う
事
業
体
が
多
い
こ

と
に
鑑
み
、
ア
ク
セ
ス
権
限
を
制
限
し
、
自

治
体
、
関
係
す
る
各
占
用
事
業
体
が
協
力
し

て
構
築
、運
営
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い（
図
24
）。

よ
っ
て
、
既
に
構
築
さ
れ
て
い
る
静
岡
県

イ
ン
フ
ラ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
図
23
）
及

び
国
土
交
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
も
デ
ー

タ
共
有
す
る
な
ど
、
他
の
既
存
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
と
の
連
携
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

6
．お
わ
り
に

地
下
埋
設
物
の
位
置
精
度
向
上
と
地
下
空

間
の
可
視
化
（
図
21
）
は
、
イ
ン
フ
ラ
業
界

の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
本
取
組
み
は
こ
れ

を
根
本
的
に
解
決
す
る
有
効
な
手
法
で
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

実
装
化
モ
デ
ル
構
築
の
過
程
で
は
、
他
事

業
体
へ
の
水
平
展
開
を
見
据
え
、
国
土
交
通

省
、
他
の
占
用
事
業
者
、
道
路
管
理
者
、
県

庁
内
デ
ジ
タ
ル
担
当
課
な
ど
と
の
意
見
交
換

を
積
極
的
に
行
っ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
持
続
可
能
な
仕
組
み
と

な
る
よ
う
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
全
国
の

各
種
占
用
事
業
体

が
参
画
し
や
す
い
仕

組
み
と
な
る
よ
う
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
取

組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
。

図20　今後の維持管理への活用イメージ
（水道施設のデジタルツイン）

図21　地下埋設物の可視化イメージ

図22　地下埋設物インフラ
プラットフォームイメージ

図23　静岡県インフラプラットフォーム
（東京都と静岡県の協定による共通プラッ

トフォーム）

図24　地下埋設物情報共有
コンソーシアムイメージ
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1
．は
じ
め
に

二
〇
二
五
年
、
埼
玉
県
八
潮
市
で
発
生
し

た
道
路
陥
没
事
故
は
、
下
水
道
管
路
施
設
の

維
持
管
理
の
あ
り
方
に
対
し
、
社
会
に
大
き

な
問
題
を
提
起
す
る
と
と
も
に
、
わ
が
国
の

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
進
行
と
い
う
重

大
な
局
面
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
出

来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

下
水
道
管
路
の
調
査
・
診
断
・
設
計
の
専

門
家
集
団
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
管
路
診
断

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
十

年
以
上
に
わ
た
り
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー

（
Ｊ
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
に
講
師
を
派
遣
し
、
地
方
自
治

体
職
員
や
民
間
技
術
者
の
育
成
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
事
故

が
示
し
た
課
題
は
、
単
に
個
別
施
設
の
老
朽

化
に
対
応
す
る
と
い
う
問
題
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。
人
口
減
少
社
会
の
中
で
膨
大
な
下
水

道
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

従
来
の
維
持
管
理
手
法
を
見
直
し
、
よ
り
体

系
的
か
つ
戦
略
的
な
管
理
の
あ
り
方
を
再
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
既

存
の
技
術
や
知
識
を
確
実
に
活
用
す
る
「
知

の
深
化
」
と
、
新
し
い
技
術
や
管
理
手
法
を

取
り
入
れ
る
「
知
の
探
索
」
を
い
か
に
両
立

さ
せ
る
か
と
い
う
視
点
で
す
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
八
潮

市
の
事
故
を
契
機
と
し
て
改
め
て
問
わ
れ
て
い

る
下
水
道
管
路
維
持
管
理
の
課
題
を
整
理
す

る
と
と
も
に
、
上
記
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
研

修
の
役
割
と
、
令
和
八
年
度
の
研
修
内
容
の

展
望
、
さ
ら
に
は
今
後
の
技
術
者
育
成
の
方

向
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
．下
水
道
イ
ン
フ
ラ
が

直
面
す
る
構
造
的
課
題

八
潮
市
の
事
故
は
、
老
朽
化
リ
ス
ク
が
現

実
の
社
会
問
題
と
し
て
顕
在
化
し
た
象
徴
的

な
事
例
と
い
え
ま
す
。
特
に
大
口
径
管
路
や

シ
ー
ル
ド
ト
ン
ネ
ル
構
造
な
ど
で
は
、
管
路

の
構
造
特
性
や
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
踏
ま
え

た
総
合
的
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
今
回

の
事
故
は
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
に
お
い
て
、

技
術
者
の
構
造
理
解
と
診
断
能
力
が
極
め
て

重
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
も
の
と

い
え
る
で
し
ょ
う
（
写
真
1
）。

3
．イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
と

「
両
利
き
の
経
営
」

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
は
、
単
な

る
施
設
管
理
で
は
な
く
、
長
期
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を

理
解
す
る
上
で
参
考
と
な
る
概
念
が
、
経

営
学
者
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ー
チ
が
提
唱

し
た
「Exploration
（
知
の
探
索
）」
と

「Exploitation

（
知
の
深
化
）」
と
い
う
考

研
修
講
師
が
語
る
：
下
水
道
研
修

事
故
か
ら
問
い
直
す
下
水
道
管
路
の
維
持
管
理

~
両
利
き
の
維
持
管
理
を
支
え
る

　
　
　
　
　

研
修
と
技
術
者
育
成
~

市
森　

友
明

一
般
社
団
法
人
管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

会
長
（
代
表
理
事
）

写真1
出典：「八潮市で発生した道路陥没事故に関する原因究明委員会報告書2026年2月19日」※国土交通省
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

え
方
で
す
。

Exploration

と
は
、
新
し
い
知
識
や

技
術
を
探
索
す
る
活
動
で
あ
り
、
革
新
や
新

し
い
可
能
性
を
生
み
出
し
ま
す
。
一
方
、

Exploitation
と
は
、
既
存
の
知
識
や
技
術

を
深
化
さ
せ
、
効
率
的
に
運
用
し
て
い
く
活

動
を
指
し
ま
す
。
企
業
経
営
で
は
、
こ
の
二

つ
を
同
時
に
追
求
す
る
「
両
利
き
の
経
営
」

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
お
い
て

も
、
こ
の
考
え
方
は
非
常
に
示
唆
的
で
す
。

日
常
の
点
検
・
調
査
・
診
断
と
い
っ
た
活
動

は
、
既
存
の
技
術
を
着
実
に
活
用
す
る
「
知

の
深
化
」
に
あ
た
り
ま
す
。
一
方
で
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
画
像
解
析
や
デ
ー
タ
分
析
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
な
ど
は
、

新
し
い
可
能
性
を
切
り
開
く
「
知
の
探
索
」

と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
1
）。

八
潮
市
の
事
故
は
、
日
常
的
な
維
持
管
理

の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
る
と
同
時
に
、
新

し
い
技
術
を
取
り
入
れ
た
管
理
手
法
の
必
要

性
も
示
し
ま
し
た
。
今
後
の
下
水
道
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
は
、
既
存
技
術
を
確
実
に
運
用
す

る
深
化
と
、
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
探
索

を
両
立
さ
せ
る
「
両
利
き
の
維
持
管
理
」
が

求
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
今
後
の

研
修
に
お
い
て
も
、
既
存
の
点
検
・
調
査
・

診
断
技
術
を
確
実
に
運
用
す
る
能
力
の
向
上

に
加
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
し
い
技

術
動
向
を
理
解
し
活
用
で
き
る
知
識
の
習
得

を
重
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
知
の
深
化
と
知
の
探
索
の
双
方
を
意

識
し
た
「
両
利
き
の
維
持
管
理
」
を
実
践
で

き
る
技
術
者
の
育
成
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
令
和
八
年
度
以
降
の

研
修
で
は
、
こ
の
考
え
方
を
意
識
し
た
講
義

内
容
の
充
実
を
図
り
、
実
務
に
お
い
て
こ
の

両
者
を
実
践
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

4
．管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

協
会
の
研
修
へ
の

向
き
合
い
方
の
進
化

前
章
で
述
べ
た
「
両
利
き
の
維
持
管
理
」

の
考
え
方
は
、
当
協
会
が
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
研
修
の
変
遷
と
も
深
く
関
係
し
て

い
ま
す
。
当
協
会
が
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ

ー
に
講
師
を
派
遣
し
始
め
た
当
初
（
十
年
以

上
前
）、下
水
道
に
関
す
る
研
修
内
容
は
、「
下

水
道
長
寿
命
化
計
画
」「
下
水
道
管
更
生
設

計
」「
下
水
道
総
合
地
震
対
策
」
と
い
っ
た
、

主
に
計
画
策
定
や
実
施
設
計
に
関
す
る
事
項

が
中
心
で
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
二
十
八
年
度
に
国
の
事
業

メ
ニ
ュ
ー
が
「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
」
へ
と
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
、
研
修
内
容
も
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、「
下
水
道
長
寿
命
化
計
画
」

は
「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

へ
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
や
「
管
路
施
設
の
最
適
管
理
」

と
い
っ
た
、よ
り
広
い
視
点
か
ら
の
経
営
的
・

戦
略
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重
視
す
る
内
容
が
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た（
図
2
）。

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
イ
ン
フ
ラ
維
持
管

理
を
よ
り
体
系
的
か
つ
戦
略
的
に
進
め
る
と

い
う
国
の
政
策
転
換
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

り
、
下
水
道
事
業
の
高
度
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
八
潮
市
の
事
故
を
契
機
と
し
て
、
私
た

ち
は
改
め
て
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
原
点
を

見
つ
め
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
と
同
時
に
、

管
路
施
設
の
構
造
理
解
や
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
把
握
、
適
切
な
改
築
設
計
な
ど
、
実
務
の

図1　下水道管路維持管理における知の深化と知の探索

図2　下水道維持管理の基本プロセス
出典：維持管理情報等を起点としたマネジメントサイクル確立に向けたガイドライン

（管路施設編）：-2020年版- P-5図（参考）
※国土交通省水管理・国土保全局下水道部 国土交通省国土技術政策総合研究所下水道研究部
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基
盤
と
な
る
技
術
力
を
確
実
に
身
に
つ
け
る

こ
と
が
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
上
で
極
め
て

重
要
だ
か
ら
で
す
。

す
な
わ
ち
、
既
存
の
技
術
を
着
実
に
運
用

す
る
「
知
の
深
化
」
と
、
新
し
い
管
理
手
法

や
技
術
を
取
り
入
れ
る
「
知
の
探
索
」
を
両

立
さ
せ
る
視
点
が
、
研
修
に
お
い
て
も
重
要

に
な
り
ま
す
。
当
協
会
と
し
て
も
、
こ
の
よ

う
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
普
遍
的
で
実
務
的

な
技
術
力
を
重
視
し
つ
つ
、
最
新
の
政
策
動

向
や
技
術
動
向
も
取
り
入
れ
た
研
修
内
容
へ

と
再
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

5
．令
和
七
年
度
研
修
の

振
り
返
り
：

多
角
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

ま
ず
、「
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
」
に
関
す
る
講
義
で
は
、
管
路
施
設

だ
け
で
な
く
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
関
連
施
設
も

含
め
た
施
設
全
体
の
管
理
計
画
の
策
定
手
法

に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

次
に
、「
下
水
道
管
路
施
設
の
予
防
保
全
型

維
持
管
理
に
向
け
た
診
断
の
高
度
化
」
に
関

す
る
講
義
で
は
、
管
路
の
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

基
づ
い
た
診
断
技
術
や
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
効
果
的
に
対
策
を
進
め
る
た
め
の
状
態

評
価
手
法
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
総
合
地
震
対
策
計
画
（
管
路
施

設
）」
に
関
す
る
講
義
で
は
、
近
年
頻
発
す

る
大
規
模
地
震
に
備
え
、
管
路
施
設
の
耐
震

化
や
減
災
対
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
津
波
対
策
な
ど
も
含
め

た
総
合
的
な
災
害
対
応
の
視
点
か
ら
、
管
路

施
設
の
防
災
計
画
の
策
定
手
法
に
つ
い
て
共

有
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「
管
路
更
生
工
法
の
設
計
演
習
」

で
は
、
自
立
管
、
複
合
管
、
二
重
構
造
管
な

ど
の
各
種
更
生
工
法
を
対
象
と
し
た
設
計
演

習
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
設
計
手
法

だ
け
で
な
く
、
現
場
の
調
査
工
や
清
掃
工
を

適
正
に
発
注
す
る
た
め
の
積
算
に
つ
い
て
も
取

り
上
げ
、
実
習
形
式
で
学
習
す
る
内
容
と
し

ま
し
た
。
こ
の
演
習
は
実
務
へ
の
応
用
性
が
高

く
、受
講
者
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

6
．令
和
八
年
度
に
向
け
た

展
望
：
原
点
回
帰
と

実
務
力
の
強
化

先
述
し
た
通
り
、
八
潮
市
の
事
故
を
契
機

と
し
て
、
私
た
ち
は
改
め
て
イ
ン
フ
ラ
維
持

管
理
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
普
遍
的
か
つ
実

務
的
な
講
義
内
容
へ
と
再
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
の
政
策
動
向
も

踏
ま
え
、
令
和
八
年
度
以
降
の
研
修
で
は
、

以
下
の
よ
う
な
内
容
の
見
直
し
を
予
定
し
て

い
ま
す
（
図
3
）。

︵
1
︶「
下
水
道
管
路
の
改
築
設
計
」
の
復
活

令
和
八
年
度
か
ら
、「
下
水
道
管
路
の
改

築
設
計
」
を
講
義
項
目
と
し
て
復
活
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
は
従
来
、「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」
や
「
管
路
施
設
の
最
適
管
理
」

と
い
っ
た
最
上
流
領
域
の
座
学
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
た
内
容
で
す
。

改
築
設
計
は
、
老
朽
化
し
た
管
路
施
設
に

対
し
て
、
布
設
替
え
や
バ
イ
パ
ス
設
計
、
管

路
更
生
な
ど
の
工
法
を
適
用
す
る
際
の
、
最

も
実
務
的
か
つ
直
接
的
な
設
計
思
想
を
理
解

す
る
た
め
の
講
義
で
す
。
今
後
、
急
速
に
増

加
す
る
改
築
・
更
新
事
業
に
お
い
て
は
、
施

設
個
別
の
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
（
多
重
性
）
や

メ
ン
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
（
保
守
管
理
性
）
を
考

慮
し
た
設
計
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

︵
2
︶
災
害
対
応
型
の
下
水
道
総
合
対
策

計
画
へ
の
転
換

「
下
水
道
総
合
地
震
対
策
事
業
」
は
令
和

七
年
度
を
も
っ
て
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
完
了
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
令
和
八
年
度
か

ら
は
、地
震
対
策
だ
け
で
な
く
、大
雨
、津
波
、

液
状
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
災
害
に
対
応

す
る
包
括
的
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
も
、
上

下
水
道
一
体
の
耐
震
化
計
画
を
含
め
た
、
総

図3　下水道政策の変遷と研修内容の変化
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

合
的
な
災
害
対
応
型
計
画
の
策
定
に
関
す
る

内
容
へ
と
見
直
す
予
定
で
す
。

︵
3
︶
座
学
と
演
習
の
一
貫
性
の
強
化

「
管
路
更
生
工
法
の
設
計
演
習
」
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
実
施
す
る
座
学
内
容
を
踏
ま
え

た
実
践
的
な
演
習
に
再
構
築
し
ま
す
。
講
義

か
ら
演
習
へ
と
つ
な
が
る
一
連
の
学
習
プ
ロ
セ

ス
の
中
で
、
理
論
と
実
践
が
有
機
的
に
結
び

つ
く
研
修
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
参
加
さ
れ
る
地
方
自
治
体

職
員
お
よ
び
民
間
技
術
者
の
皆
様
が
、
講
座

終
了
後
す
ぐ
に
実
務
へ
応
用
で
き
る
実
践
的

な
研
修
と
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

管
路
診
断
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
と
し
て

も
、
座
学
か
ら
演
習
ま
で
の
一
連
の
講
習
を

ト
ー
タ
ル
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
学
習
効

果
の
最
大
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

︵
4
︶「
診
断
の
高
度
化
」
の
内
容
強
化

下
水
道
管
路
の
調
査
で
は
、
目
視
調
査
や

テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
な
ど
様
々
な
手
法
が
用

い
ら
れ
ま
す
が
、
取
得
し
た
画
像
や
各
種
デ

ー
タ
か
ら
損
傷
状
態
を
正
確
に
評
価
し
、
将

来
の
リ
ス
ク
を
見
据
え
た
診
断
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
シ
ー
ル
ド
工
法
、
推
進
工
法
、

開
削
工
法
で
は
構
造
特
性
や
損
傷
メ
カ
ニ
ズ

ム
が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
専
門
的

判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
八
潮
市
の
道
路
陥

没
事
故
に
お
い
て
も
、
調
査
段
階
で
シ
ー
ル

ド
ト
ン
ネ
ル
構
造
へ
の
理
解
が
十
分
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
が
、
診
断
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
背
景

を
踏
ま
え
、
従
来
の
講
義
内
容
に
加
え
、
構

造
理
解
や
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
診
断

の
考
え
方
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
り
、
従
来
の
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
に
よ
る
定
性
的
な
判
断
に

と
ど
ま
ら
ず
、
材
質
ご
と
の
劣
化
特
性
を
理

解
し
、
損
傷
度
と
劣
化
進
行
度
を
客
観
的
に

評
価
で
き
る
状
態
評
価
手
法
の
確
立
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

7
．技
術
者
育
成
と
将
来
展
望

人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
技
術
者
の
確
保
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。
下
水
道
事

業
に
お
い
て
も
、
老
朽
化
施
設
の
増
加
に
伴

い
維
持
管
理
の
重
要
性
が
高
ま
る
一
方
で
、

技
術
者
の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
の
下
水
道
管
路
維
持
管
理
に

は
、
既
存
技
術
を
確
実
に
運
用
す
る
「
知
の

深
化
」、
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
る
「
知

の
探
索
」
を
両
立
さ
せ
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
実

践
す
る
維
持
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
維
持
管
理

を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
単
に
新
し
い
技
術

を
導
入
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
管
路
の
構
造
や
劣
化
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理

解
し
、
調
査
結
果
を
適
切
に
解
釈
で
き
る
基

礎
的
な
技
術
力
と
、
新
し
い
技
術
や
デ
ー
タ

を
柔
軟
に
活
用
で
き
る
視
点
の
両
方
を
備
え

た
技
術
者
の
育
成
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
研
修
は
単
に
知
識
を
伝
え
る
場
で

は
な
く
、
技
術
者
同
士
が
経
験
や
課
題
を
共

有
し
、
互
い
に
学
び
合
う
場
で
も
あ
り
ま
す

（
写
真
2
・
3
）。
こ
の
よ
う
な
交
流
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
る
技
術
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、

知
識
の
深
化
と
新
た
な
知
見
の
探
索
を
同
時

に
促
す
重
要
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。今
後
も
、

全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー
と
当
協
会
が
連
携

し
て
実
施
す
る
研
修
を
通
じ
て
、
こ
う
し
た

維
持
管
理
を
実
践
で
き
る

技
術
者
の
育
成
に
取
り
組

む
こ
と
が
、
持
続
可
能
な

下
水
道
事
業
を
支
え
る
重

要
な
取
組
み
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

8
．お
わ
り
に

イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
主
役
は
、
い

つ
の
時
代
も
「
人
」
で
す
。
研
修
に
参
加
さ

れ
る
地
方
自
治
体
職
員
や
民
間
技
術
者
の
皆

様
は
、
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
の
中
で
、
市

民
生
活
の
安
全
を
守
る
と
い
う
重
要
な
使
命

を
担
っ
て
い
ま
す
。

事
故
か
ら
学
び
、
そ
の
教
訓
を
全
国
で
共

有
し
、
着
実
に
対
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
日
々
の
点
検
と
診
断
、
そ
し
て

計
画
的
な
更
新
を
通
じ
て
、
安
全
で
持
続
可

能
な
下
水
道
事
業
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
、
私
た
ち
技
術
者
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
当
協
会
は
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
、
地
方
自
治
体
職
員
や
民
間
技

術
者
の
育
成
に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心
な

国
づ
く
り
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

写真2　管路診断コンサルタント
協会技術研修会風景

写真3　全国建設研修センター
研修講義風景
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1
．は
じ
め
に

道
路
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
二
〇

一
二
年
の
中
央
自
動
車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天

井
板
崩
落
事
故
を
契
機
に
国
土
交
通
省
で
は

翌
年
の
二
〇
一
三
年
を
「
社
会
資
本
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
元
年
」
と
位
置
づ
け
、
二
〇
一
三
年

度
の
道
路
法
改
正
を
受
け
、
二
〇
一
四
年
度

か
ら
道
路
管
理
者
は
す
べ
て
の
橋
梁
・
ト
ン

ネ
ル
・
道
路
附
属
物
等
（
シ
ェ
ッ
ド
、
大
型

カ
ル
バ
ー
ト
、
横
断
歩
道
橋
、
門
型
標
識
等
）

の
道
路
構
造
物
に
つ
い
て
健
全
性
の
診
断
を

す
る
た
め
、五
年
に
一
回
の
頻
度
で
点
検
（
以

下
「
定
期
点
検
」
と
い
う
）
を
実
施
す
る
こ

と
が
省
令
、告
示
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

二
〇
一
四
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で

の
一
巡
目
点
検
、
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇

二
三
年
度
ま
で
の
二
巡
目
点
検
で
お
お
む
ね

す
べ
て
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
の
点
検
が
完

了
し
、
二
〇
二
四
年
度
か
ら
三
巡
目
の
点
検

に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
予
防
保
全
に

よ
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
図
る

た
め
、
各
道
路
管
理
者
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ

イ
ク
ル
（
点
検
・
診
断
・
措
置
・
記
録
）
の

構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
国
民
・
道
路
利
用
者

の
皆
さ
ま
に
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
お
よ
び

老
朽
化
対
策
状
況
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら

せ
す
る
こ
と
や
、
各
道
路
管
理
者
が
管
理
施

設
の
老
朽
化
の
実
態
を
踏
ま
え
た
措
置
方
針

等
の
立
案
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
二

〇
一
五
年
度
か
ら
全
道
路
管
理
者
の
定
期
点

検
の
実
施
状
況
や
結
果
等
を
と
り
ま
と
め
た

「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
」
を
公
表
し
て
い

る
（
図
1
）。

本
稿
で
は
、
二
〇
二
五
年
八
月
に
公
表
し

た
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
の
概
要
と
わ
が

国
を
取
り
巻
く
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

2
．道
路
イ
ン
フ
ラ
の
現
状
に

つ
い
て

全
国
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
ス
ト
ッ
ク
は
、

二
〇
二
四
年
度
末
時
点
で
橋
梁
が
約
七
十
三

万
橋
（
図
2
）、
ト
ン
ネ
ル
が
約
一
万
カ
所

存
在
し
、
こ
の
他
に
道
路
附
属
物
等
が
約
四

万
施
設
存
在
す
る
。

ま
た
、
わ
が
国
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
は
、
高

度
経
済
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

橋
梁
の
場
合
、
建
設
年
度
が
判
明
し
て
い
る

約
五
十
四
万
橋
の
う
ち
建
設
後
五
十
年
を
経

過
す
る
も
の
は
、
二
〇
二
四
年
度
末
時
点
で

四
二
％（
昨
年
度
末
時
点
三
九
％
）で
あ
る
が
、

十
年
後
に
は
六
五
％
（
昨
年
度
末
時
点
六
三

％
）
に
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
将
来
に

向
け
て
全
国
の
橋
梁
の
老
朽
化
が
よ
り
深
刻

化
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。

1）

研
修
講
師
が
語
る
：
道
路
管
理
者
の
た
め
の
橋
梁
維
持
補
修
研
修

橋
梁
等
の
二
〇
二
四
年
度
（
令
和
六
年
度
）

点
検
結
果
を
と
り
ま
と
め

〜
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報（
三
巡
目
の
一
年
目
）の
公
開
〜

三
好
　
智
弘

国
土
交
通
省
道
路
局
　
国
道
・
技
術
課

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
画
室
　
課
長
補
佐

図1　道路メンテナンス年報公表に関する経緯
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3
．「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
」

二
〇
二
五
の
概
要

今
回
公
表
し
た
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報

で
は
、
三
巡
目
点
検
（
二
〇
二
四
年
）
の
進

捗
状
況
、
各
施
設
の
判
定
区
分
割
合
や
二
巡

目
点
検
（
二
〇
一
九
年
～
二
〇
二
三
年
）
の

措
置
状
況
等
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

︵
1
︶
三
巡
目
点
検
の
進
捗
状
況

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
道
路
附
属
物
等
の
三

巡
目
点
検
（
二
〇
二
四
年
度
）
の
実
施
率
は
、

点
検
対
象
施
設
数
に
対
し
、
橋
梁
一
八
％
、

ト
ン
ネ
ル
一
七
％
、
道
路
附
属
物
等
一
八
％

と
な
っ
て
お
り
、
二
巡
目
の

二
〇
一
九
年
度
の
点
検
実
施

率
と
比
較
す
る
と
、
橋
梁
で

は
二
ポ
イ
ン
ト
、
ト
ン
ネ
ル

で
は
三
ポ
イ
ン
ト
、
道
路
附

属
物
等
で
は
三
ポ
イ
ン
ト
高

い
値
と
な
っ
て
い
る
。

五
年
に
一
回
の
頻
度
で
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、

三
巡
目
点
検
の
一
年
目
の
段

階
で
は
、
お
お
む
ね
二
〇
％

程
度
の
施
設
の
点
検
が
実
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し

く
、
三
巡
目
点
検
は
二
巡
目

点
検
に
比
べ
て
着
実
な
ペ
ー
ス
で
点
検
が
進

ん
で
お
り
、
点
検
実
施
時
期
が
平
準
化
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
図
4
）。

︵
2
︶
二
〇
二
四
年
度
末
時
点
で
の

判
定
区
分
割
合

橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
道
路
附
属
物
等
の
定

期
点
検
を
実
施
し
た
際
、
構
造
物
の
健
全
性

の
診
断
結
果
を
Ⅰ
～
Ⅳ
の
四
段
階
に
区
分
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
（
表
1
）、
二
〇
二

四
年
度
末
時
点
の
す
べ
て
の
施
設
の
最
新
の

点
検
結
果
を
示
し
て
い
る
。

過
年
度
（
二
〇
一
四
～
二

〇
二
四
年
度
）
の
点
検
で
、

早
期
又
は
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態

（
以
下
、「
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
」）
と
判
定
さ

れ
た
割
合
は
、
橋
梁
で
七
％
、
ト
ン
ネ
ル
で

二
八
％
、
道
路
附
属
物
等
で
一
二
％
と
な
っ

て
い
る
（
図
5
）。

施
設
数
の
多
い
橋
梁
で
は
、
判
定
区
分
Ⅲ

が
七
％
（
約
五
万
二
千
九
百
橋
）、
判
定
区

分
Ⅳ
が
〇
・
一
％
（
約
六
百
二
十
橋
）
存
在

す
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
建
設
し
た
施
設
の
老

朽
化
は
年
々
進
ん
で
お
り
、
二
〇
二
四
年
度

図2　道路管理者別の橋梁数図3　建設年度別の橋梁数

図4　３巡目点検の進捗状況（全道路管理者）

図5　2024年度末時点の点検結果（全道路管理者）

表1　健全性の区分
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の
点
検
終
了
時
点
と
一
巡
目
点
検

終
了
（
二
〇
一
八
年
）
時
点
を
比

べ
る
と
、
五
十
年
以
上
経
過
し
た

橋
梁
の
割
合
が
一
五
％
増
加
（
約

十
三
万
橋
↓
約
二
十
三
万
橋
）
し

て
い
る
（
図
6
）。
一
方
で
、
判
定
区
分
Ⅲ
・

Ⅳ
の
橋
梁
数
は
約
六
万
九
千
橋
か
ら
約
五
万

三
千
橋
に
着
実
に
減
少
し
て
い
る
（
図
7
）。

ト
ン
ネ
ル
や
道
路
附
属
物
等
に
つ
い
て
も
同

様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

︵
3
︶
二
巡
目
点
検
施
設
の
修
繕
等
の

措
置
の
実
施
状
況

二
巡
目
（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
三
年
度
）

の
点
検
で
早
期
に
措
置
を
講
ず
べ
き
状
態

（
区
分
Ⅲ
）
ま
た
は
緊
急
に
措
置
を
講
ず
べ

き
状
態
（
区
分
Ⅳ
）
と
判
定
さ
れ
た
橋
梁
の

う
ち
、修
繕
等
の
措
置
に
着
手
し
た
割
合
は
、

二
〇
二
四
年
度
末
時
点
で
、
国
土
交
通
省
：

七
八
％
、
高
速
道
路
会
社
：
六
一
％
、
地
方

公
共
団
体
：
五
八
％
、
完
了
し
た
割
合
は
、

国
土
交
通
省
：
三
六
％
、
高
速
道
路
会
社
：

三
四
％
、
地
方
公
共
団
体
：
三
二
％
と
な
っ

て
い
る
。

判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
で
あ
る
橋
梁
は
、
次
回

点
検
ま
で
（
五
年
以
内
）
に
措
置
を
講
ず
る

べ
き
と
し
て
い
る
が
、
二
〇
一
九
年
度
点
検
で

判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
と
診
断
さ
れ
た
橋
梁
の
う

ち
、
地
方
公
共
団
体
の
修
繕
等
の
措
置
の
着

手
率
は
七
六
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
図
8
）。

4
．老
朽
化
対
策
の

さ
ら
な
る
見
え
る
化

社
会
資
本
の
現
状
や
課
題
等
に
つ
い
て
の

理
解
を
広
め
る
た
め
に
は
、
道
路
イ
ン
フ
ラ

の
老
朽
化
の
現
状
や
対
策
実
施
状
況
等
の
情

報
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
見
え
る
化
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

道
路
局
で
は
、xRO

A
D

の
一
環
と
し
て
、

全
国
の
道
路
施
設
の
諸
元
や
五
年
に
一
回
の

定
期
点
検
に
係
る
デ
ー
タ
を
一
元
的
に
活
用

で
き
る
環
境
を
構
築
す
べ
く
、「
全
国
道
路

施
設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」（
以
下
、「
点
検

Ｄ
Ｂ
」
と
い
う
）
の
整
備
を
二
〇
二
一
年
度

か
ら
進
め
て
き
た
。
点
検
Ｄ
Ｂ
は
、
橋
梁
、

ト
ン
ネ
ル
等
の
諸
元
、
点
検
結
果
等
の
基
礎

的
な
デ
ー
タ
を
持
つ
基
礎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

道
路
施
設
の
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
を
持
つ
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
（
詳
細
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
群
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
基
礎
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部

分
を
二
〇
二
二
年
（
令
和
四
年
）
五
月
に
、

詳
細
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
部
分
を
七
月
に
公
開
し

図6　建設後50年以上経過した橋梁の割合

図7　1巡目点検、2巡目点検、2024年度末時点の点検結果

図8　2巡目点検施設の修繕等措置の実施状況
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た
（
図
9
）。

二
〇
二
四
年
四
月
よ
り
、
新
た
に
舗
装
Ｄ

Ｂ
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
も
利
用
可
能
な

改
良
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
道

路
管
理
者
に
よ
る
舗
装
の
点
検
デ
ー
タ
の
利

活
用
や
高
度
化
が
進
み
、
効
率
的
な
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。

ま
た
、
点
検
結
果
等
に
よ
り
取
得
し
た
詳

細
な
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、「
全
国
道
路
施

設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
り
有
料
公
開

を
行
っ
て
お
り
、
研
究
機
関
や
民
間
企
業
等

に
よ
る
技
術
開
発
の
促
進
に
よ
る
維
持
管
理

の
効
率
化
・
高
度
化
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
老
朽
化
対
策
の
さ
ら
な

る
見
え
る
化
を
図
る
た
め
、「
全
国
道
路
施

設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
～
損
傷
マ
ッ
プ
～
」

に
て
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
・
道
路
附
属
物
等
の

諸
元
や
点
検
結
果
、
措
置
状
況
等
を
二
〇
二

二
（
令
和
四
）
年
五
月
よ
り
地
図
上
で
公
開

し
（
図
10
）、
地
図
上
で
ど
の
構
造
物
が
ど

の
よ
う
な
状
態
な
の
か
一
般
の
方
に
も
分
か

り
や
す
く
情
報
発
信
を
し
て
い
る
。

5
．お
わ
り
に

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
も
三
巡
目
に
入

り
、
施
設
の
老
朽
化
は
年
々
進
ん
で
い
る
な

か
、
判
定
区
分
Ⅲ
・
Ⅳ
の
橋
梁
数
は
着
実
に

減
少
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
二
巡
目
点
検
の
結
果
か
ら
、
国
や

高
速
道
路
会
社
管
理
の
施
設
と
比
較
し
て
、

地
方
公
共
団
体
管
理
の
施
設
に
お
い
て
、
修

繕
等
の
措
置
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
も
差
が

出
て
き
て
い
る
。

各
道
路
管
理
者
の
よ
り
一
層
の
努
力
に
加

え
、
施
設
の
老
朽
化
状
況
、
そ
の
対
策
状
況

と
い
っ
た
情
報
の
見
え
る
化
を
す
す
め
、
新

技
術
の
活
用
に
よ
る
効
率
化
や
省
力
化
を
図

り
な
が
ら
、
着
実
に
予
防
保
全
型
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
構
築
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
、
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

○
道
路
管
理
者
の
た
め
の
橋
梁
維
持
補
修

研
修
に
つ
い
て

二
〇
一
四
年
度
か
ら
道
路
管
理
者
は
す
べ

て
の
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
道
路
附
属
物
等
の

道
路
構
造
物
に
つ
い
て
健
全
性
の
診
断
を
す

る
た
め
、
五
年
に
一
回
の
頻
度
で
点
検
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
二
〇
二
四
年
度
か
ら
三
巡

目
の
点
検
に
入
り
、
点
検
・
診
断
・
措
置
・

記
録
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
サ
イ
ク
ル
が
構
築
さ

れ
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
、
全
道
路
管
理

者
の
定
期
点
検
の
実
施
状
況
や
結
果
等
を
取

り
ま
と
め
た
「
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
」

を
公
表
し
て
い
る
。
国
、
高
速
道
路
会
社
、

地
方
公
共
団
体
の
道
路
管
理
者
別
に
も
分
け

て
お
り
、
そ
の
結
果
か
ら
課
題
も
見
え
て
き

た
。
研
修
受
講
さ
れ
た
諸
氏
に
は
、
道
路
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
現
状
を
把
握
し
て
い
た
だ

き
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

︻
参
考
文
献
︼

�1）��

道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
年
報
（
国
土
交
通
省
道
路

局
、
二
〇
二
五
年
八
月
）

https://w
w

w
.m

lit.go.jp/road/sisaku/
yobohozen/yobohozen_m

aint_r06.htm
l

�2）��

全
国
道
路
施
設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

https://road-structures-db.m
lit.go.jp/

�3）��

全
国
道
路
施
設
点
検
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
~
損
傷
マ
ッ

プ
~

https://road-structures-m
ap.m

lit.go.jp/

2）

3）

図9　全国道路施設点検データベースの構成

図10　全国道路施設点検データベース～損傷マップ～
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1
．下
水
道
分
野
の
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
巡
る

現
況
に
つ
い
て

日
本
の
下
水
道
は
、
昭
和
四
十
年
代
以
降

急
速
に
整
備
が
進
み
、
下
水
道
処
理
人
口
普

及
率
は
約
八
二
％
、
下
水
道
管
路
延
長
は
地

球
の
約
十
二
・
五
周
の
約
五
十
万
㎞
、
下
水

処
理
場
数
は
人
口
約
五
万
人
に
一
箇
所
の
約

二
千
二
百
箇
所
に
達
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
多
く
の
下
水
道
施
設
が

老
朽
化
し
、
二
〇
二
五
年
に
は
埼
玉
県
八
潮

市
で
大
規
模
な
陥
没
事
故
が
起
こ
り
、
施
設

の
更
新
と
維
持
管
理
、
と
り
わ
け
点
検
調

査
・
補
修
の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
の
下
水
道
担
当
職

員
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
民
間

委
託
や
複
数
の
市
町
村
が
連
携
す
る
取
組
み

と
し
て
「
水
の
官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ

Ｐ
Ｐ
）」
や
「
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
群
マ
ネ
）」
が
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

本
説
は
、
こ
う
し
た
我
が
国
の
下
水
道
分

野
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
巡
る
現
況

を
踏
ま
え
、
そ
の
対
応
の
一
手
法
と
し
て
、

「
水
の
官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」

な
ど
の
官
民
連
携
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
５
０
０

１
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１※
）
を
適
用
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
、

「
下
水
道
分
野
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０

０
１
適
用
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六

年
版
）」（
以
下
、「
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二

〇
二
六
年
版
）」
と
表
記
し
ま
す
）
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六

年
版
）
の
概
要
は
、（
一
社
）
日
本
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会※

※
の
以
下
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
RL

： https://w
w

w
.ja-am

.or.jp/
new

s/2026/03/30/1052/

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）

の
本
編
（
約
二
百
五
十
ペ
ー
ジ
）
に
つ
い
て

は
、
二
〇
二
六
年
六
月
に
電
子
版
で
出
版
さ

れ
ま
し
た
。

※
日
本
産
業
規
格
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
は
、
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５

５
０
０
１
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
以

下
の
文
章
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
で
統
一
的
に

表
記
し
て
い
ま
す
。

※
※
（
一
社
）
日
本
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
（
会

長
：
小
林
潔
司
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
同
経
営
管

理
大
学
院
特
任
教
授
））
は
、
我
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
の

老
朽
化
に
対
処
し
、
イ
ン
フ
ラ
の
新
た
な
価
値
創
造

の
た
め
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の
普
及
を
目
指
し

た
組
織
で
す
。
通
称
は
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
。
詳
し
く
は
、
Ｊ

Ａ
Ａ
Ｍ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：https://w

w
w

.ja-am
.or.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

2
．ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド

︵
二
〇
二
六
年
版
︶の

策
定
経
緯

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
三
月
に

国
土
交
通
省
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

持
続
可
能
で
質
の
高
い
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
下

水
道
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
５
５
０
０
１
適

用
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
案
）」
を
公
表
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、「
水
の
官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ

ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
の
進
展
、
二
〇
二
五
年
の
Ｊ

Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の
大
幅
改
訂
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
で
は
、
二
〇
二
六

年
に
国
土
交
通
省
の
協
力
を
得
て
、
初
版
の

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
を
改
訂
し
ま
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）

の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
二
〇
二
五
年
六
月

に
、「
同
改
訂
検
討
委
員
会
（
委
員
長
仙
台

市
建
設
局
次
長
水
谷
哲
也
氏
）」
を
設
置

し
ま
し
た
。
委
員
会
は
、
大
学
・
国
・
地
方

公
共
団
体
・
下
水
道
関
係
団
体
・
民
間
企
業

な
ど
の
二
十
八
組
織
を
代
表
す
る
三
十
一
名

の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ユ
ー
ザ
ー

ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）
は
、
委
員
会

で
の
意
見
交
換
及
び
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
情

報
収
集
な
ど
を
通
じ
て
、
取
り
ま
と
め
た
も

下水道分野への
アセットマネジメントの導入について
～ 「水の官民連携」 を視野に置いた 「下水道分野における

JIS Q 55001適用ユーザーズガイド（2026年版）」 の発行～

一般社団法人日本アセットマネジメント協会 
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

の
で
す
。

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）

の
特
徴
は
、「
下
水
道
分
野
に
お
け
る
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
位
置
づ
け
や
背
景
」、

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
の
最
新

情
報
と
官
民
の
実
践
事
例
」
に
加
え
、
下
水

道
分
野
で
急
速
に
進
展
す
る
「
水
の
官
民
連

携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
の
実
践
に
あ

た
っ
て
、
民
間
受
託
者
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５

０
０
１
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
求
め
る
こ
と
が
、
民
間
受
託
者

自
身
だ
け
で
な
く
委
託
者
で
あ
る
下
水
道
管

理
者
に
も
様
々
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を

示
し
て
い
る
点
で
す
。さ
ら
に
民
間
受
託
者
、

下
水
道
管
理
者
双
方
で
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０

０
１
の
導
入
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
留

意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
し
く
解
説
し
て

い
ま
す
。

3
．ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド

︵
二
〇
二
六
年
版
︶の
構
成

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）

の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

第
一
章
「
は
じ
め
に
」（
約
五
十
ペ
ー
ジ
）

は
、「
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
の
改
訂
の
背
景

と
目
的
」、「
下
水
道
事
業
の
課
題
と
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
効
果
」、「
水
の
官

民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
に
お
け
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の
適
用
」
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
二
章
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の
概

要
及
び
解
説
」（
約
百
五
十
ペ
ー
ジ
）
で
は
、

「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の
解
説
」、「
下
水

道
分
野
で
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
効
果
的
に
構
築
す
る
仕
方
」、「
既
に
実

践
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
や
民
間
事
業
体

の
約
五
十
の
事
例
」
な
ど
を
盛
り
込
み
、
導

入
の
道
筋
を
示
し
ま
し
た
。

第
三
章
「
水
の
官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー

Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０

１
の
適
用
」（
約
五
十
ペ
ー
ジ
）
は
、「
水
の

官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
に
、

受
託
者
で
あ
る
民
間
事
業
体
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ

５
５
０
０
１
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導

入
を
求
め
る
こ
と
に
よ
る
下
水
道
管
理
者

（
地
方
公
共
団
体
）
の
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
事

項
な
ど
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

4
．「
ア
セ
ッ
ト
」、「
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
」と
は
何
か
？

「
ア
セ
ッ
ト
」
は
、
下
水
道
施
設
な
ど
の
、

市
民
、
国
民
の
「
資
産
」
で
す
。

「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
は
、
下
水

道
施
設
（
ア
セ
ッ
ト
）
の
老
朽
化
を
防
ぎ
、

健
全
な
状
態
で
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
全
般
で
す
。

具
体
的
に
は
、
調
査
・
点
検
・
診
断
、
維
持

管
理
計
画
の
作
成
、
維
持
管
理
、
更
新
の
活

動
が
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
す
。
こ
こ

で
大
切
な
こ
と
は
、点
検
、診
断
、計
画
策
定
、

維
持
管
理
、
更
新
を
一
連
の
プ
ロ
セ
ス
と
捉

え
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
視
野
に
効
率
的
、

効
果
的
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行

す
る
こ
と
で
す
。

「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
携
わ
る

人
々
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
す
。「
モ
ノ
を
言

わ
ぬ
下
水
道
施
設
」
に
人
々
が
働
き
か
け
る

活
動
で
あ
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
ル

ー
ル
ブ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
、
属
人
的
な
活
動

に
陥
り
や
す
く
、
と
も
す
れ
ば
過
誤
や
事
故

の
原
因
と
も
な
り
ま
す
（
図
１
参
照
）。

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
で
あ
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
作
り
方
の
指
南
書
が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５

０
０
１
で
す
。

「
水
の
官
民
連
携（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」

に
お
い
て
、
官
民
共
通
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
が
で
き
て
い
れ
ば
、

活
動
は
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
、
官
民
の
意
思
疎

通
、
協
力
・
連
携
が
円
滑
に
で
き
ま
す
。

5
．「
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
」

と
は
何
か
？

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
で
あ
る
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
」
を
作
る
た
め
の
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５

０
０
１
は
、
七
つ
の
要
求
事
項
か
ら
構
成
さ図1　アセットマネジメントに関する「3つの用語」の違い
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れ
て
い
ま
す
（
図
2
参
照
）。

図
2
の
よ
う
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１

の
規
格
要
求
事
項
の
構
成
を
機
関
車
に
例
え

る
と
、
機
関
車
の
後
ろ
に
箇
条
4
か
ら
箇
条

10
の
七
つ
の
貨
車
が
連
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
目
の
貨
車
（
箇
条
4
）
は
、︿
組
織

の
状
況
﹀
の
把
握
で
す
。

「
下
水
道
利
用
者
や
議
会
な
ど
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
（
利
害
関
係
者
）
は
、
ど
の
よ

う
な
ニ
ー
ズ
や
期
待
を
持
っ
て
い
る
か
？
」、

「
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
は
こ
の
ま
ま
で
は

将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
進
行
し
て
し
ま
う

か
？
」、「
組
織
の
人
材
は
将
来
的
に
確
保
で

き
る
か
？
」、「
官
民
連
携
の
必
要
は
な
い

か
？
」
な
ど
、
将
来
も
見
越
し
て
、
ア
セ
ッ

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題
を
整
理
し
ま
す
。

そ
し
て
、
持
続
可
能
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
た
め
に
は
、
組
織
の
共
通
ル
ー
ル

で
あ
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

二
番
目
の
貨
車
（
箇
条
5
）
は
、︿
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
﹀
の
発
揮
で
す
。
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
（
経
営
層
）
は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
方
針
を
策
定
し
て
組
織
内
外
に
公

表
し
ま
す
。
さ
ら
に
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

は
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
あ
た
る
人

員
の
責
任
と
権
限
を
明
確
に
し
、
経
営
資
源

の
適
切
な
確
保
な
ど
に
つ
い
て
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
ま
す
。

三
番
目
の
貨
車
（
箇
条
6
）
は
、︿
計
画

（
Ｐ
）﹀
の
策
定
で
す
。
ア
セ
ッ
ト
（
下
水
道

施
設
）、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
人
々

の
活
動
）
に
潜
む
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
リ

ス
ク
の
回
避
と
技
術
革
新
な
ど
の
チ
ャ
ン
ス

を
捉
え
る
た
め
の
目
標
と
、
そ
の
達
成
の
た

め
の
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

四
番
目
の
貨
車
（
箇
条
7
）
は
、
経
営
の

資
源
、︿
支
援
﹀
材
料
の
確
保
で
す
。
よ
り

よ
い
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
行
す
る

に
は
、適
切
な
人
材
、資
機
材
、予
算
（
ヒ
ト
、

モ
ノ
、
カ
ネ
）
と
情
報
が
必
要
で
す
。
そ
う

し
た
経
営
の
資
源
を
確
保
し
、
組
織
活
動
に

割
り
あ
て
ま
す
。

五
番
目
の
貨
車
（
箇
条
8
）
は
、「（
三
番

目
の
貨
車
）
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

と
「（
四
番
目
の
貨
車
）
経
営
の
資
源
」
を

も
と
に
し
た
「
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
行
（
運
用
）」
で
す
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
行
︿
運
用
：
Ｄ
﹀
す
る
際
の
リ

ス
ク
は
、
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目

は
、「
外
部
委
託
」
で
す
。
二
つ
目
は
、
人

材
や
資
機
材
や
作
業
手
順
な
ど
の
「
変
更
」

で
す
。
人
に
頼
む
こ
と
（
外
部
委
託
）
に
よ

っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
と
当
初
決
め
て
い
た
こ

と
か
ら
変
更
す
る
こ
と
に
よ
る
リ
ス
ク
を
回

避
す
る
た
め
に
、
実
行
前
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

六
番
目
の
貨
車
（
箇
条
9
）
は
、︿
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
（
Ｃ
）﹀
で
す
。
忙
し
さ

の
あ
ま
り
、
Ｐ
Ｄ
↓
Ｐ
Ｄ
↓
Ｐ
Ｄ
︙
︙
と
な

り
、Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
評
価
を
怠
り
が
ち
で
す
。

Ｐ
Ｄ
に
対
す
る
評
価
（
Ｃ
）
を
す
る
こ
と
で
、

評
価
結
果
を
も
と
に
改
善
活
動
（
Ａ
）
が
効

果
的
に
実
行
さ
れ
ま
す
。

最
後
の
七
番
目
の
貨
車（
箇
条
10
）は
、︿
改

善
（
Ａ
）﹀
の
ル
ー
ル
作
り
で
す
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ※
を
効
果
的
に
回
す
こ
と
で
、
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
上
に
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
究
極
的
な
目
標
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
予
防
保
全
の
プ
ロ
セ
ス
の
導

入
に
つ
い
て
も
、
改
善
活
動
の
一
環
と
し
て

規
定
さ
れ
ま
す
（
図
3
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
、
箇
条
4
か
ら
箇
条
10
の
七

つ
の
一
連
の
箇
条
の
要
求
事
項
を
満
足
す
る

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク

（
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を

作
り
上
げ
る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
持
続
可
能
な
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
箇
条
1
は
こ
の
規
格
の
「
適
用
範

囲
」
を
、
箇
条
2
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０

１
の
「
引
用
規
格
」
を
、
箇
条
3
は
規
格
に

使
用
さ
れ
て
い
る
「
用
語
の
定
義
」
が
記
さ

れ
て
お
り
、
要
求
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）、
Ｄ

Ｏ
（
実
行
）、
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）、
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ

Ｎ
（
改
善
）
の
四
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
順
に
繰
り
返
し
、

ア
セ
ッ
ト
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
継
続
的
に

向
上
さ
せ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手
法
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）：
リ
ス
ク
を
評
価
し
た
上
で
達
成

し
た
い
目
標
を
設
定
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
。

　

Ｄ
Ｏ
（
実
行
、
実
施
、
運
用
）：
策
定
さ
れ
た
計
画
に

基
づ
い
て
業
務
を
実
施
す
る
。

　
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
評
価
）：リ
ス
ク
の
評
価
、目
標
の
設
定
、

計
画
の
内
容
、
実
施
し
た
業
務
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、

測
定
、
分
析
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
評
価
す
る
。 図2　箇条（要求事項）間のつながりを理解することが重要！
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事
故
か
ら
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
!

特
集

　

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
改
善
）：
評
価
結
果
に
基
づ
い
て
、

強
み
を
伸
ば
し
、
弱
み
を
補
う
改
善
を
行
い
、
次
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
繋
げ
て
い
く
。

図3　PDCAで
スパイラルアップ！

6
．下
水
道
事
業
へ
の
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

導
入
の
効
果

下
水
道
事
業
が
抱
え
て
い
る
課
題
と
ア
セ

ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
改
善
効
果
の
事
例
に
つ
い
て
、
ヒ
ト
・
モ

ノ
・
カ
ネ
、
官
民
連
携
の
観
点
か
ら
表
1
を

整
理
し
ま
し
た
（
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二

〇
二
六
年
版
）
か
ら
の
抜
粋
）。

7
．「
水
の
官
民
連
携︵
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
︶」に
お
け
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０
０
１
の

適
用

「
水
の
官
民
連
携（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」

に
お
い
て
受
託
者
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｑ
５
５
０

０
１
に
基
づ
く
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
官
民
連
携
に

導入前の事業課題 導入による確立 改善効果

ヒト

● 人員削減（不足）で仕事が回
らない

● 人によって手順がバラバラ
● 役割分担が不明確
● 仕事の流れが不明確
● 職員の知識不足・経験不足
● 技術継承ができていない
● 事業の優先度の判断ができな

い

● 各部課の役割と責任を明確化
● 業務プロセスを決定し、システ

ム化を実現
● 職員に必要なスキルの明確化、

研修の実施
● リスク評価や維持管理等のアセ

ットマネジメントの意思決定基
準を確立

● 関係部署間の情報共有ができ、仕事がス
ムーズかつ効率的に進むようになった

● 属人的な仕事の進め方から組織全体のル
ールに従った進め方にシフトしてきた

● 研修結果の見える化により、力量向上に
向けた目標が明確となった

● 意思決定基準にもとづき事業の優先順位
や維持管理の内容を決定できるようにな
った

モノ

● 下水道台帳の情報が間違って
いる

● 施設毎に管理水準がバラバラ
● 過去の調査結果（データ）が

使えない
● 過去の劣化や故障の記録が残

っていない
● 工事情報が残っていない

● 台帳情報の管理プロセスを整備
● 不具合の管理や劣化分析に必要

な保全記録と情報管理方法を確
立

● 維持管理情報等を蓄積することにより道
路陥没の多発地点の傾向等を把握できる
ようになった

● 管路台帳をはじめとして情報システムが
整備され、災害調査や破損情報蓄積がス
ムーズに進められるようになった

● 傾向分析結果を活用することで、効率的
かつ効果的な調査箇所選定が可能となっ
た

カネ

● 予算不足で計画的な改築・修
繕ができない

● 必要な修繕費が把握できてい
ない

● ライフサイクルコストを反映
した更新計画が策定されてい
ない

● 上記の結果、中長期の予測が
できていない

● 意思決定の基準や意思決定のプ
ロセスを整備

● 事業計画や保全計画をもとに中
長期的な費用予測と経営計画を
策定する業務プロセスを構築

● 目標の達成度を確認するための
評価指標を設定

● 財務担当やトップマネジメント、議会、
市民等に投資等の判断を明確に説明でき
るようになった

● コスト、リスク、パフォーマンスのバラ
ンスを考えて、実行内容を判断すること
ができるようになった

● 長期的な費用予測を実施し、議会や市
民、組織内部への説得力が向上した

官民
連携

● 官民で情報共有がうまくいか
ず、修繕や更新の必要性を対
外的にうまく説明できない

● 官民のリスク分担や利益の配
分（プロフィットシェア）が
うまく設定できない

● 契約にあたって受託者に対す
る要求水準書がうまく書けな
い

● 契約後の次の民間事業者への
引継ぎがうまくいかない

● 受託者が委託範囲においてJIS 
Q 55001に基づくアセットマネ
ジメントシステムを実装してい
ることを下水道管理者も理解で
きるとともに、下水道管理者自
身もアセットマネジメントシス
テムの効用を理解

● 受託者はステークホルダーであ
る下水道管理者の要求事項を考
慮し目標を設定

● 下水道管理者及び受託者はJIS 
Q 55001の要求事項である文書
化した資料を共有

● 事業で得られた情報を効果的に官民で共
有できる

● 下水道管理者はアセットマネジメントを
改善するための情報を受託者から取得
し、議会や住民への説明責任を果たすこ
とができる

● JIS Q 55001の要求事項を準用するこ
とで、要求水準書での細かい設定を省略
できる

● 受託者はアセットマネジメントシステム
を運用する中で委託者から十分な情報を
得ることでリスクを軽減・回避できる

● 受託者のプロセスの見える化により、プ
ロフィットシェアが実行しやすくなった

表1　下水道事業の課題とアセットマネジメントシステム導入の効果事例
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と
っ
て
大
き
な
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

「
水
の
官
民
連
携（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
二
つ
の
課
題
に

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
つ
目
の
課
題
は
、
官
（
地
方
公
共
団
体：

下
水
道
管
理
者
）と
民（
民
間
企
業：受
託
者
）

の
互
い
の
立
場
の
違
い
へ
の
対
応
で
す
。

地
方
公
共
団
体
に
と
っ
て
は
、
住
民
の
利

益
・
公
平
性
・
透
明
性
が
最
優
先
と
な
る
で

し
ょ
う
。

一
方
、
民
間
企
業
は
社
会
貢
献
を
し
つ
つ
、

利
益
や
株
主
へ
の
還
元
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
官
と
民
の
目
的
、
目
標
が

必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
互

い
の
立
場
を
理
解
し
、
共
通
の
目
的
、
目
標

を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

二
つ
目
の
課
題
は
、
実
際
に
事
業
を
行
う

民
間
企
業
と
事
業
を
管
理
す
る
下
水
道
管
理

者
（
官
）
の
間
で
、
と
も
す
れ
ば
事
業
で
得

ら
れ
る
情
報
が
民
間
企
業
に
集
中
し
、
官
民

の
情
報
格
差
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
事
業
で
得
ら
れ
る
情
報
を
効
果
的

に
共
有
す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
役
立
つ
の
が 

Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

５
５
０

０
１
に
基
づ
く
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
で
す
。
官
民
共
通
の
基
盤
と
な
る
仕

組
み
づ
く
り
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

５
５
０
０
１
を

適
用
す
る
こ
と
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン（
二
〇
二
五
年
四
月
版
）」に
も
、

受
託
者
選
定
の
際
の
技
術
力
や
運
営
体
制
の

評
価
に
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ 

５
５
０
０
０
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

５
５
０
０
０
）
シ
リ
ー
ズ
の
活
用
を
評

価
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
明
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
水
の
官
民
連
携（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」

の
業
務
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
を
適
用
す
る
こ
と
で
次
の
よ
う
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

①�
官
民
双
方
の
目
標
達
成
の
確
実
性
が
高�

ま
る
。

・�

標
準
化
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
で
事
業
が
運
営

さ
れ
る
た
め
、
事
業
の
透
明
性
と
信
頼
性

が
向
上
す
る
。

②�

官
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
く�

な
る
。

・�

定
期
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
仕
組

み
と
し
て
組
み
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
住

民
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
果
た
せ
る
。

③
官
民
の
情
報
共
有
が
進
む
。

・�

保
管
し
共
有
す
る
情
報
、
デ
ー
タ
が
明
確

と
な
る
。

・�

ア
セ
ッ
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て

受
託
者
の
運
用
プ
ロ
セ
ス
が
「
見
え
る
化
」

さ
れ
る
。

・
官
民
の
リ
ス
ク
や
利
益
の
分
担
・
シ
ェ
ア

が
う
ま
く
い
き
、「
水
の
官
民
連
携
（
ウ

ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）」
に
求
め
ら
れ
て
い

る
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
シ
ェ
ア
が
合
理
的
な
も

の
と
な
る
。

④�

継
続
的
改
善
と
引
き
継
ぎ
が
ス
ム
ー
ズ

に
な
る
。

・�

契
約
終
了
後
も
、デ
ー
タ
、情
報
、知
識（
ナ

レ
ッ
ジ
）
は
文
書
化
し
た
情
報
等
と
し
て

整
理
し
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
次
の
受

託
者
へ
の
引
き
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二
六
年
版
）

の
本
編
で
は
、
下
水
道
分
野
で
急
速
に
進
展

す
る
「
水
の
官
民
連
携
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ

Ｐ
）」
に
民
間
受
託
者
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

５
５
０

０
１
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

を
適
用
す
る
こ
と
が
、
受
託
者
自
身
だ
け
で

な
く
委
託
者
で
あ
る
下
水
道
管
理
者
に
も

様
々
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
示
し
、
そ

の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
留
意
事
項
な

ど
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

8
．結
語

下
水
道
事
業
を
持
続
可
能
な
も
の
と
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
安
全
、
安
心
の
た
め
の

事
後
保
全
か
ら
予
防
保
全
へ
の
移
行
」、「
適

正
な
料
金
水
準
と
す
る
た
め
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
」、「
人
材
の
不
足
を
補

う
た
め
の
新
た
な
技
術
革
新
や
Ｄ
Ｘ
や
Ａ
Ｉ

の
導
入
」、「
官
民
連
携
の
強
化
」
が
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

「
過
去
、
現
在
、
未
来
の
時
間
軸
を
念
頭
に

置
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」、「
コ
ス
ト
・
リ
ス

ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
三
要
素
の
最
適
な

バ
ラ
ン
ス
の
追
求
」、「
属
人
的
な
活
動
を
防

ぐ
安
定
し
た
組
織
活
動
」
な
ど
を
実
現
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
で
は
そ
の
た
め
の
切
り
札
が
Ｊ

Ｉ
Ｓ 

Ｑ 

５
５
０
０
１
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ユ
ー
ザ
ー
ズ
ガ
イ
ド
（
二
〇
二

六
年
版
）
の
本
編
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
）�

https://w
w

w
.ja-am

.or.jp/form
/

contact.htm
l

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
に
は
、
現
在
、
二
百
四

十
二
の
自
治
体
・
国
の
機
関
が
準
会
員
と
し

て
加
入
し
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

https://w
w

w
.ja-am

.or.jp/about/
m

em
bership.htm

l#m
em

bership2 �

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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は
じ
め
に

近
年
激
甚
化
、
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
や

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
、
首
都
直
下
地
震
等

の
大
規
模
地
震
の
発
生
等
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
十
五
年
、
熊
本
地
震
か

ら
十
年
を
迎
え
、
様
々
な
情
報
も
発
信
さ
れ
、

社
会
に
お
け
る
災
害
対
応
や
防
災
に
対
す
る

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
は
「
都
市
再
生
」「
賃
貸
住
宅
」
を

行
っ
て
い
る
組
織
と
の
認
識
を
お
持
ち
の
方

が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大

震
災
、
熊
本
地
震
、
能
登
半
島
地
震
、
さ
ら

に
は
、
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
お
い
て
、

応
急
・
復
旧
・
復
興
の
お
手
伝
い
を
し
て
き

て
お
り
ま
す
（
図
1
）。

Ｕ
Ｒ
は
、
国
の
政
策
実
施
機
関
と
し
て
、

発
災
時
に
国
等
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
被
災

し
た
地
方
公
共
団
体
に
支
援
を
行
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、
特
に
、
令
和
元
年
に
は
災
害

対
策
基
本
法
に
お
け
る
指
定
公
共
機
関
と
な

り
、
令
和
二
年
に
は
内
閣
府
と
住
家
の
被
害

認
定
業
務
支
援
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締
結

し
、
よ
り
い
っ
そ
う
災
害
対
応
支
援
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
で
す
の
で
、
Ｕ
Ｒ
職
員

と
し
て
、
災
害
対
応
支
援
に
お
け
る
知
識
を

し
っ
か
り
持
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

我
々
が
所
属
し
て
い
る
部
署
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
支
援
し
て
き
た
中
で
の
経
験
や
知
見

を
、
社
内
の
若
い
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
地
方

公
共
団
体
に
対
し
て
も
で
き
る
限
り
お
伝
え

し
て
、
少
し
で
も
事
前
の
備
え
に
繋
が
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
使
命
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｕ
Ｒ
で
の
社
内
人
材
育
成

災
害
対
応
支
援
に
係
る
人
材
育
成
に
お
き

ま
し
て
、
社
内
研
修
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

対
応
し
て
き
た
災
害
対
応
支
援
の
基
礎
的
な

内
容
、
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
に
係

る
支
援
内
容
、
被
災
宅
地
応
急
危
険
度
判
定

に
係
る
支
援
内
容
、
住
家
の
被
害
認
定
調
査

に
係
る
支
援
内
容
等
に
関
す
る
研
修
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
、
東
日
本
大
震
災

を
は
じ
め
と
す
る
大
規
模
災
害
で
支
援
し
て

き
た
復
興
事
業
に
係
る
研
修
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

現
在
、
危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ

ま
で
対
応
し
て
き
た
災
害
対
応
支
援
を
経
験

し
て
き
た
職
員
が
年
々
退
職
し
て
、
若
い
世

代
に
伝
承
し
て
い
く
人
材
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
Ｕ
Ｒ
で
は
令
和
六
年
よ
り
、
復

興
事
業
経
験
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見
を
蓄
積

し
て
い
け
る
よ
う
「
復
興
等
技
術
継
承
者
制

度
」
を
創
設
し
て
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
知
見

を
若
い
世
代
に
ど
う
や
っ
て
継
承
し
て
い
く

か
の
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

復
興
等
技
術
と
は
、
土
地
造
成
や
区
画
整

理
等
の
復
興
市
街
地
整
備
を
は
じ
め
と
し

て
、
災
害
公
営
住
宅
整
備
、
応
急
仮
設
住
宅

整
備
、
そ
れ
ら
の
後
方
支
援
業
務
の
四
つ
を

軸
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
経
験
し
て

き
た
職
員
を
復
興
等
技
術
継
承
者
と
位
置
付

け
て
、
若
い
世
代
に
対
し
、
復
興
に
必
要
と

な
る
知
識
を
教
え
、当
時
の
経
験
談
を
語
り
、

様
々
な
観
点
で
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

実
際
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
、
効

果
的
に
復
興
等
技
術
を
継
承
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

進
め
て
い
こ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の

災
害
対
応
力
向
上
に
向
け
た

人
材
育
成
支
援

【
Ｕ
Ｒ
防
災
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
】

一
方
で
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
災
害

対
応
力
向
上
に
つ
い
て
、
Ｕ
Ｒ
で
は
そ
の
人

材
育
成
等
に
係
る
技
術
的
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
方
公
共
団
体
は
、
大
規
模
災
害
時
の
復

災害対応支援に係る
URの人材育成について

独立行政法人都市再生機構 災害対応支援部 災害対応支援課　河野　裕一　
連携構築課　田所　孝一郎
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旧
・
復
興
へ
備
え
る
べ

く
防
災
・
減
災
に
係
る

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
施

策
を
は
じ
め
、
各
種
訓

練
・
研
修
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
被
災
地

支
援
等
の
経
験
不
足
や

災
害
対
応
に
係
る
人
材

育
成
に
不
安
や
課
題
を

抱
え
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
よ
く
ご
相
談
を
い

た
だ
き
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
は
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
て
、
こ
れ

ま
で
都
市
再
生
事
業
で

携
わ
っ
て
き
た
ま
ち
づ

く
り
や
、
被
災
地
へ
の

復
旧
・
復
興
等
の
支
援

経
験
か
ら
得
ら
れ
た
知

見
を
交
え
な
が
ら
、
平

時
（
事
前
防
災
）、
応

急
復
旧
、
復
興
に
係
る

講
義
・
演
習
等
を
Ｕ
Ｒ

職
員
が
講
師
と
な
っ
て
、

「
Ｕ
Ｒ
防
災
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム（
図
2
）」（
以
下
、

研
修
等
と
い
う
）
と
し

て
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
相
談
事
項
】

こ
の
研
修
等
の
実
施
に
あ
た
り
、
研
修
等

の
目
的
や
受
講
者
で
あ
る
市
町
村
の
職
員
の

み
な
さ
ん
に
習
得
し
て
欲
し
い
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
研
修
事
務
局
と
Ｕ
Ｒ
が
協
働
で
企

画
検
討
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
地
方
公
共

団
体
の
担
当
者
さ
ま
か
ら
お
聞
き
す
る
主
な

課
題
や
悩
み
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・�

災
害
対
応
の
重
要
性
は
認
識
し
て
は
い
る

が
、
非
常
時
業
務
と
い
う
こ
と
で
自
分
事

と
捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

・�

被
災
地
支
援
や
被
災
経
験
が
不
足
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
経
験
は
属
人
化
し
て
お

り
、
行
政
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
し
て
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
。

・�

人
材
育
成
研
修
は
、
応
援
職
員
と
し
て
派

遣
さ
れ
る
場
合
、
も
し
く
は
自
ら
被
災
し

た
場
合
に
、
率
先
し
て
行
動
で
き
る
よ
う

に
「
実
践
力
」
を
養
成
し
た
い
。

・�

日
常
業
務
に
忙
し
く
、
研
修
機
会
を
設
け

て
も
、
参
加
し
て
欲
し
い
職
員
が
参
加
で

き
な
い
場
合
も
多
く
あ
る
。
対
面
が
理
想

的
だ
が
、
会
場
ま
で
の
移
動
距
離
な
ど
を

考
え
る
とw

eb

併
用
で
効
率
よ
く
実
施

し
、
効
果
を
上
げ
た
い
。

【
研
修
等
の
実
施
】

こ
の
よ
う
に
地
域
ご
と
に
抱
え
る
課
題
や

研
修
の
目
的
は
様
々
で
す
。
ま
た
、
そ
の
人

図１
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材
育
成
の
方
向
に
Ｕ
Ｒ
が
す
べ
て

お
応
え
し
て
い
く
の
は
難
し
い
こ

と
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
関
係

構
築
し
て
き
た
他
の
地
方
公
共
団

体
等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
被
災

経
験
の
あ
る
近
隣
地
方
公
共
団
体

職
員
か
ら
の
実
体
験
の
紹
介
や
被

害
実
例
を
題
材
に
討
議
す
る
演
習

を
企
画
提
案
す
る
な
ど
、
研
修
事

務
局
と
意
見
交
換
を
重
ね
な
が
ら

研
修
内
容
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

い
き
、
地
域
の
課
題
・
実
情
に
合

わ
せ
た
内
容
に
再
構
成
し
、
研
修

等
の
目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
調

整
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
等
の
内
容
は
、
受

講
者
の
属
性
や
経
験
も
考
慮
し
、

基
礎
知
識
の
習
得
や
演
習
時
間
の

設
定
を
調
整
し
ま
す
。
特
に
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
行
う
演
習
で

は
、
単
純
な
知

識
の
確
認
の
よ

う
な
内
容
で
は

な
く
、「
も
し
、

今
、
想
定
外
の

地
震
が
発
生
し

た
場
合
、
〇
〇

は
、
ど
の
よ
う

に
判
断
し
、
対
応
す
る
の
か
」
と
い
う
よ
う

な
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
参
加
し
て
い
る
近

隣
地
方
公
共
団
体
の
担
当
者
と
議
論
す
る
よ

う
な
演
習
へ
の
要
望
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
と
め

こ
れ
だ
け
準
備
す
れ
ば
十
分
と
い
う
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
想
定
外
の
こ
と
が
発
生
す

る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
Ｕ
Ｒ
が
こ

れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
研
修
等

の
機
会
を
い
た
だ
き
、
地
方
公
共
団
体
の
み

な
さ
ま
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に
向
け
た
人

材
育
成
等
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
災
害
対
応
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
、
平
時
、
発
災
時
に
対
す
る
意
識
及

び
行
動
の
変
容
に
繋
げ
る
た
め
に
何
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
悩
み
な
が
ら
、
大
規
模
災

害
へ
の
「
備
え
」
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

図2

復興まちづくり事業ケースメソッド
演習の様子

復興事業基礎研修
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Ｓ
Ｉ
Ｐ
成
果
の

社
会
実
装
に
向
け
て

第
三
期
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
で
は
、
技
術
開
発
だ

け
で
は
な
く
、
そ
の
研
究
成
果
の
社
会
実
装

を
目
指
す
点
が
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ

こ
で
「
社
会
実
装
」
と
は
、
研
究
開
発
で
得

ら
れ
た
成
果
を
実
社
会
に
普
及
・
定
着
さ
せ

る
フ
ェ
ー
ズ
も
含
む
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

私
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
市
道
・
町

道
・
村
道
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
取
り
扱
っ

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
管
理
者
で
あ
る

市
町
村
が
実
装
し
、
そ
の
使
用
者
で
あ
る
市

民
・
町
民
・
村
民
が
受
益
す
る
地
域
社
会
の

創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
日
本
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
制
度
は
、
ど
の
よ
う
に
社
会
実
装
さ
れ

て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？　
「
自
動
車
検
査
登

録
制
度
」
い
わ
ゆ
る
「
車
検
」
の
変
遷
に
つ

い
て
調
べ
て
み
た
。
現
在
の
制
度
は
、
一
九

五
一
年
（
昭
和
二
十
六
年
）
に
制
定
さ
れ
た

「
道
路
運
送
車
両
法
」
を
起
点
と
す
る
。
こ

れ
以
前
、
最
初
に
成
文
化
さ
れ
た
自
動
車
に

対
す
る
検
査
制
度
は
、
愛
知
県
で
一
九
〇
三

年
（
明
治
三
十
六
年
）
八
月
に
公
布
さ
れ
た

「
乗
合
自
動
車
営
業
取
締
規
制
」
で
あ
っ
た
。

同
年
十
月
に
京
都
府
で
、
十
二
月
に
岡
山
県

で
公
布
さ
れ
、
徐
々
に
ほ
か
の
都
道
府
県
へ

展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
東
京
都
で
自

家
用
自
動
車
が
増
加
し
た
社
会
背
景
を
踏
ま

え
て
、
警
視
庁
（
東
京
都
内
を
管
轄
区
域
と

す
る
警
察
組
織
）
は
一
九
〇
七
年
（
明
治
四

十
年
）
に
「
自
動
車
取
締
規
制
」
を
交
付
し
、

規
制
対
象
を
乗
合
自
動
車
や
営
業
車
の
み
な

ら
ず
、
自
家
用
車
に
も
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら

の
よ
う
に
、
都
道
府
県
単
位
で
整
備
さ
れ
た

制
度
は
、
内
務
省
が
一
九
一
九
年
（
大
正
八

年
）
に
「
自
動
車
取
締
令
」
を
制
定
し
た
こ

と
で
初
め
て
、
全
国
で
統
一
化
さ
れ
た
。
ま

た
一
九
五
一
年
以
降
の
変
遷
と
し
て
、
陸
運

事
務
所
の
み
で
実
施
し
て
い
た
検
査
を
、
指

定
さ
れ
た
民
間
組
織
で
も
代
行
で
き
る
よ
う

に
、
い
わ
ゆ
る
「
民
間
車
検
」
制
度
が
一
九

六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）
に
新
設
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、二
〇
〇
二
年（
平
成
十
四
年
）に
は
、

運
輸
省
が
手
掛
け
て
い
た
基
準
適
合
性
審
査

等
を
担
う
自
動
車
検
査
独
立
行
政
法
人
（
二

〇
一
六
年
以
降
は
独
立
行
政
法
人
自
動
車
技

術
総
合
機
構
）
が
発
足
し
た
。
こ
れ
ら
の
背

景
を
踏
ま
え
て
、
社
会
実
装
に
お
い
て
は
、

時
宜
を
得
た
改
善
を
経
な
が
ら
、
将
来
に
向

け
た
持
続
的
な
事
業
化
や
、
都
道
府
県
単
位

で
発
足
し
た
制
度
の
全
国
一
律
化
な
ど
を
鑑

み
る
必
要
が
あ
る
。

同
時
に
、
自
動
車
整
備
士
育
成
の
海
外
展

開
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
四

年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ケ
ニ
ア

の
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー
タ
イ
氏
が
世
界
に
広
め

た
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
」
精
神
に
含
ま

れ
る
、
物
を
大
切
に
す
る
日
本
文
化
に
基
づ

く
仕
組
み
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

世
界
的
に
も
最
高
レ
ベ
ル
の
車
検
制
度
に
基

づ
き
整
備
さ
れ
た
中
古
車
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
世
界
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
る
と
、
モ
ノ
の
み
な
ら
ず
コ
ト

や
ヒ
ト
の
輸
出
に
進
展
し
た
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
最
終

回
で
は
、
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
扱
っ
て
き
た
モ
ノ

づ
く
り
・
コ
ト
づ
く
り
・
ヒ
ト
づ
く
り
に
関

し
て
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
お
よ
び
全
国
や
海
外
へ
の
展
開
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

北
陸
地
方
に
お
け
る
事
例
紹
介

本
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
回
（V

ol.154

、
伊

藤
始
著
）
に
お
い
て
、
体
験
講
習
会
、
補

修
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
お
よ
び
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

（https://hokurikuSIPm
ain.com

/

）

等
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
の
掲
載
後
の
二

〇
二
六
年
一
月
九
日
に
は
、
金
沢
商
工
会
議

所
とZoom

ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
、
表
1
に
示
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
市

町
村
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
に
対
す

1）

2）

3）

【シリーズ企画】
産学連携による自治体インフラの維持管理と人材育成

第3回：グローカルな展望

金沢工業大学 工学部 環境土木工学科 教授　宮里　心一

センター通信
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る
効
率
化
・
高
度
化
・
戦
略
化
に
関
す
る
セ

ミ
ナ
ー
」
を
、
北
陸
地
方
に
限
ら
ず
、
全
国

の
自
治
体
の
職
員
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
技

術
者
等
に
向
け
て
、
広
く
発
信
し
た
。
会
場

で
は
約
百
二
十
人
な
ら
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

は
約
八
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。
そ
の
際
に

撮
影
さ
れ
た
動
画
は
、
前
述
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
で
公
開
す
る
の
で
、
読
者
の
み
な
さ
ま

に
お
か
れ
て
は
必
要
に
応
じ
て
閲
覧
を
頂
け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
な
技
術
や
仕
組
み
を

開
発
し
情
報
発
信
し
て
も
、
市
町
村
で
社
会

実
装
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
職
員
が
興
味

を
示
し
て
利
活
用
し
よ
う
と
思
う
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
日
本
の
自
治

体
で
は
、
三
年
程
度
に
一
回
の
異
動
（
ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）
が
あ
り
、
前
任
者
に

倣
っ
て
業
務
を
淡
々
と
こ
な
し
、
後
任
者
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が
美
徳
的
な
思
想
を
持
っ
た

公
務
員
が
居
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
三

年
か
ら
義
務
化
さ
れ
た
、
主
要
道
路
構
造
物

の
五
年
ご
と
の
健
全
性
の
診
断
と
記
録
・
保

存
お
よ
び
計
画
的
な
措
置
は
、
法
律
だ
か
ら

順
守
す
る
も
の
の
、
い
ま
だ
新
し
い
業
務
の

た
め
に
改
善
す
べ
き
点
は
多
数
あ
り
つ
つ

も
、
自
身
の
発
案
で
従
来
の
手
順
に
な
い
工

夫
を
積
極
的
に
推
進
す
る
職
員
は
、
決
し
て

多
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
自
身
の
市
町
村
の

維
持
管
理
を
自
分
達
が
改
善
で
き
得
る
自
信

を
付
け
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
二

〇
二
五
年
九
月
十
六
日
に
金
沢
工
業
大
学
で

開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
表
2
に
、
特
に

重
要
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
進
め
方
を
表
3
に
示

す
。
富
山
県
射
水
市
、
石
川
県
野
々
市
市
お

よ
び
石
川
県
白
山
市
か
ら
各
二
名
の
職
員
が

参
加
し
、
参
加
者
か
ら
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

後
の
振
り
返
り
で
、
相
互
啓
発
に
よ
る
人
材

育
成
効
果
を
確
認
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
市

町
村
職
員
は
、
①
す
ぐ
に
で
も
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
維
持
管
理
業
務
を
改
善
で
き
得
る
ヒ
ン

ト
を
得
ら
れ
、
②
北
陸
地
方
内
の
官
学
産
連

携
体
制
（
市
町
村
⇔
市
町
村
、
大
学
・
高
専

⇔
市
町
村
⇔
地
元
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
を
実

感
し
て
安
心
し
な
が
ら
業
務
改
善
に
努
め
る

こ
と
が
で
き
る
、
③W

ell-being

に
関
す

る
演
習
で
学
ん
だ
こ
と
は
公
私
に
活
用
で
き

る
、
等
の
感
想
を
述
べ
て
い
た
。

ま
た
、
二
〇
二
五
年
六
月
三
十
日
に
富
山

表1　セミナーのプログラム

はじめに
北陸SIP趣旨説明
効率化・高度化・戦略化の捉え方
市町村の基礎データに基づく分類

道路インフラ別の維持
管理手法

短支間橋梁の健全度に応じた簡易的な管理フロー
構造物の維持管理のための飛来塩分の予測技術 
小規模橋梁を対象としたタブレット点検
AI診断による橋梁点検のDX推進
非破壊試験を活用した点検方法
短支間RC橋を対象とした簡易補修と延命化措置
橋梁の供用可/不可評価
支承の維持管理
幅の長期監視システムと橋梁たわみ計測
トンネル維持管理の効率化・高度化
自治体における舗装の最適な修繕計画の立案支援

維持管理優先順位付け
のためのデータ

交通ビッグデータを活用した橋梁の維持管理
橋梁維持管理優先度の検討のための迂回路距離マップ

維持管理に役立つデー
タ活用

仮想空間プラットフォーム
効率化のためのデータ連携

集約・撤去・廃道への
取組み

小規模橋梁を対象としたアセットマネジメントの現実的実践
トンネル運用廃止の考え方

自治体職員向けの人材
育成セット

自学自習するオンデマンド教材
短支間橋梁の終局耐力に関する体験講習会
グループで相互啓発するワークショップ

表2　ワークショップのプログラム

時間 内容
9:30 挨拶
9:40 ワークショップ前の自己評価
9:45 導入

10:40 効率化・高度化・戦略化の捉え
方の紹介

10:45 市町村のデータ分析の紹介

10:50 市町村の道路インフラの維持管
理に関する個別技術の紹介

11:00 市町村の道路インフラの維持管
理に関する統合システムの紹介

11:10 フォーラムの進め方の説明

11:15 フォーラムでの発表に向けた
チーム活動

11:40 フォーラム#1
12:30 昼食、発表内容の修正
14:30 フォーラム#2
15:15 振り返り

15:25 ワークショップ後の自己評価の
説明

15:30 質疑応答
15:40 修了証の授与、写真撮影
15:45 解散
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県
氷
見
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
四
回
北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
市
区
町
村

長
会
議
に
て
、
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
が
北
陸
地
方
の

市
町
村
と
大
学
・
高
専
と
共
創
し
な
が
ら
、

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
改
善
活
動
を

推
進
し
て
い
る
こ
と
を
話
題
提
供
し
た
。
そ

の
会
議
の
終
盤
の
質
疑
応
答
の
機
会
に
、
モ

デ
ル
市
町
と
し
て
参
画
し
て
い
る
新
潟
県
糸

魚
川
市
の
市
長
か
ら
、「
当
市
は
北
陸
Ｓ
Ｉ

Ｐ
と
覚
書
を
締
結
し
、
共
創
を
推
進
し
て
い

る
」
旨
の
自
発
的
な
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
の

翌
週
に
は
同
じ
新
潟
県
内
の
他
市
の
副
市
長

か
ら
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
と
の
連
携
に
向
け
た
相
談

を
受
け
、
同
県
内
の
他
市
町
村
の
善
例
が
波

及
の
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
っ
た
。

全
国
の
市
町
村
へ
の
展
開

北
陸
地
方
で
の
モ
デ
ル
市
町
を
対
象
に
し

た
事
例
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
全
国
展
開
に

も
取
り
組
み
始
め
た
。
本
誌
を
発
行
し
て
い

る
一
般
財
団
法
人
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー

と
は
二
度
の
打
合
せ
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
二

五
年
十
一
月
七
日
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
基
本
」
の
三
日
間
に
亘

る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
講
義
の
中
で
、

北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
紹

介
し
た
。
ま
た
、
市
町
村
等
の
地
方
自
治
を

中
央
官
庁
と
し
て
所
掌
す
る
総
務
省
と
連
携

し
、
地
方
公
務
員
に
対
す
る
我
が
国
唯
一
の

中
央
研
修
機
関
で
あ
る
自
治
大
学
校
で
、
二

〇
二
五
年
六
月
二
十
七
日
と
二
〇
二
六
年
二

月
十
七
日
に
各
二
コ
マ
の
研
修
を
実
施
し
、

北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
紹

介
し
た
。
加
え
て
、
国
土
交
通
省
公
共
事
業

企
画
調
整
課
か
ら
の
照
会
を
経
て
、
二
〇
二

五
年
八
月
二
十
七
日
に
青
森
市
内
で
開
催
さ

れ
た
第
七
百
十
三
回
建
設
技
術
講
習
会
で

は
、「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
人
材
育

成
と
活
用
」
の
講
演
中
に
、
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
紹
介
し
た
。
そ
の

主
催
者
で
あ
る
一
般
社
団
法
人
全
日
本
建
設

技
術
協
会
が
発
行
す
る
機
関
月
刊
誌「
建
設
」

の
九
月
号
で
は
、「
イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な

維
持
管
理
～
維
持
管
理
の
高
度
化
・
効
率
化

～
」に
関
す
る
特
集
号
の
巻
頭
言
を
寄
稿
し
、

約
六
万
人
の
国
土
交
通
省
・
農
林
水
産
省
な

ら
び
に
全
国
の
都
道
府
県
お
よ
び
市
町
村
に

勤
務
す
る
建
設
関
係
職
員
へ
向
け
て
、
北
陸

Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
紹
介
し

た
。
さ
ら
に
、
市
町
村
は
道
路
法
上
の
道
路

以
外
に
、
農
道
や
林
道
も
管
理
し
て
い
る
た

め
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
林
野
庁
の
本
省
で

二
〇
二
四
年
と
二
〇
二
五
年
に
打
ち
合
わ
せ

て
、
二
〇
二
五
年
十
月
三
日
に
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
第
六
十
回
林
道
研
究
発
表
会
で
は
、

特
別
講
演
「
林
道
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
」

と
し
て
、
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ

ィ
ス
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
東

京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た
社
会
イ
ン

フ
ラ
テ
ッ
ク
や
自
治
体
公
共W

eek

等
で

も
、活
動
概
要
を
積
極
的
に
発
信
し
て
き
た
。

な
お
、
二
〇
二
六
年
元
日
に
鹿
児
島
県
庁
に

勤
め
る
友
人
か
ら
届
い
た
年
賀
状
で
は
、「（
前

述
の
）『
建
設
』
に
寄
稿
し
た
巻
頭
言
を
読

ん
だ
」
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
全
国
の
自
治

体
職
員
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

今
後
も
全
国
の
市
町
村
職
員
が
参
加
す
る

セ
ミ
ナ
ー
へ
の
登
壇
や
、
配
布
さ
れ
る
雑
誌

等
へ
の
投
函
に
よ
り
、
北
陸
地
方
の
先
進
事

例
を
紹
介
す
る
。
同
時
に
、
一
部
の
都
道
府

県
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
政
組
織
の
職
員
や

大
学
の
教
員
と
連
携
し
な
が
ら
、
当
地
の
気

象
条
件
等
を
踏
ま
え
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化
し

た
開
発
技
術
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
等
の
試
行

を
推
進
し
つ
つ
、
人
材
育
成
セ
ッ
ト
の
展
開

等
も
検
討
し
た
い
。

海
外
へ
の
展
開

北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
で
は
、
二
〇
二
三
年
の
活
動

表3　フォーラムの進め方

時刻 者 内容

1 0:00 A市のa1氏

トピックス→発表の想定相
手（例：住民、首長、議
会・議員、上司、財務課
長、県、国）→課題→新た
に導入する事物の提案→そ
れによって得られるメリッ
トと、逆に想定されるデメ
リット（メリット＞デメ
リット）→代替案との比較

2 0:03 B市のb1氏 良かったと感じた点や、同
様の苦労を感じている点3 0:04 北陸SIPのd1氏

4 0:05 C市のc1氏 さらに改善できるかもしれ
ないと感じた点5 0:06 北陸SIPのd2氏

6 0:07 北陸SIPのd3氏
想定相手の立場での感想

7 0:08 北陸SIPのd4氏

8 0:09 北陸SIPのd5氏 マインドとスキルの向上に
つながるフィードバックコ
メント9 0:11 北陸SIPのd6氏

10 0:13 拍手でA市を慰労、担当者の交代
11〜20 0:15 B市のスピーチ開始、以降の流れはA市と同様
21〜30 0:30 C市のスピーチ開始、以降の流れはA市と同様

31 0:45 終了
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開
始
時
か
ら
、
宇
都
宮
大
学
の
藤
倉
修
一
教

授
を
中
心
に
、
海
外
の
自
治
体
を
対
象
に
し

た
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
・
戦
略
的
な
維

持
管
理
の
実
装
事
例
を
調
査
し
て
き
た
。
論

文
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
た
情
報
は

検
索
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
友
人
・
知
人
の

紹
介
等
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
香
港
、
ト
ル

コ
、
ス
イ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
に
足
を
運
び
、

現
地
で
の
実
態
を
調
査
し
た
。
そ
の
結
果
、

海
外
で
も
ヒ
ト
（
人
材
）・
モ
ノ
（
技
術
）・

カ
ネ
（
予
算
）
が
不
足
し
て
い
る
点
は
類
似

し
て
お
り
、
自
治
体
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
管
理
方
法
は
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
二

五
年
か
ら
は
、
静
岡
理
工
科
大
学
の
西
田
孝

弘
教
授
を
中
心
に
、
北
陸
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の
先
進
事

例
の
海
外
へ
の
発
信
と
、
当
該
国
で
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
の
協
力
体
制
で
の
、
現
地
の
実

情
を
踏
ま
え
た
社
会
実
装
に
向
け
た
展
開
を

図
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
、
図
1
お
よ
び

図
2
に
示
す
よ
う
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、

ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
、
現
地
の
日
本

国
総
領
事
も
参
加
さ
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
や
、
実

橋
を
用
い
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開

催
し
た
。
同
様
に
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ト
ル
コ
、
カ
タ
ー
ル
で
の
開
催
準
備

も
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
現
地
国
で
の
技

術
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
当
該
国
の
自
治
体

の
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
効
率
的
・
戦
略
的
な
維

持
管
理
の
確
立
を
支
援
す
る
。

お
わ
り
に

表
4
に
示
す
と
お
り
、
三
回
に
亘
り
、「
産

学
連
携
に
よ
る
自
治
体
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管

理
と
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
市
町
村
道
の
老
朽

化
は
、
北
陸
地
方
の
よ
う
な
過
酷
環
境
下
で

は
既
に
進
行
し
て
お
り
、
そ
の
対
策
は
近
々

の
課
題
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
官
学
連
携

の
共
創
体
制
に
よ
る
維
持
管
理
の
効
率
化
・

高
度
化
・
戦
略
化
に
資
す
る
技
術
開
発
や
仕

組
み
づ
く
り
と
、
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
市
町

村
職
員
の
人
材
育
成
は
、
そ
の
重
要
性
に
気

付
き
始
め
た
市
町
村
で
先
進
さ
れ
て
は
い
る

が
、
い
ま
だ
確
立
は
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
全
国
の
市
町
村
が
個
々
に
も
相
互

に
も
工
夫
し
、
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ

う
。
同
時
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
多
数
の

道
路
イ
ン
フ
ラ
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
老

朽
化
し
て
苦
労
し
て
い
る
北
陸
だ
か
ら
こ
そ

の
先
進
事
例
を
、
世
界
に
も
発
信
し
、
グ
ロ

ー
カ
ル
時
代
に
お
け
る
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
の
海
外
展
開
に
努
め
た
い
。

参
考
文
献

1） �

茅 

明
子
、
奥
和
田
久
美
：
研
究
成
果
の
類
型

化
に
よ
る
「
社
会
実
装
」
の
道
筋
の
検
討
、
社
会

技
術
研
究
論
文
集
、Vol.12

、pp.12-22

、二
〇

一
五

2） �

小
林
英
世
：
自
動
車
の
「
検
査
」
と
そ
の
変
遷
、

JAM
AG

AZIN
E

、Vol.48

、No.10

、pp.2-8

、

二
〇
一
四

3） �

日
本
経
済
新
聞 

電
子
版
：
オ
ー
ト
バック
ス
、
自

動
車
整
備
士
育
成　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
連
携
で
資

格
取
得
、
二
〇
二
五
年
七
月
九
日
（
二
〇
二
六
年
一

月
十
二
日
参
照
）

表4　シリーズにおける各回のテーマ

回目 1（Vol.153） 2（Vol.154） 3（今回）
副題 北陸地方の市町村におけ

る課題と挑戦
橋梁の点検と補修の効率
化・高度化に向けた人材育
成の取組み

グローカルな展望

概要 自然災害と同様に市民生
活を脅かす自治体インフ
ラの老朽化に対して、北
陸地方では、SIPの一環
で、官学連携により人材
育成と技術開発に取り組
んでいる。

市町村が管理する橋梁の多
くを占める短支間コンク
リート橋を対象として、官
学連携の下で、ポータルサ
イト、体験講習会や補修オ
リンピックを通じた人材育
成に取り組んでいる。

市町村道の維持管理の効
率化・戦略化に向けた、
北陸地方における社会実
装のグッドプラクティス
を踏まえ、その全国や海
外への展開に取り組んで
いる。

図1　フィリピンにおけるセミナー 図2　タイにおけるデモンストレーション
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1
．�は
じ
め
に
：
地
下
イ
ン
フ

ラ
の
危
機
と
行
動
指
針

「
４
Ｓ
」の
具
現
化

近
年
、
私
た
ち
の
足
元
を
支
え
る
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
か

つ
て
な
い
転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
高
度

経
済
成
長
期
に
集
中
的
に
整
備
さ
れ
た
下
水

道
を
は
じ
め
と
す
る
排
水
設
備
は
、
今
ま
さ

に
一
斉
に
更
新
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
そ
の

老
朽
化
に
起
因
す
る
道
路
陥
没
や
施
設
の
不

具
合
は
、
国
民
の
安
全
な
生
活
を
脅
か
す
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
下
水
道
と
排

水
設
備
を「
安
全
に
」「
確
実
に
」「
持
続
的
に
」

維
持
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が
、
今
ほ
ど

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
国
土
交
通
省
の
「
下
水

道
等
に
よ
る
大
規
模
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま

え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
等
の
活
動
を
通
じ

て
、
地
下
に
潜
む
リ
ス
ク
の
可
視
化
と
未
然

防
止
の
重
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
社
は
一
九
六
二
年
の
創
業
以
来
、
行
動
指

針
と
し
て
「
４
Ｓ
（Safety

：
安
全
に
、

Steady

：
確
実
に
、Speedy

：
迅
速
に
、

Sustainable

：
持
続
可
能
な
）」
を
掲
げ
、

都
市
の
静
脈
を
守
る
責
務
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
下
と
い
う
特
殊
な
環
境

下
で
の
作
業
は
、
目
に
見
え
な
い
が
ゆ
え
に

高
度
な
専
門
知
識
と
経
験
を
必
要
と
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
現
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
中
心
に

教
育
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
現
場
で

は
時
間
的
・
空
間
的
な
制
約
が
大
き
く
、
体

系
的
な
教
育
を
継
続
す
る
こ
と
に
は
大
き
な

困
難
が
伴
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
維
持
管
理
の
あ

り
方
を
根
本
か
ら
再
定
義
し
、
産
官
学
が
一

体
と
な
っ
て
知
見
を
共
有
で
き
る
「
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
構
築
す
べ
く
、
私
た
ち
は

二
〇
二
二
年
、
神
奈
川
県
厚
木
市
森
の
里
に

約
一
万
坪
の
土
地
を
取
得
し
、「
厚
木
の
杜

環
境
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）」

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

2
．�Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
機
能
と
役
割
：

開
か
れ
た
技
術
研
鑽
の
場

当
社
で
は
過
去
に
も
社
員
教
育
目
的
の

施
設
を
保
有
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

（
以
下
、
本
セ
ン
タ
ー
）
は
活
用
の
場
を
社

内
に
と
ど
め
ず
、
一
般
の
方
々
や
同
じ
下
水

道
業
界
に
携
わ
る
企
業
・
事
業
体
ま
で
広
く

開
放
し
て
い
ま
す
。
技
術
研
修
な
ら
び
に
関

連
す
る
研
究
・
開
発
を
行
う「
究
め
る
」場
、

災
害
時
の
支
援
拠
点
と
し
て
の「
守
る
」場
、

お
よ
び
自
然
と
触
れ
合
う
「
ふ
れ
あ
う
」
場

と
い
う
三
つ
の
目
的
を
掲
げ
た
施
設
で
す
。

本
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
目
的
と
機
能
に
応
じ

て
大
き
く
三
つ
の
エ
リ
ア
に
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
て
い
ま
す
。

Attraction Zone

（
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

ゾ
ー
ン
）：
研
修
施
設
の
北
側
を
縦
断
す
る

よ
う
に
管
径
千
五
百
㎜
の
「
研
修
用
下
水
道

管
路
」（
写
真
1
）
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

普
段
は
立
ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
管
内
に

入
る
体
験
が
可
能
で
、
実
地
研
修
に
近
い
環

境
下
で
の
研
修
や
世
界
最
小
級
の
ド
ロ
ー
ン

に
よ
る
デ
モ
飛
行
な
ど
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
南
側
に
は
地
域
の
皆
様
の
環
境
学
習

や
憩
い
の
場
と
し
て
ビ
オ
ト
ー
プ
（
写
真

2
）
や
遊
歩
道
（
写
真
3
）
を
整
備
し
て
い

ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
を
利
用
し
て
の
ホ
タ
ル

育
成
、
鑑
賞
会
な
ど
、
本
セ
ン
タ
ー
は
自
然

と
の
共
存
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

Restroom

（
レ
ス
ト
ル
ー
ム
）：
研
修
施

設
の
西
側
に
は
「
管
の
広
場
」
を
中
心
に
、

円
形
状
の
白
い
造
形
が
水
庭
に
佇
む
不
思
議

な
空
間
が
現
れ
ま
す
。
水
環
境
を
守
る
と
い

う
思
い
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
通
称
「
水
ま
も

り
ト
イ
レ
」（
写
真
4
）
で
す
。
内
部
は
、

多
目
的
ト
イ
レ
を
併
設
す
る
子
ど
も
用
ト
イ

レ
、
男
性
用
ト
イ
レ
、
女
性
用
ト
イ
レ
と
し

て
す
べ
て
の
方
の
利
用
が
可
能
で
す
。
水
庭
、

ト
イ
レ
、
手
洗
い
場
を
三
つ
の
「
管
」
状
空

間
が
重
な
る
デ
ザ
イ
ン
が
評
価
さ
れ
、
二
〇

二
三
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
い
た

排水設備の仕組みの
新たなプラットフォーム
～厚木の杜環境リサーチセンター～

管清工業株式会社

代表取締役　長谷川　健司

施設ウォッチング 25
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し
ま
し
た
。

Exhibition room

（
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
ル

ー
ム
）：
研
修
・
研
究
施
設
の
中
核
で
あ
り
、

実
機
展
示
を
行
う
長
谷
川
記
念
館
や
非
常
用

発
電
・
蓄
電
設
備
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
二

〇
二
五
年
に
は
中
野
国
土
交
通
大
臣（
当
時
）

が
視
察
の
た
め
来
訪
さ
れ
（
写
真
5
）、
長

谷
川
記
念
館
、
研
修
施
設
の
見
学
な
ら
び
に

最
小
級
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
下
水
道
管
内
点

検
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
を
活
用
し
た
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
技
術
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
．�人
材
育
成
の
革
新
：
体
系

的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
る

技
術
継
承
と
心
理
的
安
定

本
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修
は
、
技
術
習
得
だ

け
で
な
く
、働
く
人
々
の
「
心
理
的
な
安
定
」

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
従
来
の
新
入

社
員
は
、
現
場
配
属
直
後
の
知
識
不
足
か
ら

自
信
喪
失
を
感
じ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
が

離
職
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
本

セ
ン
タ
ー
で
の
三
ヶ
月
間
に
わ
た
る
体
系
的

な
研
修
に
よ
り
、
基
礎
知
識
や
機
械
操
作
を

習
得
す
る
こ
と
で
業
務
に
対
す
る
不
安
が
軽

減
さ
れ
、
定
着
率
の
向
上
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
（
写
真
6
・
7
）。

本
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
新
入
社
員

研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
講
義
と
実
技
を

高
度
に
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

写真1　管径1500mmの「研修用下水道管路」から研修棟、
水まもりトイレを望む

写真2　ビオトープは施設内の井戸水を循環利用している

写真3　遊歩道は2つのルートがあり山頂の東屋から
厚木の景色を眺めることができる

写真4　「水」と「管」をモチーフに誰でも使える
開かれた屋外トイレ

写真5　長谷川記念館にて、下水道管理に
活用・開発されてきた機材をご覧になる様子
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■�
公
共
事
業
部
：
大
規
模
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る「
公
共
の
目
」

を
養
う

公
共
事
業
部
の
研
修
で
は
、

全
十
七
項
目
の
講
義
と
多
岐
に

わ
た
る
実
技
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
講
義
で
は
、
単
な
る
作
業

手
順
の
み
な
ら
ず
、
酸
欠
事
故

防
止
対
策
や
Ｉ
Ｒ
Ｈ
（
タ
ッ
チ

式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
）
の
操
作
、
さ
ら
に
は
設
計

図
書
や
施
工
計
画
書
の
作
成
、

道
路
使
用
許
可
の
申
請
と
い
っ

た
、
現
場
管
理
に
不
可
欠
な
事

務
手
続
き
ま
で
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

実
技
に
お
い
て
は
、
受
講
者
を
八
つ
の
チ

ー
ム
に
わ
け
た
手
厚
い
指
導
環
境
下
で
、
Ｔ

Ｖ
カ
メ
ラ
車
や
高
圧
洗
浄
車
の
操
作
方
法
を

習
得
し
ま
す
。
人
孔
（
マ
ン
ホ
ー
ル
）
内
調

査
か
ら
Ｔ
Ｖ
カ
メ
ラ
に
よ
る
緊
急
度
判
定
ま

で
、
実
際
の
イ
ン
フ
ラ
維
持
管
理
の
流
れ
を

構
内
で
完
結
し
て
体
験
で
き
る
こ
と
が
最
大

の
特
徴
で
あ
り
狙
い
で
す
。

■�

排
水
・
運
輸
事
業
部
：
生
活
に
密
着
し
た

設
備
の
「
匠
」
を
育
て
る

排
水
・
運
輸
事
業
部
で
は
、
十
六
項
目
の

講
義
を
通
じ
て
、
排
水
設
備
の
構
造
か
ら
ア

イ
ソ
メ
図
（
配
管
等
角
投
影
図
）
の
描
き
方
、

工
事
写
真
の
整
理
方
法
な
ど
に
加
え
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
事
例
を
学
び
ま
す
。
実
技
で
は
、和
・

洋
便
器
や
小
便
器
の
脱
着
、
厨
房
系
統
の
ワ

イ
ヤ
ー
清
掃
、
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
（
Ｇ
Ｔ
）

の
吸
引
清
掃
な
ど
、
高
度
な
技
能
が
求
め
ら

れ
る
作
業
を
反
復
練
習
し
ま
す
。
本
セ
ン
タ

ー
で
の
模
擬
実
習
に
加
え
、
実
際
の
現
場
視

察
や
運
転
練
習
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、

配
属
初
日
か
ら
即
戦
力
と
し
て
動
け
る
「
現

場
力
」
を
養
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
門
戸
を
同
業
他
社
に
も
広

げ
て
い
る
の
は
、
業
界
全
体
の
教
育
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
で
教
育

を
「
標
準
化
」
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
界
全

体
で
一
定
水
準
の
技
術
習
得
が
可
能
と
な

り
、
現
場
の
作
業
効
率
化
と
安
全
性
の
向
上

を
同
時
に
実
現
し
て
い
ま
す
。

4
．�「
見
え
る
化
」へ
の
こ
だ
わ

り
：
経
験
と
勘
を
体
系
化

す
る

排
水
設
備
の
維
持
管
理
は
「
経
験
と
勘
が

も
の
を
言
う
世
界
」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、こ
の
「
暗
黙
知
」
を
「
形

式
知
」
へ
と
変
換
す
る
た
め
、徹
底
し
た
「
見

え
る
化
」
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

研
修
施

設
内
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等
施
設
配
管
を
ア

ク
リ
ル
製
の
透
明
な
配
管
に
変
え
て
見
え
る

化
し
、
さ
ら
に
床
面
も
ス
ケ
ル
ト
ン
（
透
明
）

仕
上
げ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
水

や
異
物
が
流
れ
て
い
く
様
子
を
地
上
か
ら
観

察
で
き
、
排
水
挙
動
を
体
験
し
な
が
ら
学
べ

る
環
境
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
す
（
写

真
8
）。

ま
た
、
ホ
テ
ル
、
集
合
住
宅
、
ユ
ニ
ッ
ト

バ
ス
と
い
っ
た
シ
ー
ン
別
の
配
管
状
況
を
忠

実
に
再
現
し
て
お
り
、
裏
側
に
手
が
入
ら
な

い
床
下
な
ど
の
狭
小
空
間
ま
で
可
視
化
し
て

い
ま
す
。
実
地
さ
な
が
ら
の
検
証
が
可
能
な

環
境
こ
そ
が
、当
社
の
指
針
で
あ
る
「
確
実
」

か
つ
「
迅
速
」
な
現
場
対
応
を
実
現
す
る
礎

と
な
っ
て
い
ま
す
。

写真6　研究・研修施設での
排水作業員研修の様子

写真7　実際の管路や車両を使った研修
（洗浄車研修の様子）

写真8　見えない管を見える化し
「暗黙知」を「形式知」に変える
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5
．�社
会
的
評
価
と�

広
が
り
を
見
せ
る
交
流

本
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
、
開
設
以
来
、
産

官
学
お
よ
び
地
域
社
会
か
ら
大
き
な
注
目
を

集
め
て
き
ま
し
た
。
二
〇
二
二
年
よ
り
二
〇

二
五
年
末
ま
で
の
累
計
で
二
千
七
百
名
を
超

え
る
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
企
業
や
大
学
の
研
究
室
が
研
修
目
的

で
訪
問
す
る
ほ
か
、
報
道
を
き
っ
か
け
に
訪

れ
る
近
隣
住
民
の
方
、
夏
休
み
の
自
由
研
究

と
し
て
来
訪
す
る
親
子
な
ど
、
下
水
道
と
い

う
「
目
に
見
え
な
い
イ
ン
フ
ラ
」
を
身
近
に

感
じ
る
学
び
の
場
と
し
て
広
が
り
を
見
せ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
の
受

賞
を
機
に
、
海
外
か
ら
の
見
学
者
も
増
加
し

て
お
り
、
日
本
の
維
持
管
理
技
術
が
世
界
的

な
関
心
事
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

6
．�災
害
時
の
避
難
場
所
、�

支
援
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
と

し
て
の
役
割

本
セ
ン
タ
ー
は
、「
災
害
時
の
地
域
支
援

機
能
」
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

非
常
用
発
電
機
や
蓄
電
器
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
、
井
戸
、
仮
設
ト
イ
レ
（
マ
ン
ホ
ー
ル
ト

イ
レ
）
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
停
電
や
断
水
時

に
も
地
域
住
民
を
支
援
で
き
る
体
制
が
確
保

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
社
は
本
セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
で
あ
る
厚

木
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
施
設
利
用
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
て
お
り
、
万
が
一
の

際
に
は
、
広
大
な
敷
地
を
活
か
し
た
復
旧
支

援
車
両
の
集
結
拠
点
や
、
物
資
の
集
積
所
と

し
て
機
能
す
る
「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
」
と
し

て
の
運
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
圏
央
道
や

東
名
高
速
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
近
い
こ

と
も
地
理
的
な
利
点
で
す
。

7
．�次
世
代
へ
の
継
承
と
国
際

貢
献
：
東
テ
ィ
モ
ー
ル
へ

の
技
術
移
転
と
持
続
可
能

な
社
会

本
セ
ン
タ
ー
は
、
国
内
の
技
術
研
鑽
に
と

ど
ま
ら
ず
、
国
際
的
な
技
術
支
援
と
人
材
育

成
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
本
格
化
さ
せ
て

い
ま
す
。
そ
の
象
徴
的
な
取
組
み
が
、
東
テ

ィ
モ
ー
ル
民
主
共

和
国
と
の
連
携

（
写
真
9
）
で
す
。

二
〇
二
五
年
に

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
の

正
式
加
盟
を
果
た

し
た
東
テ
ィ
モ
ー

ル
は
、
国
家
と
し

て
の
発
展
過
程
に

あ
り
ま
す
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
進
む
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
対
し
、
そ
の
維
持
管
理
を
担
う
専
門

人
材
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

社
で
は
、
同
国
の
国
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー
（C

N
EFP-Tibar

）
等
と
提
携
し
、

社
員
を
現
地
へ
派
遣
し
技
術
訓
練
の
伝
搬
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
学
校
に
は
配

管
設
備
の
訓
練
箇
所
は
あ
り
ま
す
が
、
詰
ま

り
抜
き
の
よ
う
な
技
術
の
実
習
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
毎
年
学
生
を
本
セ
ン
タ

ー
に
受
け
入
れ
、
管
理
技
術
を
学
ん
で
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
排
水
管
の
維
持

管
理
に
関
す
る
専
門
知
識
か
ら
高
度
な
管
理

技
術
ま
で
を
網
羅
し
、
公
共
衛
生
の
維
持
に

不
可
欠
な
技
術
を
伝
承
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
組
み
の
真
の
意
義
は
、
単
な
る
短
期
的
な

技
術
供
与
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
社
が
六
十

年
間
培
っ
て
き
た
「
予
防
保
全
」
と
い
う
考

え
方
│
す
な
わ
ち
、
壊
れ
て
か
ら
直
す
の
で

は
な
く
、
壊
さ
な
い
よ
う
に
守
り
続
け
る
哲

学
を
伝
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

二
十
年
、
三
十
年
先
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
支
援
す
る
こ
と
は
、

同
国
の
社
会
基
盤
整
備
に
直
結
す
る
だ
け
で

な
く
、
日
本
の
優
れ
た
維
持
管
理
技
術
を
国

際
的
に
普
及
さ
せ
る
重
要
な
国
際
協
力
で
も

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
交
流
は
、

日
本
の
維
持
管
理
業
界
に
お
け
る
将
来
的
な

人
材
不
足
解
消
に
向
け
た
新
た
な
可
能
性
を

拓
く
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

8
．お
わ
り
に

下
水
道
事
業
は
公
共
衛
生
と
環
境
保
全
に

直
結
す
る
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
適
正
な「
研
鑽
」

と
「
誠
実
」
な
維
持
管
理
が
あ
っ
て
初
め
て
、

そ
の
機
能
が
持
続
し
ま
す
。
厚
木
の
杜
環
境

リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
と
い
う
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
か
ら
、
私
た
ち
は
技
術
の
革
新
を
止
め

ず
、
現
場
で
働
く
人
々
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
で
専
門
技
術
を
発
揮
で
き
る
「
環
境
に
配

慮
し
た
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の
育

成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
安
全
・
安
心

な
国
土
を
次
世
代
に
繋
ぐ
た
め
、
皆
様
と
共

に
歩
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

写真9　東ティモール民主共和国の
大統領（ラモス＝ホルタ大統領）への

表敬訪問時
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私
は
、
一
九
九
八
年
に
株
式
会
社
フ
ジ
タ

へ
土
木
系
総
合
職
と
し
て
入
社
し
ま
し
た
。

気
づ
け
ば
四
半
世
紀
以
上
、
土
木
の
世
界
と

と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
、
こ
う
し

て
寄
稿
の
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
心
よ

り
感
謝
し
つ
つ
、
現
場
で
見
て
き
た
風
景
や

経
験
し
て
き
た
葛
藤
、
そ
し
て
胸
の
奥
に
あ

る
想
い
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

■
土
木
を
志
し
た
最
初
の
一
歩

私
が
土
木
の
道
を
選
ん
だ
理
由
は
、
と
て

も
単
純
な
も
の
で
し
た
。
高
校
生
だ
っ
た
私

は
、
偶
然
「C

ivil Engineering

（
市
民

工
学
）」
と
い
う
単
語
を
目
に
し
ま
し
た
。

な
ぜ
か
カ
ッ
コ
イ
イ
響
き
に
聞
こ
え
、
進
路

希
望
調
査
の
際
、深
く
考
え
る
こ
と
も
な
く
、

「C
ivil Engineering
＝
土
木
工
学
」
と
変

換
し
書
い
た
の
で
す
。
女
子
校
で
「
こ
れ
ま

で
土
木
に
進
ん
だ
生
徒
は
い
な
い
」
と
言
わ

れ
た
と
き
、
逆
に
心
が
躍
り
ま
し
た
。「
じ

ゃ
あ
、
私
が
行
こ
う
。」
そ
ん
な
小
さ
な
反

抗
心
が
、
気
が
つ
け
ば
人
生
を
決
め
て
い
た

の
で
す
。

就
職
活
動
の
と
き
も
同
じ
で
し
た
。
当
時

は
、
女
性
の
進
路
と
し
て
公
務
員
や
コ
ン
サ

ル
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
感
じ
る
場

面
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
私
は
、
ま
た
も

や
“
あ
ま
の
じ
ゃ
く
”
を
発
動
し
、
ゼ
ネ
コ

ン
を
選
び
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
私
と
土
木
の

旅
の
始
ま
り
で
す
。

■�

三
度
目
の
現
場
監
督
と
し

て
の
十
年
間

入
社
後
は
現
場
か
ら
建
築
営
業
、
現
場
か

ら
積
算
、
土
木
営
業
な
ど
、
現
場
と
内
勤
を

行
っ
た
り
来
た
り
。
現
場
一
筋
の
男
性
職
員

と
自
分
を
比
べ
、
自
身
の
立
ち
位
置
や
将
来

に
迷
子
と
な
っ
た
こ
と
が
、
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
ど
れ
も
が
決
し
て
順
風
満
帆
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
振
り
返
る
と
、

す
べ
て
が
一
本
の
線
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

私
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
特
別
な
十
年
間
と

な
っ
た
の
が
、
二
〇
一
四
年
か
ら
の
三
度
目

の
現
場
配
属
で
し
た
。

二
〇
一
四
年
四
月
、
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
現
場
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
現

場
立
ち
上
げ
要
員
と
し
て
三
か
月
間
の
予
定

で
し
た
が
、
結
果
的
に
三
年
半
、
竣
工
ま
で

担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
入
社
当
時
、
女
性
の
坑
内
労
働
は
、

山
の
神
な
ど
の
言
い
伝
え
で
は
な
く
、
労
働

基
準
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

二
〇
〇
六
年
に
技
術
者
へ
の
規
制
が
緩
和
さ

れ
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
女
性
技
術
者
も
坑

内
労
働
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
か
、

自
分
が
そ
の
扉
の
向
こ
う
側
に
立
つ
日
が
く

る
と
は
、
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
〇
一
六
年
八
月
、
ト
ン
ネ
ル
貫
通
の
日
、

太
陽
の
光
が
初
め
て
坑
内
に
差
し
込
ん
だ
と

き
、
心
の
中
で
大
き
な
万
歳
を
叫
ん
だ
瞬
間

は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
標
高
千
ｍ
の
豪

雪
地
帯
で
の
プ
レ
ハ
ブ
の
現
場
宿
舎
暮
ら
し

や
、
マ
イ
ナ
ス
二
十
℃
の
世
界
で
凍
え
な
が

ら
の
作
業
も
、
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

二
〇
一
七
年
十
二
月
か
ら
は
シ
ー
ル
ド
ト

ン
ネ
ル
工
事
を
担
当
、
そ
し
て
二
〇
二
一
年

八
月
か
ら
は
橋
梁
下
部
工
工
事
の
監
理
技
術

者
と
し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
橋
梁
下
部
工

工
事
に
お
い
て
、
四
十
三
基
に
及
ぶ
橋
台
・

橋
脚
を
造
り
あ
げ
た
日
々
は
、
時
間
と
の
競

争
で
あ
り
、
空
間
と
の
格
闘
で
も
あ
り
ま
し

た
。
施
工
延
長
一
・
二
㎞
に
十
三
本
も
の
道

路
が
交
差
し
、
道
路
や
用
水
路
す
れ
す
れ
で

の
施
工
。
上
部
工
の
工
事
と
も
並
行
し
、
あ

ら
ゆ
る
関
係
者
が
複
雑
に
絡
み
合
う
現
場
で

し
た
。

現
場
監
督
の
仕
事
は
、
技
術
だ
け
で
は
完

結
し
ま
せ
ん
。
発
注
者
、
上
部
工
会
社
、
近

隣
住
民
、
行
政
な
ど
多
く
の
方
々
と
向
き
合

い
、
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
現
場
を
前
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
部
署
異
動

は
「
回
り
道
」
で
は
な
く
、
積
み
重
ね
て
き

た
経
験
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
引
き
出

し
が
、
い
ま
の
自
分
を
支
え
て
く
れ
る
確
か

監理技術者からのメッセージ

土木の応援団になる

株式会社フジタ 土木本部 土木エンジニアリングセンター 企画部
水野　香織
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な
基
盤
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
橋
梁
上
部

工
工
事
に
、（
一
社
）
土
木
技
術
者
女
性
の

会
で
、
と
も
に
活
動
す
る
株
式
会
社
日
本
ピ

ー
エ
ス
の
青
木
治
子
さ
ん
が
設
計
管
理
技
術

者
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
橋
梁

工
事
の
上
部
工
・
下
部
工
そ
れ
ぞ
れ
に
女
性

監
理
（
管
理
）
技
術
者
が
配
置
さ
れ
、
一
つ

の
橋
を
完
成
さ
せ
た
そ
の
瞬
間
は
、
私
た
ち

に
と
っ
て
小
さ
な
歴
史
だ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

■
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｒ
ラ
イ
フ

監
理
技
術
者
と
し
て
現
場
に
立
ち
続
け
る

に
は
、
同
種
工
事
の
経
験
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
、
遠
方

現
場
・
宿
舎
生
活
が
増
え
て
い
く
の
も
事
実

で
す
。
日
本
各
地
を
知
る
喜
び
も
あ
れ
ば
、

自
宅
を
離
れ
る
負
担
も
あ
り
ま
す
。
働
き
方

改
革
が
進
み
、
建
設
業
界
で
も
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
私
は
、「
ワ
ー
ク
」よ
り
先
に「
ラ

イ
フ
」
を
置
く
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
」

と
い
う
考
え
方
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
生
に
は
、
仕
事
よ
り
も
優
先
し
た
い
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

妊
娠
・
出
産
、
育
児
、
病
気
や
介
護
な
ど
、

そ
れ
ら
を
受
け
止
め
ら
れ
る
制
度
と
多
様
な

キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
が
あ
っ
て
こ
そ
、
だ
れ
も
が

長
く
建
設
業
界
で
働
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

■
土
木
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し
た
い

土
木
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
す
ぐ
足
元
に

あ
る
の
に
、
そ
の
存
在
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
は
、（
一
社
）
土

木
技
術
者
女
性
の
会
に
所
属
し
、
全
国
の
仲

間
と
と
も
に
、
土
木
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
現
場
見
学
会
で

は
、
小
学
生
た
ち
の
目
が
き
ら
き
ら
と
輝
き

ま
す
。
夏
の
「
理
工
チ
ャ
レ
ン
ジ

（
リ
コ
チ
ャ
レ
）」、
十
一
月
の
土

木
の
日
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
工
作
や

実
験
、土
木
ク
イ
ズ
な
ど
を
通
じ
、

子
ど
も
た
ち
が
「
な
に
こ
れ
、
お

も
し
ろ
い
！
」
と
感
じ
て
く
れ
る

瞬
間
が
私
た
ち
の
原
動
力
で
す
。

あ
る
と
き
、
近
隣
の
方
に
「
毎

日
大
き
な
機
械
が
動
い
て
い
る

の
に
、
ど
う
し
て
何
も
で
き
て
こ

な
い
の
？
」
と
尋
ね
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
ご
自
宅
か
ら
場

所
打
ち
杭
の
施
工
を
見
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
、
私
は
基
礎
構
造

を
野
帳
に
描
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
地
下
の
世
界
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、「
そ
う
な
の
ね
。
頑
張
っ

て
ね
」と
言
葉
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
小
さ
な
対
話
の
積
み
重
ね
も
、
土

木
へ
の
理
解
と
信
頼
に
つ
な
が
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

私
が
土
木
に
惹
か
れ
た
き
っ
か
け
は

「C
ivil Engineering

」
と
い
う
言
葉
の
響

き
で
し
た
が
、「
好
き
」
の
始
ま
り
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
一
人
で
も
多
く
、
土
木
の
フ

ァ
ン
が
増
え
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
私
の
願
い

で
す
。

■
さ
い
ご
に

土
木
の
世
界
に
女
性
は
確
実
に
増
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
女
性
技
能
者
の
坑

内
労
働
規
制
と
い
っ
た
課
題
が
依
然
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
に

よ
り
、
土
木
技
術
が
日
々
進
歩
す
る
中
で
、

安
全
や
環
境
整
備
は
、
す
べ
て
の
人
に
共
通

す
る
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
土
木
は
、「C

ivil 
Engineering

（
市
民
工
学
）」、
人
々
の
暮

ら
し
を
支
え
る
「
国
づ
く
り
」
の
根
幹
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
土
木
界
に
は
、男
女
を
問
わ
ず
、

す
べ
て
の
技
術
者
・
技
能
者
、
あ
ら
ゆ
る
人

財
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

制
度
も
、
意
識
も
、
ま
だ
変
え
ら
れ
る
。

変
え
て
い
け
る
。
私
も
そ
の
一
人
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
現
場
と
向
き
合
い
、
よ
り
よ
い

未
来
へ
と
一
歩
ず
つ
歩
い
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

東海北陸自動車道
三尾河トンネル工事

東海環状自動車道 
七五三高架橋他1橋（下部工）工事

小学生の現場見学会
「東海環状自動車道 七五三高架橋」

リコチャレ「ドボジョと学べる！
防災ワークショップ」

一般社団法人
土木技術者女性の会
〒150-0002
東京都渋谷区渋谷三丁目1-9
矢沢ビル4階
https://www.
womencivilengineers.com/
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大
分
市
は
、
大
分
県
の
中
部
に
位
置
し
、

大
分
県
の
県
庁
所
在
地
で
あ
り
、
中
核
市
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
役
所
の
あ
る
市
内

中
心
部
か
ら
三
十
分
車
を
走
ら
せ
れ
ば
、
海

や
山
を
間
近
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
豊
か

な
地
形
で
す
。
令
和
七
年
七
月
、
十
五
年
ぶ

り
に
大
分
市
と
大
分
空
港
の
あ
る
国
東
市
を

結
ぶ
ホ
ー
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
運
行
が
再
開
し

た
こ
と
で
も
話
題
で
す
。

わ
た
し
は
、
大
分
市
に
生
ま
れ
、
大
分
工

業
高
等
専
門
学
校
都
市
・
環
境
工
学
科
を
卒

業
し
、
大
分
市
役
所
へ
入
庁
し
ま
し
た
。
子

ど
も
の
頃
は
、
教
師
を
目
指
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
中
学
二
年
生
の
夏
に
母
校
と
な
る
大

分
高
専
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加

し
、
そ
こ
で
自
分
で
組
み
上
げ
た
橋
が
、
ト

ラ
ッ
ク
が
通
過
で
き
る
耐
力
を
持
つ
か
ど
う

か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
練
る
機
械
や
圧
縮
試
験
機
を
見
学
す
る

中
で
、
も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
が
芽
生
え
ま

し
た
。
そ
の
後
、
土
木
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
地
元
で
さ
ま
ざ
ま

な
人
と
関
わ
り
な
が
ら
働
け
る
場
所
と
し

て
、大
分
市
役
所
で
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

現
在
は
、
河
川
・
み
な
と
振
興
課
に
所
属

し
て
お
り
、
準
用
河
川
・
普
通
河
川
の
整

備
・
維
持
管
理
を
始
め
と
し
、
法
定
外
公
共

物
の
維
持
管
理
、
市
街
化
区
域
の
排
水
路
の

維
持
新
設
、
地
元
の
消
防
団
と
連
携
し
、
大

雨
時
の
水
防
対
策
や
、
国
交
省
と
連
携
し
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
加
え
て
、
大
分
市
に
は
砂

防
課
が
な
い
た
め
、
砂
防
関
係
の
業
務
も
当

課
で
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
わ
た
し

は
主
に
、
市
内
東
部
の
準
用
河
川
・
普
通
河

川
の
整
備
・
維
持
管
理
、
法
定
外
公
共
物
の

維
持
管
理
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
十
七
本
の
準
用
河
川
と
三
百
本

の
普
通
河
川
が
あ
り
総
延
長
三
百
六
十
六
㎞

に
及
び
ま
す
。
河
川
・
み
な
と
振
興
課
に
配

属
さ
れ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
河
川
名
か
ら
場

所
を
特
定
す
る
作
業
に
も
一
苦
労
で
し
た
。

今
は
、配
属
さ
れ
二
年
目
で
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
に
初
め
て
聞
く
河
川
名
も
あ
る
た

め
、
勉
強
の
毎
日
で
す
。
市
民
の
方
々
か
ら

い
た
だ
く
要
望
は
、除
草
や
支
障
木
の
伐
採
、

経
年
劣
化
に
よ
り
壊
れ
て
し
ま
っ
た
水
路
の

補
修
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
施
工
の
現
実
性

や
、
予
算
の
面
か
ら
も
、
す
べ
て
の
要
望
に

対
応
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
ご
連
絡
を
く
だ
さ
っ
た
方
が
よ
り
良
い

生
活
を
続
け
る
に
は
ど
う
対
応
す
る
べ
き
か

を
考
え
る
時
間
に
、
仕
事
の
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
。

正
直
、
公
務
員
に
な
る
か
迷
っ
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
建
設
会
社
に
就
職
を
し
て
、

現
場
代
理
人
と
し
て
土
木
構
造
物
を
つ
く
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
し
、
何

よ
り
公
務
員
の
仕
事
に
、
細
か
く
て
固
い
仕

事
、
と
い
う
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
た

め
、
自
分
の
お
お
ざ
っ
ぱ
な
性
格
上
、
公
務

員
に
向
い
て
い
る
の
か
不
安
で
し
た
。
し
か

し
、
入
庁
し
て
業
務
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、

細
か
く
詰
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
き
っ
ち
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
は
、
大
分
市
の
事
業
の
一

環
と
し
て
、
近
隣
の
小
学
生
に
河
川
の
整
備

に
つ
い
て
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
話
を
聞
い

て
く
れ
た
小
学
生
は
、
積
極
的
に
質
問
を
し

て
く
れ
る
よ
う
な
場
面
も
あ
り
、
二
十
分
程

度
の
説
明
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
の

頃
の
夢
で
あ
っ
た
教
師
に
な
る
と
い
う
こ
と

が
こ
の
よ
う
な
形
で
叶
い
、
嬉
し
か
っ
た
経

験
で
も
あ
り
ま
す
。
工
事
の
発
注
や
維
持
管

理
業
務
以
外
に
も
携
わ
れ
る
こ
と
が
、
行
政

で
働
く
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
暇
が
取
得
し
や
す
い
点
も
、
行

政
で
働
く
良
さ
だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
大

分
市
で
は
グ
ル
ー
プ
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、

お
互
い
の
業
務
を
カ
バ
ー
し
合
え
る
環
境
が

整
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
週
末
に
重
ね

て
休
暇
を
と
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
わ
た
し

山元　玲奈
大分市　河川・みなと振興課

土木職として
行政で働くこと

活躍する女性技術者活躍する女性技術者

76



は
、
昨
年
の
お
正
月
か
ら
、
学
生
時
代
の
友

達
と
四
十
七
都
道
府
県
を
巡
る
旅
を
始
め
ま

し
た
。
二
〇
二
五
年
一
年
間
で
、高
知
、愛
媛
、

大
阪
、
奈
良
、
茨
城
、
京
都
、
島
根
へ
行
き

ま
し
た
。
こ
の
旅
で
は
、
ず
っ
と
行
っ
て
み

た
か
っ
た
場
所
や
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な

い
と
な
か
な
か
行
か
な
い
よ
う
な
場
所
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
巡

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
一
年
で
い
ち
ば
ん
印
象

に
残
っ
て
い
る
場
所
は
、
高
知
県
に
あ
る
む

ろ
と
廃
校
水
族
館
で
す
。
高
知
県
室
戸
市
の

廃
校
と
な
っ
た
小
学
校
を
水
族
館
に
改
装
し

て
お
り
、
小
学
校
の
形
を
残
し
た
ま
ま
、
水

族
館
と
し
て
水
槽
が
置
か
れ
、
プ
ー
ル
に
は

ウ
ミ
ガ
メ
が
泳
い
で
い
て
、
面
白
か
っ
た
と

思
う
と
同
時
に
、
行
政
で
働
く
こ
と
の
可
能

性
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
八
月
に
、「
品
質
確
保
と
検
査
に
つ

い
て
」
の
研
修
を
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ
ー

で
受
講
し
ま
し
た
。
先
述
の
と
お
り
、
準
用

河
川
・
普
通
河
川
の
整
備
や
維
持
管
理
を
主

な
業
務
と
し
て
い
る
た
め
、
工
事
発
注
規
模

が
そ
こ
ま
で
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な
ど
、
経
験
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
講
習
の
中
で
の

説
明
や
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た
グ
ル
ー
プ
発

表
の
際
に
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
時
に

は
、
自
治
体
の
違
い
、
現
在
所
属
し
て
い
る

部
署
の
違
い
で
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
視
点

か
ら
の
意
見
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
、
有
意

義
な
時
間
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
気
候
の

違
い
で
工
事
発
注
等
の
考
え
方
が
、
大
き
く

変
わ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
大
分
市
で
は
、
滅
多
に
雪
が
降
る
こ
と

は
な
く
、
積
雪
も
人
生
で
一
度
し
か
経
験
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
工
事

に
つ
い
て
も
冬
場
の
雪
に
対
す
る
対
策
な
ど

し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
関
東
や

東
北
の
方
の
話
で
は
、
冬
場
の
積
雪
等
の
気

温
の
低
下
に
対
す
る
対
策
が
必
要
だ
と
の
こ

と
。
日
本
各
地
の
自
治
体
の
方
と
こ
う
や
っ

て
直
接
話
せ
る
機
会
は
貴
重
で
、
面
白
い
経

験
で
し
た
。
ま
た
、
こ
う
い
う
風
に
全
国
の

方
と
知
り
合
え
た
こ
と
で
、
全
国
の
ニ
ュ
ー

ス
に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

大
分
市
で
は
、
昨
年
十
一
月
に
大
火
災
が
起

き
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
こ
の
研
修
で
知
り

合
っ
た
方
か
ら
連
絡
を
い
た
だ
き
、
研
修
セ

ン
タ
ー
で
の
繋
が
り
を
実
感
し
た
経
験
で
も

あ
り
ま
し
た
。
原
稿
執
筆
時
（
二
〇
二
五
年

十
二
月
）
で
は
、
火
災
か
ら
一
か
月
経
過
し
、

被
災
さ
れ
た
方
々
の
う
ち
希
望
者
の
公
営
住

宅
地
入
居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
復

興
状
況
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
目
を
向
け

続
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
こ
の
仕
事
を
始
め
て
か
ら
、
女

性
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
で
仕
事
を
や
ら
せ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
業
務
に
つ
い
て
自
分
だ
け
教
え
て
も
ら

え
な
か
っ
た
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の

職
場
で
は
、
女
性
技
術
職
員
の
先
輩
も
い
る

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
も
相
談
し
や
す
く
、

働
き
や
す
い
環
境
で
す
。
今
後
も
、
女
性
だ

か
ら
と
い
う
理
由
で
判
断
す
る
の
で
は
な

く
、
ひ
と
り
の
土
木
職
員
と
し
て
、
大
分
市

で
働
き
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ホーバーターミナル西大分近景ホーバーターミナル入口

ホーバーターミナルの 
モニュメント

ホーバーターミナル西大分遠景

整備後の下横瀬川整備前の下横瀬川

投稿募集 !
当センターの研修を受講された女性技
術者のみなさん！　仕事、講習、家庭
との両立など、みなさんの体験談を、
後に続く女性技術者へのエールとして
弊誌で紹介させてくだ
さい。自薦他薦は問い
ません。

問い合わせ先➡
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1
．は
じ
め
に

公
益
財
団
法
人
土
木
学
会
の
土
木
と
学
校

教
育
会
議
検
討
小
委
員
会
で
は
、毎
年
夏
に
、

土
木
と
学
校
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
る
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
土
木
関
係
者
と

小
中
高
の
教
員
が
一
同
に
介
し
、
学
校
教
育

に
お
け
る
教
材
と
し
て
の
土
木
を
扱
う
。

二
〇
二
五
年
で
十
七
回
目
を
迎
え
た
本
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
が
、
二
〇
二
五
年
度
は
、

︿「
暮
ら
し
」
を
支
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
の
学

習
～
道
路
・
橋
・
上
下
水
道
・
街
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
地
域
の
未
来
～
﹀
を
テ
ー
マ
に

開
催
し
た
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
発
表
や
議
論

の
一
部
を
本
稿
に
て
紹
介
す
る
。
発
表
資
料

や
、
過
去
の
開
催
内
容
に
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｐ

（https://com
m

ittees.jsce.or.jp/
education04/

）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

2
．基
調
講
演

～
将
来
を
見
据
え
た

イ
ン
フ
ラ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
必
要
性
～

ま
ず
始
め
に
、
当
小
委
員
会
委
員
長
で
あ

る
京
都
大
学
大
学
院
の
藤
井
聡
教
授
よ
り
、

イ
ン
フ
ラ
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
巡
る
大
局
的

な
状
況
が
説
明
さ
れ
た
。
特
に
、
世
間
で
し

ば
し
ば
聞
か
れ
る
「“
イ
ン
フ
ラ
の
ト
リ
ア
ー

ジ
”
や
“
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
”
が
必
要
だ
」

と
い
う
見
解
は
、
間
違
っ
た
考
え
で
あ
り
、

年
間
十
二
兆
円
か
か
る
と
い
わ
れ
る
維
持
管

理
コ
ス
ト
も
、「
賢
く
」
保
全
す
れ
ば
半
分
の

六
兆
円
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
総
合
政
策
局
公
共

事
業
企
画
調
整
課
課
長
の
森
下
博
之
氏
よ
り

「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
、
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
世
界
」
と
題

し
て
、
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
「
国
家

的
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
最

前
線
が
い
か
に
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
も
の
か
」

に
つ
い
て
基
調
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

二
〇
一
二
年
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
の
天
井
板

崩
落
事
故
や
、
二
〇
二
五
年
の
八
潮
市
の
道

路
陥
没
事
故
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
不
十

分
さ
に
よ
り
社
会
に
大
き
な
影
響
が
出
始
め

て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
そ
の
担
い
手

が
激
減
し
て
お
り
、
維
持
管
理
が
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
う
と
地
味

な
印
象
を
抱
か
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
を
、「
新

技
術
」
や
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
な
ど
、
ワ
ク

ワ
ク
す
る
よ
う
な
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
を
、「
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」

の
受
賞
事
例
か
ら
説
明
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

ド
ラ
レ
コ
デ
ー
タ
か
ら
道
路
の
損
傷
を
検
出

す
る
Ａ
Ｉ
解
析
技
術
が
挙
げ
ら
れ
る
。昨
今
、

急
速
に
そ
の
普
及
が
進
ん
で
い
る
ド
ラ
レ
コ

と
、
技
術
進
歩
の
著
し
い
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ

せ
た
画
期
的
な
技
術
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、「
授
業
の
ヒ
ン
ト
」
と

し
て
、
学
生
や
住
民
が
参
加
す
る
イ
ン
フ
ラ

点
検
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。
点
検
を
ゲ
ー

ム
化
す
る
工
夫
や
、M

inecraft

と
い
う
既

存
の
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た
津
波
避
難
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
事
例
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

興
味
を
持
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
め
そ
う
な

内
容
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。

3
．模
擬
授
業
Ｗ
Ｓ
・

実
践
研
究
報
告

～
ど
こ
か
で
は
な
い

「
こ
こ
に
住
み
た
い
」
～

講
演
に
続
い
て
、
全
国
の
教
育
の
現
場
で

の
実
践
事
例
が
発
表
さ
れ
た
。
本
年
度
は
、

熊
本
県
の
水
俣
高
校
に
お
け
る
探
究
活
動
、

北
海
道
の
厚
沢
部
中
学
校
に
お
け
る
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
の
「
み
ち
学
習
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
北
海
道
の
札
内
小
学
校
に
お
け
る

無
電
柱
化
を
題
材
に
し
た
探
究
的
学
習
、
そ

し
て
、
東
京
都
の
善
福
寺
川
に
お
け
る
地
域

の
小
学
校
を
巻
き
込
ん
だ
河
川
教
育
の
事
例

が
紹
介
さ
れ
た
。

熊
本
や
北
海
道
で
の
事
例
は
、
児
童
・
生

徒
の
「
問
い
」
や
「
好
奇
心
」
を
手
が
か
り

第17回 土木と学校教育フォーラム

「暮らし」を支える
「インフラ」の学習

土木学会 教育企画・人材育成委員会 土木と学校教育会議検討小委員会 幹事長
京都大学大学院 助教　田中　皓介
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に
学
習
を
展
開
し
て
い
き
、
児
童
・
生
徒
ら

の
自
発
的
な
調
査
や
思
考
を
促
す
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
同
士
の
交
流
に
よ
り
そ
の

視
点
を
広
げ
て
い
く
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
る
。
身
近
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
「
み
ち
」

を
、
き
っ
か
け
と
し
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
興
味
を
抱
き

や
す
い
内
容
に
す
る
と
と
も
に
、
調
べ
考
え

る
う
ち
に
、
社
会
の
仕
組
み
や
人
々
の
工
夫

を
読
み
取
り
、「
み
ち
」
だ
け
で
な
い
人
々

の
生
活
を
支
え
る
「
イ
ン
フ
ラ
」
へ
の
理
解

が
深
ま
る
よ
う
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
厚
沢
部
中
学
校
の
鳥
海
陽
一

先
生
の
授
業
は
非
常
に
意
欲
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
に
任
せ
た
教

育
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
み
ち
づ
く
り
を
考
え

る
に
し
て
も
、
先
生
側
に
専
門
的
な
知
識
が

な
い
た
め
に
、
と
も
す
れ
ば
、
思
い
つ
き
を

ま
と
め
た
だ
け
の
よ
う
な
表
層
的
な
内
容
と

な
り
か
ね
な
い
。

し
か
し
、
鳥
海

先
生
の
授
業
で

は
、
北
海
道
開

発
局
函
館
開
発

建
設
部
な
ど
、

地
域
の
ま
ち
づ

く
り
や
み
ち
づ

く
り
に
専
門
的

に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
出
前
授
業
を
受
け

る
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
発
表

に
対
し
て
専
門
家
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を

受
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
の
大
人
と

の
関
わ
り
は
、
子
ど
も
た
ち
に
真
剣
さ
や
緊

張
感
を
与
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
熊
本
の
教
育
実
践
に
も
共
通
す

る
要
素
で
あ
る
が
、「
こ
の
ま
ち
が
好
き
」

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
シ
ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド

の
涵
養
が
同
時
に
図
ら
れ
て
い
る
。
一
般
論

と
し
て
の
「
イ
ン
フ
ラ
」
の
重
要
性
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
育
っ
て
き
た

「
ま
ち
」
に
対
す
る
愛
着
や
シ
ビ
ッ
ク
・
プ

ラ
イ
ド
を
根
本
に
据
え
た
教
育
が
な
さ
れ
て

い
た
。

一
方
で
、
関
心
が
身
近
な
知
っ
て
い
る
範

囲
に
留
ま
っ
て
し
ま
う
現
状
に
対
す
る
懸

念
、
す
な
わ
ち
身
近
な
世
界
の
小
さ
な
物
語

に
触
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
大
き
な
「
物

語
」
へ
の
接
触
が
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
が
示

さ
れ
た
。SD

G
s

な
ど
大
き
な
物
語
は
あ
る

も
の
の
、
理
念
が
先
行
し
す
ぎ
て
お
り
、
実

感
を
伴
っ
た
手
触
り
の
あ
る
大
き
な
物
語
と

は
い
い
難
い
。
そ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
み

な
ら
ず
大
人
も
含
め
、
本
を
読
ま
な
い
、
映

画
を
見
な
い
こ
と
な
ど
、
今
あ
る
生
活
の
外

側
な
い
し
は
別
の
世
界
線
に
あ
り
得
る
物
語

に
触
れ
る
機
会
が
な
い
こ
と
に
よ
る
弊
害
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。

4
．パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

～「
イ
ン
フ
ラ
」

恩
・
感
謝
の
念
が
生
ず
る
～

最
後
に
、
登
壇
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
重

要
な
の
が
以
下
の
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社

会
科
の
授
業
等
で
ま
ち
や
み
ち
、
風
景
な
ど
、

断
片
的
に
学
ん
で
い
る
内
容
を
包
括
す
る
概

念
と
し
て
の
「
イ
ン
フ
ラ
」
と
い
う
言
葉
の

重
要
性
で
あ
る
。「
土
木
」
と
い
っ
て
も
専
門

外
の
人
か
ら
す
る
と
ピ
ン
と
こ
な
い
が
、「
イ

ン
フ
ラ
」
と
い
う
概
念
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

散
ら
ば
っ
て
い
る
教
材
を
一
つ
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ

れ
は
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の
連

携
と
い
う
、
教
育
分
野
が
抱
え
る
問
題
に
、

一
つ
の
回
答
を
与
え
る
可
能
性
を
示
す
も
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。

そ
れ
は
、
飼
育
し
て
い
る
ブ
タ
に
対
し
て
名

前
を
付
け
る
こ
と
で
愛
着
が
生
ま
れ
る
の
と

似
た
よ
う
な
現
象
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
イ
ン
フ
ラ
」
と
は
、
我
々
の

生
命
や
社
会
を
「
支
え
て
い
る
も
の
」
の
う

ち
、「
人
が
造
っ
た
」
も
の
と
定
義
で
き
る

も
の
で
あ
り
、
人
が
造
っ
た
も
の
と
い
う
認

識
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
「
恩
」
や
「
感
謝
」

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

う
し
た
認
識
は
公
民
教
育
に
お
い
て
非
常
に

重
要
な
素
養
で
あ
る
。

5
．お
わ
り
に

土
木
に
係
る
人
間
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ン
フ

ラ
の
重
要
性
は
ぜ
ひ
と
も
教
育
す
べ
き
内
容

だ
と
感
じ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
地
域
へ
の

愛
着
や
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
な
ど
、
重

要
な
関
連
事
項
も
多
い
。
教
員
も
土
木
の
話

を
聞
け
ば
確
か
に
重
要
だ
、
と
な
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
、
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、

教
育
を
専
門
と
す
る
筑
波
大
学
の
唐
木
清
志

教
授
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
小
中
高
の
現
場

の
教
員
は
と
に
も
か
く
に
も
忙
し
い
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
を
い

く
ら
声
高
に
さ
け
ん
で
も
な
か
な
か
現
場
の

教
育
に
ま
で
は
た
ど
り
つ
か
な
い
。
ど
う
す

れ
ば
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
イ
ン
フ
ラ
の

教
育
を
組
み
込
め
る
の
か
。
こ
れ
は
教
育
関

係
者
の
動
き
を
待
っ
て
い
て
は
一
向
に
進
ま

な
い
問
題
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
て

い
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
の
学
習
を

通
し
て
責
任
あ
る
「
市
民
」
を
育
て
る
た
め

に
も
、
土
木
に
携
わ
る
我
々
が
、
現
場
の
教

育
者
や
教
育
の
専
門
家
と
一
緒
に
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

フォーラム風景

当センターは、「土木と学校教育フォーラム」に協賛しています。フォーラムの詳細は、
https://committees.jsce.or.jp/education04/node/15			にてご覧いただけます。79
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令和8年度　研修実施予定一覧
� ※ 網掛けしている研修は、令和8年度新規研修です。
※研修方式の記載　　集＝集合研修　　ラ＝ライブ研修　　オン＝オンデマンド研修

※研修を内容で2つに「区分」し、「基本」は基本的なことを、「応用」は専門的なことを学べる研修としています。
　「応用」については、当該業務等に携わっていれば十分理解できる内容となっています。

※建設系CPD申請予定　�建＝（一社）建設コンサルタンツ協会　　技＝（一社）全国土木施工管理技士会連合会�
都＝（公社）日本都市計画学会　　土＝（公社）土木学会　　補＝（一社）日本補償コンサルタント協会�
地＝（一社）全国地質調査業協会連合会

　ライブ研修は、全国土木施工管理技士会連合会の継続教育（CPDS）認定プログラムではありません。

※�募集人数は、集合研修の定員です。一部を除きライブ研修、オンデマンド研修に定員はありません。オンデマンドの日数は配信
期間です。

※研修会費は、消費税を含んだ金額を表示しています。

Ⅰ．行政関係を対象とした研修（行政研修）＝独立行政法人等の方も含みます。
部
門 研修名 研修

方式 区分 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 目　的

事
業
監
理

公共工事契約実務
集

基本
40 4 9/1

～4 84,000 入札・契約制度及び関連諸法規（民法、建設業法、倒産処理法等）
について、公共工事契約実務を行う上で必要な基本的知識を修
得する。ラ － 3 9/1

～3 74,000

施
工
管
理

土木工事積算 集 基本 60 4 5/26
~29 73,000

最近の動向や機械施工の歩掛り・損料等を学ぶとともに、土工、
仮設工、舗装工など積上型積算演習と施工パッケージ型演習を
通じて実践に即した積算技術を修得する。

土木工事監督者 集 基本 40 4 6/9
~12 77,000

発注機関の監督者として、現場での監督・技術検査のあり方、工程・
品質・安全等現場管理の具体的手法等について基本的な考え方
を修得する。

品質確保と検査 集 応用 40 4 8/25
~28 88,000

品確法施行後の重点項目や課題について、監督・検査を中心に、
設計の適正化、粗雑工事・安全対策など公共土木工事の品質確保
に関する知識を幅広く修得する。

防
災 災害復旧実務 集 応用 30 4 5/19

~22 90,000 災害復旧事業の採択ルール、各種工法、設計積算、復旧事例等の講義により、災害復旧事業に必要な実践的知識と技術を修得する。
河
川・

ダ
ム ダム管理（管理職） 集 応用 40 3 4/22

~24 70,000 危機管理広報、機器トラブル対応、ダムの安全管理、異常洪水時防災操作など、ダムの管理職員に役立つ知識を修得する。

道
路 道路管理 集・ラ 基本 40 4 9/8

~11 91,000
道路管理の法制度、道路占用、管理瑕疵等の諸問題への対応方策
などを中心とした講義により、道路管理に必要な基本的知識を
修得する。� ※2

橋
梁

道路管理者のための
橋梁維持補修 集・ラ 基本 40 3 9/16

~18 77,000 橋梁の維持管理に必要な補修・補強の留意点等の知識を修得する。

都
　
市

開発許可Ⅰ
集・ラ 基本 各30 4

6/23
~26

76,000
開発許可に関する事務の基礎から実務での指導など、講義や事
例をもとに、開発許可をより的確に行うための実務的な知識を
修得する。開発許可Ⅱ 9/15

~18

開発許可専門 集 応用 40 3 10/28
~30 72,000 専門的な開発許可に伴う審査の実務に関して、開発許可を的確に行うために必要な実践的知識を修得する。

宅地造成及び
特定盛土等規制法
（盛土規制法）

集・ラ 基本 60 4 7/28
~31 89,000 盛土規制法の適切な運用を図るため、盛土対策の実務について必要な知識を修得する。

建
　
築

建築基準法
（建築物の監視） 集・ラ 応用 50 5 6/8

~12 105,000 違反建築物の措置事例を中心に監視業務について学ぶとともに、違反建築物の指導に必要な実務的知識を修得する。

公共建築工事積算 集 基本 50 5 10/5
~9 102,000 公共建築工事積算基準に基づき、演習を通じて建築工事積算の実践力を養う。

公共建築設備工事積算
（機械） 集 基本 40 3 11/4

~6 71,000 公共建築工事積算基準に基づき、演習を通じて建築設備工事積算（機械）の実践力を養う。

建築物の
環境・省エネルギー オン 基本 － 10 10/19

~28 35,000
地球温暖化対策の法制度、SDGs、ZEB、カーボンニュートラル、
LCEM、そしてウェルネスオフィスなどの講義を通じて、官公庁
施設の環境品質の向上について幅広い知識を修得する。

建築工事監理Ⅰ
集 基本 各60 5

6/29
~7/3

107,000
公共建築においては、より適切な品質の確保が求められている
ことから、公共建築工事における監督業務や工事監理を行う上
で必要な基礎的知識と技術を修得する。建築工事監理Ⅱ 9/28

~10/2

建築設備改修 集 基本 50 3 7/22
~24 79,000

建築設備改修工事の老朽更新、耐震等を目的として改修の調査・
診断・計画・設計等を学ぶとともに、課題演習等により設備改修
に必要な基本的知識を修得する。

建築設備工事監理 集・ラ 基本 40 3 5/20
~22 73,000

機械設備、電気設備の工事監理に必要な設計・施工のポイント、
事例を通じた保全業務や改修の留意点について、基本的知識と
技術を修得する。

建築改修工事積算 集 基本 40 3 9/2
~4 75,000 建築改修工事の積算について演習等を通じ数量の算出や拾い、歩掛かり、集計表、内訳書作成等の知識を修得する。
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Ⅱ．行政・民間企業を対象とした研修（一般研修）
部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

事
業
監
理

アセットマネジメント 集 基本 建・技 40 3 11/4
~6 74,000

社会資本の適切な維持管理に必要な最新技術、構造物の長寿命
化やマネジメントシステムの構築に関する演習や包括的民間委
託などを含む地方公共団体の事例を通じてアセットマネジメン
トの理解を深め、財政制約のもとで老朽化が進む道路橋や上・下
水道などの既存社会ストックを維持管理するとともに、地方再
生にも資する効果的な投資を行うために必要なアセットマネジ
メントを実践するための知識を修得する。

官民連携（PPP/PFI） 集・ラ 基本 建 40 3 5/20
~22 76,000 官民連携（PPP/PFI）事業に関する最新動向や事例紹介、法務、財務などの基礎を含む実践的講義を通じて必要な知識を修得する。

会計検査指摘事例から
学ぶ（基本） 集・ラ 基本 建・技 40 3 5/27

~29 75,000
会計検査指摘事例をもとに、公共工事の設計・積算・施工及び契
約等の留意点を学び、公共工事をより的確に実施していく上で
必要な基本的知識と技術を修得する。

会計検査指摘事例から
学ぶ（応用） 集・ラ 応用 建・技 40 2 11/10

～11 60,000
会計検査指摘事例をもとに、会計検査院の調査官が実地検査で
おこなう質問や資料請求について、その意図や着眼点を学び、公
共工事をより的確に実施していく上で必要な実践的知識と技術
を修得する。

施
工
管
理

土木施工管理 集・ラ 基本 建・技 70 3 7/15
~17 74,000 施工計画、工程管理、品質管理、安全管理の基本と発注者から見た監督・検査等の実務に役立つ知識を修得する。

コンクリート構造物の
維持管理・補修 オン 応用 土 － 20 11/11

~30 72,000 コンクリートの劣化変状、調査手法、耐久性診断等、コンクリート構造物の維持管理・補修に関する専門的知識を修得する。
若手建設技術者のため
の施工技術の基礎 オン 基本 土 － 20 5/11

~30 77,000
施工計画の作成・運用・管理や仮設構造物施工上の留意点など、
発注者、受注者を問わず、知っておくべき現場施工技術の基礎知
識を修得する。

仮設構造物の
計画・設計・施工 集 基本 建・技 40 4 10/20

~23 77,000
土留め工、仮締切り工、仮桟橋、路面覆工、型枠支保工の計画・設
計・施工に関する講義に加え、事例紹介・演習を通じて、総合的な
知識と技術を修得する。

土木技術のポイントA
（計画・設計コース） 集・ラ 応用 建・技 50 4 9/15

~18 87,000
土木工事において適切な目的物を完成させるため、計画から調
査、設計等にいたる専門的知識と実務上のポイントについて、短
期的に幅広く修得する。

土木技術のポイントB
（施工・監督・検査コー
ス）

集・ラ 応用 建・技 40 3 10/7
~9 76,000

土木工事において適切な目的物を完成させるため、施工、監督、
検査等の専門的知識と実務上のポイントについて、短期的に幅
広く修得する。

構造計算の基礎 集 基本 建・技 50 3 5/13
~15 77,000 構造力学の基礎と手計算の演習やPCによる構造計算を体験し、設計の考え方を修得する。

盛土工の基本 集・ラ 基本 建・技 40 3 9/28
~30 76,000 道路土工等の基本である盛土工の計画、設計、施工、維持管理までの基本的な知識を修得する。

ICT施工のポイント 集・ラ 基本 建・技 50 4 9/8
~11 88,000 ICT（情報通信技術）施工について、導入、活用方法を含め、基本的な知識を修得する。

土木構造物の設計の
基本・演習 オン 基本 土 － 10 10/5

~14 33,000
土木構造物の設計の基本、成果品のチェックポイント及び演習
を交えて、仮設構造物及び構造物の設計の基本的知識を修得す
る。

若手職員のための
建設工事のポイント
（土木コース） オン

基本
－

20 7/1
~20

85,000
土木コース、建築コースにより、建設工事に携わる者に必要な法
律、制度、工事のプロセス・マネジメント等に関する基礎知識を
修得する。若手職員のための

建設工事のポイント
（建築コース）

基本 20 7/21
~8/9

コンクリート構造物
メンテナンスの基本 集・ラ 基本 建・

技・土 40 3 7/15
~17 70,000

日常的な維持管理業務や詳細点検等においても適切かつ柔軟に
対応できるようにコンクリート構造物の維持管理の基礎的な知
識と技術を修得する。

はじめての土木 集・ラ 基本 建・
技・土 50 4 6/9

~12 88,000
各土木構造物の準備工から完成までの施工の流れを、わかりや
すいイラストを使いながら視覚的に理解し、土木の世界の魅力
を学びながら、基本的な知識を修得する。

土
質・地
質

地質調査 集・ラ 基本 建・
技・地 40 3 5/13

~15 77,000
地質調査に係わる調査計画や積算、調査手法において、防災、リ
スクマネジメントの視点を採り入れながら、最新の知識、技術を
短期間で体系的に修得する。

やさしい土質力学の
基礎 集・ラ 基本 建・技 40 3 6/24

~26 77,000 土木施設の計画・設計・施工管理に必要となる土（地盤）の基本的な力学的性質・性状を学び、実務に役立つ基礎知識を修得する。
土質設計計算
（基礎講座） オン 基本 地 － 10 7/21

~30 31,000 擁壁、直接基礎、杭基礎等の講義・解説を通じて、構造物基礎の設計に役立つ基礎知識と技術を修得する。

土質設計計算 集・ラ 基本 建・
技・地 40 4 9/8

~11 80,000
柱状図の見方や土質定数の考え方の講義・解説とともに、直接基
礎、杭基礎等の設計計算演習等を通じて、構造物基礎の設計に役
立つ知識と技術を修得する。

防
　
災

流域治水と危機管理 集・ラ 基本 建 40 3 6/3
~5 79,000

頻発する豪雨災害に備えた流域治水の取組方法や、実際に水災
害が発生した際の対応方法など、今後の防災・減災対策に必要な
知識を修得する。

土木構造物耐震技術 集・ラ 応用 建・技 40 3 1/20
~22 79,000

耐震技術の現状、地震による構造物の揺れと設計地震動や液状
化対策等の知識を得るとともに、橋梁を中心に各種土木構造物
の耐震設計及び既設構造物耐震診断と補強に関する専門知識を
修得する。

斜面安定対策 集・ラ 応用 建・技 40 4 11/10
~13 85,000

斜面安定対策に関する講義や演習（斜面安定解析・抑止工）を通
じて、基本から調査、設計、施工及び維持管理までの技術につい
て専門的知識を修得する。

地すべり防止技術 集 基本 建・技 40 5 5/18
~22 105,000

地すべりなどの斜面災害の予防・対策のための計画・調査・施工
管理などについて、基礎的な考え方から応用まで幅広く学び、課
題演習や現地研修を通じ実務的な専門知識を修得する。
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部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

ト
ン
ネ
ル

トンネル工法（NATM）
集

基本 建・
技・土

40 5 10/26
~30 96,000 トンネル標準示方書等に基づき、NATMの計画、調査、施工、施

工管理、維持管理等、基本から応用までの知識と技術を修得する。
� ※1ラ － 4 10/29

除く 86,000

土
地・用
地

用地基礎（基礎講座） オン 基本 補 － 10 4/21
~30 44,000 用地事務全般の理論と実務に加え、民法等関係法規を含めた基礎知識を修得する。

用地基礎 集・ラ 基本 補 40 5 5/18
~22 85,000

用地取得及び損失補償等、用地事務全般の理論と実務に加え、民
法等関係法規及び用地取得マネジメントも含めた基本的な知識
を修得する。

用地事務
（建物・営業・その他
補償）

集・ラ 応用 補 40 4 6/30
~7/3 70,000 建物補償、営業補償、その他補償制度等の講義と演習を通じ、用地補償に関する実務的な知識を修得する。

用地事務（土地） 集 基本 補 40 5 11/9
~13 85,000 用地事務補償制度の概要、民法、土地収用法、土地評価等の用地取得に関する基本的な知識を修得する。

用地職員のための
法律実務 集・ラ 応用 補 40 3 7/29

~31 77,000
「民法」「公共用地取得に係る税制」「不動産登記法」等に重点を置
き、各法規の解釈や事例を中心とした講義、演習を行うことによ
り、実務に必要な専門知識を修得する。

不動産鑑定・地価調査 集 基本 補 40 3 6/24
~26 76,000

不動産鑑定評価基準や国土利用計画法に基づく地価調査、価格
審査、適正な地価の形成に寄与する土地等の評価に関する総合
的な基礎知識を修得する。

河
川・ダ
ム

河川構造物設計 集 基本 建・技 50 4 7/7
~10 83,000

治水・利水に加えて、環境にも配慮した河川構造物を設計するた
め、基礎工・擁壁・樋門の設計について、基本から応用までの幅広
い知識と技術を修得する。

河川整備計画・
事業評価 集・ラ 応用 建・技 40 4 8/25

~28 78,000 河川整備計画、事業評価等に関する実務的知識を修得する。

ダム管理 集 基本 建・技 40 5 11/16
~20 107,000

ダムの維持管理、点検整備に関する講義、ダムシミュレータ装置
による洪水時操作、異常洪水時防災操作の計画書作成等幅広く
ダム管理に必要な知識を修得する。

ダム操作実技訓練 集 基本 48 各
3日

12/2
~計
8回

77,000
計画規模を超える洪水時にも対処できるように、異常洪水時防
災操作の計画書作成やダムシミュレータ装置によるダム操作の
疑似体験により、異常洪水時防災操作を修得する。

ダム管理主任技術者
（学科）研修

集 120
5 4/13

~17 107,000
学科及びダムシミュレータ装置を使用した実技訓練教科により、
ダムの管理に必要な知識及び技能を修得する。
※本研修で、学科及び実技訓練教科の効果測定に合格した者は、
河川法第50条に基づく管理主任技術者の資格認定の申請に係
わる実務経験年数の短縮ができる（河川法施行規則第27条の2
第2号の規定に基づく国土交通大臣登録研修）。

ダム管理主任技術者
（実技）研修

各
3日

5/13~
計22回 82,000

砂
防・

海
岸 砂防等計画設計 集 応用 建・技 40 4 5/26

~29 83,000 砂防等施設の計画・設計を的確に進めるため、演習を中心として必要な理論及び設計手法等に関する専門的な知識を修得する。

道
　
路

道路整備施策 集・ラ 応用 建・技 40 3 7/8
~10 72,000 道路事業に関する国の施策や制度等について総合的な最新知識を修得する。� ※2

市町村道 集・ラ 基本 建 40 3 10/21
~23 77,000 市町村道の計画、設計、整備等において、まちづくりのあり方、道路整備のための諸制度を含めた基本的な知識を修得する。� ※2

舗装技術
集

応用 建・技
40 4 7/21

~24 84,000 道路舗装工事に関する施工管理、維持管理、建設資源としての舗
装材のリサイクル、環境負荷低減技術などについて知識と技術
を修得する。ラ － 3 7/21

~23 74,000

道路構造物設計演習 集・ラ 基本 建・技 60 3 8/26
~28 77,000 道路構造物の擁壁、ボックスカルバート、土留め支保工に関する計画・設計の基本的な知識を演習を通じて修得する。

わかりやすい
道路計画・設計演習

集
基本 建・技

40
5 10/5

~9 106,000 道路の計画・設計に関し、道路及び交差点の計画・設計演習（個人・グループ演習）を通じて、基本的な知識を修得する。ラ 30

道路構造物維持管理 集・ラ 基本 建・技 40 3 5/27
~29 81,000 道路構造物の点検・損傷・補修・補強等の維持管理について必要な知識を修得する。� ※1※2

橋
　
梁

橋梁設計（基本講座） オン 基本 － 10 6/17
~26 21,000 橋梁設計に必要な基礎知識を修得する。

橋梁設計 集 基本 建・技 50 5 8/24
~28 107,000 橋梁の設計に必要な理論及び設計手法等に関する知識を修得する。

鋼橋設計・施工 集・ラ 基本 建・
技・土 50 3 1/20

~22 73,000 鋼橋の計画・設計・製作・架設・維持補修等に関する総合的な知識を修得する。
PC橋の設計・施工 集・ラ 基本 建・技 40 3 7/1

~3 73,000 設計・施工から積算まで、PC橋に関する基本的知識・技術を修得する。
PC橋の維持管理 集・ラ 応用 建・技 40 3 11/18

~20 73,000 PC橋の補修・補強工法、積算、点検や非破壊検査まで、PC橋の維持管理に関する専門的・実践的技術を修得する。

都
　
市

都市計画の基礎
集

基本 建・都
30 5 5/11

~15 99,000 都市計画の考え方や関連する事業について事例と演習等をもと
に基本的な仕組みを修得する。ラ － 3 5/11

~13 79,000

都市計画（入門コース）
集

基本 建・都
30 5 6/15

~19 107,000 都市計画に関する法令や制度についての講義、制度の活用方策
や先進的なまちづくりの事例紹介を通じて、都市計画行政に必
要な基本的知識を修得する。ラ － 4 6/15

~18 97,000

都市計画（応用コース） 集 応用 建・都 30 5 11/9
~13 107,000

都市計画に関する法令や制度について、講義及びまちづくりの
演習を中心に、都市計画行政に必要な専門的・実践的知識を修得
する。

都市再開発
集

基本 建・都
40 4 6/2

~5 91,000 都市再開発に関する法令、助成制度など、事業の進め方及びその
事例紹介や権利変換に関する演習を通じて、再開発の企画・実施
に必要な知識を修得する。ラ － 3 6/2

~4 81,000
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部
門 研修名 研修

方式 区分 CPD 募集
人数 日数 期間 研修会費

（円/人） 研修概要

都
　
市

宅地造成技術講習 集 200 5 7/13
~17 72,000

都市計画法第31条並びに宅地造成及び特定盛土等規制法第13
条第2項及び第31条第2項に定める設計者の資格を取得しよう
とする者を対象に、宅地開発及び宅地造成等に関する必要な技
術と知識を修得する(都市計画法並びに宅地造成及び特定盛土
等規制法に基づく国土交通大臣登録講習）。

区画整理 集・ラ 基本 建・都 40 5 7/6
~10 96,000

土地区画整理事業に関する法令、助成制度、事業の進め方等の講
義や、土地評価・換地設計のチェックポイントなど、演習を通じ
て実務に必要な知識を修得する。

街路
集

基本 建・都
40 4 5/26

~29 84,000 街路事業に関する基本的な知識から周辺市街地との一体的整備、
先進的な取組事例の紹介など演習を通じて事業推進に必要な知
識を修得する。ラ － 3 5/26

~28 70,000

交通まちづくり
集

基本 建・都
40

4 11/17
~20

89,000 都市交通に関する交通施設整備やそれを活用したソフト施策に
よる総合的な都市交通施策について、計画立案に関する講義な
どを通じて学び、まちづくりに必要な知識を修得する。ラ － 79,000

公園・都市緑化
集

基本 建・都
40 4 10/27

~30 81,000 都市環境の改善及び都市の防災性の向上等に資する都市公園・
緑地のあり方や適切な維持管理等に関する総合的な知識を修得
する。ラ － 3 10/27

~29 71,000

下水道 集・ラ 基本 建・技 40 3 9/28
~30 76,000

管路のストックマネジメント計画・総合地震対策などの国の施
策や、管路の整備・点検等の知識及び業務上の問題点等の解決に
役立つ下水道の基本的知識を演習を通じて修得する。� ※1

景観まちづくり 集・ラ 応用 都 30 4 7/14
~17 81,000 景観形成によるまちづくりを進めるため、景観誘導、屋外広告物対策などの景観行政に関する総合的・実践的な知識を修得する。

コンパクト・プラス・
ネットワーク 集・ラ 基本 建・都 40 3 6/3

~5 70,000
都市再生特別措置法に基づく立地適正化計画制度や支援措置等
を中心として「コンパクトなまちづくり」を進める上で必要な知
識を修得する。

建
　
築

建築設計 集 基本 40 5 11/30
~12/4 96,000

建築設計に関する品質確保や環境への配慮など最近の動向を学
ぶとともに、建築設計に関する演習を通じ、必要な基礎的知識を
修得する。

建築構造 集 基本 40 5 8/31
~9/4 109,000

建築物の構造設計に関する基本事項のほか、仕様と設計図書の
チェックポイント、構造計算演習等について基本的な知識を修
得する。

木造建築物の
設計・施工のポイント 集・ラ 基本 40 3 7/29

~31 74,000
木の特性と木質材料や木造建築における構造・耐震・防耐火性能
に関する講義や取組事例を通じ、計画・設計等の技術的ポイント
について必要な知識を修得する。

建築改修 集・ラ 基本 40 4 10/13
~16 84,000 建築改修に関する基本的な知識を修得する。

建築設備（電気） 集 基本 40 5 11/16
~20 101,000 建築物に係る電気設備の計画・設計等について講義・演習を通じて実務的な知識を修得する。

建築設備（衛生） 集 基本 40 5 10/26
~30 114,000 建築物に係る衛生設備の計画・設計等について講義・演習を通じて実務的な知識を修得する。

公共建築プロジェクト
マネジメント オン 基本 － 10 6/3

~12 37,000
公共建築工事に携わる者として最低限知っておきたい改正品確
法を始めとする関係法令、地域との連携、公共建築工事発注者の
あり方や法的リスクなどの知識を修得する。

建築工事のポイント 集・ラ 基本 40 3 6/10
~12 77,000

建築工事における施工管理、基礎工事、コンクリート工事、構造、
設備、工事監理について、設計・施工に必要な基本的知識を修得
する。

建築物の維持・保全 集 応用 40 4 1/19
~22 95,000

公共建築物の維持・保全に関し、施設保全の事例紹介や中長期保
全計画の演習等を通じて、建築保全業務に必要な実務的知識を
修得する。

建築確認実務Ⅰ
集・ラ 応用 各40 4

6/16
~19 75,000

建築基準法をはじめ、消防法など関連する法令の知識を修得す
るとともに、建築確認において問題となる事例の講義を通じ、実
務能力の向上を図る。建築確認実務Ⅱ 10/13

~16
BIM 集 基本 30 2 9/17

~18 57,000 BIMモデル作成のマネジメントに関する基本的な考え方や留意事項、運用事例を学び、モデリング利活用について修得する。
建築設備改修
（基礎講座） オン 基本 － 10 6/17

~26 33,000 建築設備改修の基本的知識を修得する。
建築基準法
（単体規定と集団規定） オン 基本 － 20 5/11

~30 55,000 建築基準法の「単体規定」と「集団規定」に関する基礎的知識を修得する。

住
　
宅

空き家対策 集・ラ 基本 建・都 40 3 7/22
～24 74,000

「空家等対策の推進に関する特別措置法」及び各種制度の概要か
ら、事例紹介、質疑応答を通じて、生活環境の保全と複雑な問題
が絡み合う空き家問題の解決に向けた知識を修得する。

マンション再生と
維持管理の基礎

集
基本 建

40
3 6/24

～26
79,000 マンションの管理・再生を円滑に進めるために、関連する法令の

知識を学び、事業や相談・トラブル事例を交えた講義を通じて、
マンション管理実務に必要な基本的知識を修得する。� ※3ラ － 74,000

※1　令和7年八潮市道路陥没事故などの関連内容含む
※2　道路法等の一部を改正する法律（令和7年4月16日公布）の関連内容含む
※3　マンション管理・再生の円滑化のための改正法（令和7年5月30日公布）の関連内容含む

令和8年度　研修計画一覧
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種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

電
気
通
信
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈭から
５月21日㈭まで ９月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
金沢・名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・熊本・那覇

１０月8日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈭から
５月２1日㈭まで １２月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和9年
３月3日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

３月4日㈬から
３月18日㈬まで ６月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月7日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

７月14日㈫から
７月28日㈫まで １１月15日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和9年
１月5日㈫

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
電気通信主任技術者試験合格後又は資
格者証交付後、実務経験1年以上の者。
（別途1級又は2級第一次検定に合格す
ることが必要）

７月14日㈫から
７月28日㈫まで １１月15日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・静岡・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

第一次検定
令和9年
1月5日㈫
第二次検定
令和9年
3月3日㈬

造
園
施
工
管
理
技
術
検
定

１級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

５月7日㈭から
５月２1日㈭まで ９月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

１０月8日㈭

１級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

５月7日㈭から
５月２1日㈭まで １２月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和9年
３月3日㈬

２級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

３月4日㈬から
３月18日㈬まで ６月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

７月7日㈫

２級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が１７歳以上の
者。

７月14日㈫から
７月28日㈫まで １１月15日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮･
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和9年
1月5日㈫

２級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

７月14日㈫から
７月28日㈫まで １１月15日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和9年
1月5日㈫
第二次検定
令和9年
3月3日㈬

技
術
検
定

土
地
区
画
整
理
士

学科試験・
実地試験

学歴又は資格により所定の実務経験を
有する者。
（学科試験免除者は、実地試験を受検）

５月7日㈭から
５月２1日㈭まで ９月6日㈰ 東京・名古屋・大阪・福岡 １２月11日㈮

一般財団法人 全国建設研修センター 試験業務局 ホームページアドレス：https://www.jctc.jp/exam
●土木施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（土木試験課）� ☎ 042（300）6860（代）

●管工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（管工事試験課）� ☎ 042（300）6855（代）

●電気通信工事施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（電気通信工事試験課）� ☎ 042（300）0205（代）
●造園施工管理技術検定〈1・2級第一次検定及び第二次検定〉（造園試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

●土地区画整理士技術検定〈学科及び実地試験〉（区画整理試験課）� ☎ 042（300）6866（代）

お
問
い
合
わ
せ
先
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種 

目 受検区分 受 検 資 格 申込受付期間 試験日 試 験 地 合格発表日

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

1級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

3月23日㈪から
4月6日㈪まで 7月5日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・鹿児島・那覇

8月13日㈭

1級 第二次検定

第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

3月23日㈪から
4月6日㈪まで 10月4日㈰

札幌・釧路・青森・仙台・
東京・新潟・名古屋・
大阪・岡山・広島・高松・
福岡・那覇

令和9年
1月8日㈮

2級 第一次検定
（前期試験）
〔種別：土木〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

3月4日㈬から
3月18日㈬まで 6月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・
高松・福岡・那覇

7月7日㈫

2級 第一次検定
（後期試験）
〔�種別：土木・ 

鋼構造物塗装・
薬液注入〕

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月8日㈬から
7月22日㈬まで 10月25日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・熊本・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

12月2日㈬

2級 第一次検定・
第二次検定

〔�種別：土木・ 
鋼構造物塗装・
薬液注入〕

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。
技術士第二次試験合格後、所定の実務
経験を有する者。

7月8日㈬から
7月22日㈬まで 10月25日㈰

（種別：土木）
札幌・釧路・青森・仙台・
秋田・東京・新潟・富山・
静岡・名古屋・大阪・松江・
岡山・広島・高松・高知・
福岡・鹿児島・那覇
（種別：鋼構造物塗装・
薬液注入）
札幌・東京・大阪・福岡

第一次検定
12月2日㈬
第二次検定
令和9年
2月3日㈬

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

1級 第一次検定 受検年度中における年齢が19歳以上の
者。

5月7日㈭から
5月21日㈭まで 9月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

10月8日㈭

1級 第二次検定 第一次検定合格後、所定の実務経験を
有する者。

5月7日㈭から
5月21日㈭まで 12月6日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

令和9年
3月3日㈬

2級 第一次検定
（前期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

3月4日㈬から
3月18日㈬まで 6月7日㈰

札幌・仙台・東京・新潟・
名古屋・大阪・広島・高松・
福岡・那覇

7月7日㈫

2級 第一次検定
（後期試験）

受検年度中における年齢が17歳以上の
者。

7月14日㈫から
7月28日㈫まで 11月15日㈰

札幌・青森・仙台・宇都宮・
東京・新潟・金沢・名古屋・
大阪・広島・高松・福岡・
鹿児島・那覇

令和9年
1月5日㈫

2級 第一次検定・
第二次検定

1級第一次検定又は2級第一次検定合格
後、所定の実務経験を有する者。

7月14日㈫から
7月28日㈫まで 11月15日㈰

札幌・青森・仙台・東京・
新潟・金沢・名古屋・大阪・
広島・高松・福岡・鹿児島・
那覇

第一次検定
令和9年
1月5日㈫
第二次検定
令和9年
3月3日㈬

令和8年度　技術検定のご案内 （�令和6年度から令和10年度までの間は経過措置期間とし�
第二次検定は、旧受検資格と新受検資格の選択が可能）
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創刊号から、全ての号をPDFでご覧いただけます！

1977年 昭和52年 4月 創刊号
新時代の技術者はいかにあるべきか

昭和52年 11月 2・3号（合併号）
施工管理の課題と展望

昭和53年 1月 4号
第三次全国総合開発計画のねらい

1978年 昭和53年 4月 5号
建設工事と環境アセスメント

昭和53年 8月 6号
土地問題をめぐって

昭和53年 11月 7号
水問題の現況と課題

昭和54年 1月 8号
魅力ある社会の創造

昭和54年 5月 9号
公共事業と住民対応

1979年 昭和54年 8月 10号
リモートセンシングの地域開発への応用

昭和54年 11月 11号
省エネルギー時代と道路

昭和55年 3月 12号
80年代の国づくり・人づくり

昭和55年 6月 13号
わがまちづくり

昭和55年 9月 14号
河川と人間生活

1980年 昭和55年 12月 15号
安定成長下における公共投資の役割

昭和56年 3月 16号
高齢化社会への地域の対応

昭和56年 7月 17号
まちづくりと公園

昭和56年 10月 18号
「社会資本の整備」をめぐって

昭和57年 2月 19号
地方の経済振興と基盤整備

1982年 昭和57年 6月 20号
80年代の建設研修

昭和57年 8月 21号
公共投資と日本経済

昭和57年 12月 22号
高齢化社会と住宅対策

昭和58年 3月 23号
景観論からの発想

昭和58年 8月 24号
道と文化

1983年 昭和58年 11月 25号
魅力ある都市

昭和59年 3月 26号
都市づくりへの視点

昭和59年 6月 27号
国際化のなかの建設産業

昭和59年 9月 28号
下水道と水環境

昭和59年 12月 29号
ハイテク時代の地域変化への対応

1985年 昭和60年 4月 30号
地域と公営住宅

昭和60年 6月 31号
まちづくりと道路

昭和60年 9月 32号
都市空間とライフスタイル

昭和60年 12月 33号
水空間

昭和61年 4月 34号
都市再開発

1986年 昭和61年 7月 35号
地場エネルギーと地域振興

5号

15号

25号

35号

創刊号

10号

20号

30号
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昭和61年 10月 36号
社会資本整備の歴史的意義

昭和62年 1月 37号
ビッグプロジェクトの未来

昭和62年 4月 38号
研修を考える

昭和62年 7月 39号
まちづくりの未来戦略

1987年 昭和62年 10月 40号
東京をめぐる視点

昭和63年 1月 41号
地域自立の座標

昭和63年 2月 42号
その後の四全総

昭和63年 7月 43号
地域の発展とは何か

昭和63年 10月 44号
地域にとって国際化とは何か

1989年 平成元年 1月 45号
国土にとって森林とは何か

平成元年 4月 46号
快適性を考える

平成元年 7月 47号
企業と地域とのコミュニケーション

平成元年 10月 48号
新しいまちのかたち商業空間

平成2年 1月 49号
建設業・未来へのアプローチ

1990年 平成2年 4月 50号
人が育つとき地域の活力

平成2年 7月 51号
遊★空間

平成2年 10月 52号
地域の創造　もっと楽しく★もっと知的に

平成3年 1月 53号
にほんのかたち　★豊かさって何だろう

平成3年 4月 54号
やわらかなまち　★ふさわしい風景

1991年 平成3年 7月 55号
歴史を演出する

平成3年 10月 56号
楽しさを演出する ～人が集うところ～

平成4年 1月 57号
十年後 ～生活大国日本、ゆとりの実感は～

平成4年 4月 58号
都市に生きる「いのち」

平成4年 8月 59号
ほんとうに欲しいものってなんだろう

1993年 平成5年 1月 60号
キッズプレース ～子どもの居場所～

平成5年 4月 61号
ちきゅう・かんきょう

平成5年 7月 62号
ふつうの暮らし ～まちづくりの転機～

平成5年 12月 63号
しあわせづくり・土木の仕事

平成6年 4月 64号
地域からのメッセージ　新たな出会いと交流

1994年 平成6年 7月 65号
土木史に学ぶ国づくり・人づくり

平成6年 10月 66号
土木史に学ぶ国づくり・人づくり2

平成7年 1月 67号
生活福祉空間づくり

平成7年 4月 68号
Jリーグにみる地域づくりのヒント

平成7年 7月 69号
つよくて、やさしい

1995年 平成7年 10月 70号
長寿社会の住まい方

平成8年 1月 71号
戦国武将は、すぐれた土木技術者だった

平成8年 4月 72号
人をたすけ、国を造った僧侶たち

平成8年 7月 73号
土木の近代化と“お雇い外国人”

平成8年 11月 74号
近代土木の黎明

40号

50号

60号

70号

45号

55号

65号
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1997年 平成9年 2月 75号
阪神大震災から2年　なにが変わったか、変わらないか

平成9年 5月 76号
失いたくない風景がある

平成9年 7月 77号
まちづくりのファクター

平成9年 10月 78号
土木教育の現場は、いま

平成10年 1月 79号
土木の歴史が語りかけるもの

1998年 平成10年 5月 80号
まち・新たな時代につなげたい

平成10年 9月 81号
映像に見る土木

平成10年 11月
82号
新たな時代につなげたい首長の条件
いま、町村長に問われること

平成11年 3月 83号
私たちの暮らしと土木　まちづくりと土木遺産

平成11年 6月 84号
小学校の学習現場から　子どもの視点・土木の未来

1999年 平成11年 8月
85号
風土とハーモニーし、風土を生かし地域を光らす、
個性豊かな地域づくりのテクノロジー

平成11年 10月 86号
よみがえるか！ 路面電車

平成12年 2月 87号
2000年 新たな時代へ　幸せの在処

平成12年 4月 88号
雨のあとさき ～資源・防災・環境～

平成12年 7月 89号
ユニバーサルデザイン　まちづくりにどう生かすか

2000年 平成12年 10月 90号
子どもの居場所　こんなまちに住みたい

平成13年 2月 91号
川にまなぶもの　21世紀型川とのつきあい方

平成13年 5月 92号
自転車からまちが見えてくる

平成13年 8月 93号
海を渡った土木技術者たち

平成13年 11月 94号
災害対策とハザードマップ

2002年 平成14年 2月 95号
生きる力を育む　土木教育と総合学習

平成14年 5月 96号
これからの海辺空間

平成14年 8月 97号
WATER・水の世紀へ

平成14年 10月 98号
色にこだわる

平成15年 1月 99号
社会資本 ～百年の記憶・百年の未来～

2003年 平成15年 4月 100号
市民と土木をつなぐ広報

平成15年 7月 101号
こんなまちに住みたい ～人がまちをつくり、まちが人をつくる～

平成15年 10月 102号
水路のある暮らしと風景

平成16年 1月 103号
博物館へ行こう

平成16年 4月 104号
PFI 新しい時代の社会資本整備

2004年 平成16年 7月 105号
歴史に学ぶ地震防災 ～その時、人々はどう動いたか～

平成16年 10月 106号
街路のアメニティ

平成17年 2月 107号
見つめてみよう、私たちの身近な風土

平成17年 4月 108号
城とまちづくり

平成17年 7月 109号
新しい時代の人づくり

2005年 平成17年 10月 110号
橋がつなぐもの

平成18年 1月 111号
人と住まい

平成18年 4月 112号
私たちの暮らしと砂防

75号

80号

85号

90号

95号

100号

105号

110号
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平成18年 7月 113号
土木の底上げ

平成18年 10月 114号
“ものづくり力”の継承

2007年 平成19年 1月 115号
広報力 ～あるとないで何が変わる？～

平成19年 5月
116号
市町村合併時代の地域づくり
～まちを元気にする発想と手法～

平成19年 7月 117号
まちの再生 ～一歩そとへ～

平成19年 10月 118号
水の記憶・大地の履歴 ～語り継ぐということ～

平成20年 1月 119号
技術公務員の仕事力

2008年 平成20年 4月 120号
義務教育で教えたい土木

平成20年 7月 121号
舟運都市の再興

平成20年 10月 122号
歴史遺産を活かす

平成21年 1月 123号
土木偉人を伝える

平成21年 4月 124号
災害文化をはぐくむ

2009年 平成21年 7月 125号
土木の仕事 ～13歳からのキャリア支援～

平成21年 11月 126号
学校教育と向き合う土木

平成22年 5月 127号
低炭素型の都市・地域づくり ～地球温暖化時代～

平成23年 2月 128号
新しい公共が切り拓く地域づくり

平成24年 1月 129号
新たな土木広報へのアプローチ ～「知らせる」から「共築」へ～

平成24年 11月 129.05号（創立50周年記念号）
新しい時代の人づくり・国づくり

2013年 平成25年 9月 130号
これからの建設人材

平成26年 3月 131号
社会資本のメンテナンス

平成26年 9月 132号
研修を通じた人材の育成

平成27年 3月 133号
人口減少社会における地域・まちづくり

平成27年 9月 134号
活力ある持続可能な地域・まちづくり

2016年 平成28年 3月 135号
社会資本整備と建設生産システム

平成28年 9月 136号
地域の個性を生かしたまちづくり

平成29年 3月 137号
まちづくり・都市計画の手法を使いこなす

平成29年 9月 138号
急増する空き家問題とまちづくり

平成30年 3月 139号
広がる官民連携のまちづくり

2018年 平成30年 9月 140号
水防災の課題と対策の方向性

平成31年 3月 141号
官民で進める観光地域づくり

令和元年 9月 142号
建設業界の働き方改革の推進

令和2年 3月 143号
快適な都市空間の形成とストリートの活用

令和2年 11月 144号
気候変動により激甚化する水災害への対応

2021年 令和3年 4月 145号
『東日本大震災から10年』～地域のレジリエンス形成と人づくり～

令和3年 10月 146号
グリーンインフラの推進

令和4年 3月 147号
インフラ分野のDX推進に向けて

令和4年 9月 148号（創立60周年記念号）
次世代に伝えたい建設業の魅力

令和5年 3月 149号
カーボンニュートラル・脱炭素社会実現を目指す

2023年 令和5年 10月 150号（国づくりと研修創刊150号記念号）
ICTを活用した社会資本整備

115号

125号

130号

140号

150号

120号

創立50周年記念号

135号

145号
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2024年 令和6年 3月 151号
『これからの道路のあり方 ～人々の幸せを運ぶ道路事業～』

令和6年 10月 152号
『2024年問題への取組み』～いま地方公共団体に求められること～

2025年 令和7年 3月 153号
『これからの防災対策』～2024年に起きた能登等地震・水災害を教訓に～

令和7年 10月 154号
公共建築の未来

2026年 令和8年 7月 155号
事故から学ぶこれからのインフラマネジメントのあり方！

1号から154号までの全バックナンバーに
加え最新号までをホームページに掲載！
気になる号、懐かしい号など、どの号も
全ページPDFでご覧いただけます。

https://www.jctc.jp/backnumber/

「国づくりと研修」をご覧になったご感想、ご意見をお寄せください。また、最
近気になっている事象や世の中の動きなどで、今後取り上げてほしいテーマなど、
お気軽にご提案ください。

下の二次元コードまたはURLから
ホームページの「バックナンバー」にジャンプ！！

151号 152号 153号 154号 155号
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・ 建設業法、品確法及び建設工事における安全管理、環境管理、新技術動向を重点にまとめたテキスト。
・ 建設関係の最新の情報を提供する補足資料。特長

いつで
も！

どこで
も！

申込等詳細は、
当センターホームページから！！全国建設研修センター 検索

信用と実績のある当センターの「監理技術者講習」

忙しい受講者の方へ！ オンデマンドで実施！！
オンライン講習

・ 全都道府県72都市で開催
・ 土曜日も開催（ 札幌、仙台、東京、名古屋、大阪地区）
・ 前日までの申込みで受講可能

経験豊富な講師との対面講習！ 質疑応答！！
会 場 講 習

・ 24時間お好きな時間帯で受講
・ 60日以内で、分割して受講
・ 確認したい箇所をくりかえし受講

監理技術者講習テキスト
「監理技術者必携 令和8年版」の内容
第１章　建設業の現状と監理技術者
第２章　建設工事における技術者制度及び法律制度
第３章　施工計画と施工管理
第４章　建設工事における安全衛生管理
第５章　建設工事における環境管理
第６章　建設技術の動向

【お申込み・お問合せ先】

一般財団法人　全国建設研修センター
事業推進室　講習部
TEL 042-300-1741

【お問合せ先】
一般財団法人　全国建設研修センター

図書出版係
TEL 042-327-8400

編集後記
●今回の155号は、「事故から学ぶこれからのインフラマネジメントのあり方!」
を特集いたしました。八潮市道路陥没事故の概要をはじめ多方面の方々にご執筆
頂きましたので、ご一読いただけますと幸いです。
　また今回は、下水道法・道路法改正案の審議の遅れにともない発刊が遅れまし
たことをこの場をお借りしてお詫び申し上げます。
　次号は、改正都市再生特別措置法について取り上げる予定です。みなさまの情
報のご提供、ご提案、ご投稿などご連絡をお待ちしております。（高橋）

●まずは今号の発刊が法改正の遅れにともない大幅に遅れましたことをご寄稿頂
きましたみなさま、また楽しみにして頂いてます読者のみなさまに深くお詫び申
し上げます。
　今号は、昨年初めに起こりました八潮道路陥没事故に関しまして、多方面から
インフラマネジメントの在り方、また色々取り沙汰されております連携整備事業
につきまして今後必要不可欠な部分を特集記事として取り上げてみました。少し
でも官民問わずみなさまのお役に立てていただければ幸甚です。（山ノ井）

令和 8年 7月 31 日発行Ⓒ
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時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

4月

13～17日 5 ダム管理主任技術者（学科）研修 2/17 集合

21～30日 10 用地基礎（基礎講座） 2/17 オンデマンド

22～24日 3 ダム管理（管理職） 2/17 集合

５月

11～15日 5 都市計画の基礎 3/10 集合・ライブ

11～30日 20 若手建設技術者のための施工技術の基礎 3/10 オンデマンド

11～30日 20 建築基準法（単体規定と集団規定） 3/10 オンデマンド

13～7月31日 3 ダム管理主任技術者（実技）研修（計22回） 2/17 集合

13～15日 3 地質調査 3/10 集合・ライブ

13～15日 3 構造計算の基礎 3/10 集合

18～22日 5 用地基礎 3/17 集合・ライブ

18～22日 5 地すべり防止技術 3/17 集合

19～22日 4 災害復旧実務 3/17 集合

20～22日 3 官民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ） 3/17 集合・ライブ

20～22日 3 建築設備工事監理 3/17 集合・ライブ

26～29日 4 砂防等計画設計 3/24 集合

26～29日 4 街路 3/24 集合・ライブ

26～29日 4 土木工事積算 3/24 集合

27～29日 3 道路構造物維持管理 3/24 集合・ライブ

27～29日 3 会計検査指摘事例から学ぶ（基本） 3/24 集合・ライブ

６月

2～5日 4 都市再開発 3/31 集合・ライブ

3～5日 3 流域治水と危機管理 3/31 集合・ライブ

3～5日 3 コンパクト・プラス・ネットワーク 3/31 集合・ライブ

3～12日 10 公共建築プロジェクトマネジメント 3/31 オンデマンド

8～12日 5 建築基準法（建築物の監視） 4/9 集合・ライブ

9～12日 4 土木工事監督者 4/9 集合

9～12日 4 はじめての土木 4/9 集合・ライブ

10～12日 3 建築工事のポイント 4/9 集合・ライブ

15～19日 5 都市計画（入門コース） 4/14 集合・ライブ

16～19日 4 建築確認実務Ⅰ 4/14 集合・ライブ

17～26日 10 建築設備改修（基礎講座） 4/14 オンデマンド

17～26日 10 橋梁設計（基本講座） 4/14 オンデマンド

23～26日 4 開発許可Ⅰ 4/21 集合・ライブ

24～26日 3 やさしい土質力学の基礎 4/21 集合・ライブ

24～26日 3 不動産鑑定・地価調査 4/21 集合

24～26日 3 マンション再生と維持管理の基礎 4/21 集合・ライブ

29～7月3日 5 建築工事監理Ⅰ 4/21 集合

30～7月3日 4 用地事務（建物・営業・その他補償） 4/21 集合・ライブ

７月

1～3日 3 ＰＣ橋の設計・施工 4/21 集合・ライブ

1～20日 20 若手職員のための建設工事のポイント（土木コース） 4/21 オンデマンド

6～10日 5 区画整理 5/12 集合・ライブ

7～10日 4 河川構造物設計 5/12 集合

8～10日 3 道路整備施策 5/12 集合・ライブ

13～17日 5 宅地造成技術講習 5/12 集合

14～17日 4 景観まちづくり 5/12 集合・ライブ

15～17日 3 土木施工管理 5/12 集合・ライブ

15～17日 3 コンクリート構造物メンテナンスの基本 5/12 集合・ライブ

21～30日 10 土質設計計算（基礎講座） 5/20 オンデマンド

21～24日 4 舗装技術 5/20 集合・ライブ

21～8月9日 20 若手職員のための建設工事のポイント（建築コース） 4/21 オンデマンド

22～24日 3 建築設備改修 5/20 集合

22～24日 3 空き家対策 5/20 集合・ライブ

28～31日 4 宅地造成及び特定盛土等規制法（盛土規制法） 5/26 集合・ライブ

29～31日 3 用地職員のための法律実務 5/26 集合・ライブ

29～31日 3 木造建築物の設計・施工のポイント 5/26 集合・ライブ

時期 期　間 日数 研　修　名 申込開始
予定日 研修方式

８月

24～28日 5 橋梁設計 6/23 集合

25～28日 4 品質確保と検査 6/23 集合

25～28日 4 河川整備計画・事業評価 6/23 集合・ライブ

26～28日 3 道路構造物設計演習 6/23 集合・ライブ

31～9月4日 5 建築構造 6/30 集合

９月

1～4日 4 公共工事契約実務 6/30 集合・ライブ

2～4日 3 建築改修工事積算 6/30 集合

8～11日 4 土質設計計算 7/8 集合・ライブ

8～11日 4 ＩＣＴ施工のポイント 7/8 集合・ライブ

8～11日 4 道路管理 7/8 集合・ライブ

15～18日 4 開発許可Ⅱ 4/21 集合・ライブ

15～18日 4 土木技術のポイントA（計画・設計コース） 7/22 集合・ライブ

16～18日 3 道路管理者のための橋梁維持補修 7/22 集合・ライブ

17～18日 2 BIM 7/22 集合

28～30日 3 下水道 7/28 集合・ライブ

28～30日 3 盛土工の基本 7/28 集合・ライブ

28～10月2日 5 建築工事監理Ⅱ 4/21 集合

10月

5～9日 5 公共建築工事積算 8/4 集合

5～9日 5 わかりやすい道路計画・設計演習 8/4 集合・ライブ

5～14日 10 土木構造物の設計の基本・演習 8/4 オンデマンド

7～9日 3 土木技術のポイントB（施工・監督・検査コース） 8/4 集合・ライブ

13～16日 4 建築確認実務Ⅱ 4/14 集合・ライブ

13～16日 4 建築改修 8/18 集合・ライブ

19～28日 10 建築物の環境・省エネルギー 8/18 オンデマンド

20～23日 4 仮設構造物の計画・設計・施工 8/18 集合

21～23日 3 市町村道 8/18 集合・ライブ

26～30日 5 トンネル工法（NATM） 8/26 集合・ライブ

26～30日 5 建築設備（衛生） 8/26 集合

27～30日 4 公園・都市緑化 8/26 集合・ライブ

28～30日 3 開発許可専門 8/26 集合

11月

4～6日 3 アセットマネジメント 9/8 集合

4～6日 3 公共建築設備工事積算（機械） 9/8 集合

9～13日 5 用地事務（土地） 9/8 集合

9～13日 5 都市計画（応用コース） 9/8 集合

10～11日 2 会計検査指摘事例から学ぶ（応用） 9/8 集合・ライブ

10～13日 4 斜面安定対策 9/8 集合・ライブ

11～30日 20 コンクリート構造物の維持管理・補修 9/8 オンデマンド

16～20日 5 ダム管理 9/14 集合

16～20日 5 建築設備（電気） 9/14 集合

17～20日 4 交通まちづくり 9/14 集合・ライブ

18～20日 3 PC橋の維持管理 9/14 集合・ライブ

30～12月4日 5 建築設計 9/29 集合

12月 2～2月19日 3 ダム操作実技訓練（計8回） 9/14 集合

１月

19～22日 4 建築物の維持・保全 11/18 集合

20～22日 3 土木構造物耐震技術 11/18 集合・ライブ

20～22日 3 鋼橋設計・施工 11/18 集合・ライブ

※研修時期・日数は変更することがあります。
※オンデマンド研修の「日数」は配信期間です。
※申込開始予定日を、日延べする場合がございます。

一般財団法人 全国建設研修センター 研修局
〒187-8540　東京都小平市喜平町2-1-2
TEL.  042-324-5315　FAX.  042-322-5296
https://www.jctc.jp/training/calendar/

※ 以下の市町村振興協会等では、当センター研修受講経費等に対する各道県内市町村への助成制度が設けられています。
（青森県・岩手県・栃木県・群馬県・埼玉県・神奈川県・新潟県・富山県・山梨県・岐阜県・静岡県・奈良県・和歌山県・岡山県・山口県・徳島県・高知県・
大分県・宮崎県）◎詳細は、各道県市町村振興協会・彩の国さいたま人づくり広域連合・こうち人づくり広域連合にお問い合わせください。

研修カレンダー 2026年度
※ 研修は、令和8年度新規研修です。
※ 研修は、国立オリンピック記念青少年
総合センターで開催いたします。
　詳細は、当センターHPをご覧ください。
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